


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: 勇者のセガレ3]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　序章




　ある平日の、夜七時。

　ダイニングキッチンには、冷蔵庫の唸うなる音だけが響いている。

　購入して既に十年以上経たつその冷蔵庫の扉には、随分前に水道業者がポスティングしていった黄ばんだマグネットで、宅配ピザのチラシが貼りつけられていた。

　シンクの脇には洗ったばかりの食器が籠に積み重なっている。

　使った食器は五セット。箸も五膳。

　つい先ほど一家が夕食を終えたことがはっきりと分かる、日本中どこにでもある、そんなダイニングキッチンに、重々しい声が響き渡る。

「……もう、これ以上は無理なんだ」

　切り出したその声に、座の全員がびくりと体を揺らす。

　誰もが、その言葉を恐れていた。いや、或あるいは待っていたのかもしれない。

　剣けん崎ざき家の、全員が、いつかその言葉が一家の大黒柱たる剣けん崎ざき英ひで雄おの口から漏もれることを、分かっていたのだ。

「もう……無理だと思った」

「お父さん……」

「あなた……」

　剣けん崎ざき英ひで雄おの娘である剣けん崎ざき和のど香か。

　妻である円まど香かの二人が、気遣わしげに英ひで雄おを見る。

「康やす雄お……お前も、分かってくれるな……」

「……」

　最後に呼びかけられた一家の長男、剣けん崎ざき康やす雄おは呻うめき声だけを上げ、返事ができない。

　だが、その音には、他にどうしようもない、諦観のようなものがにじんでいた。

　これまでの彼には、有りえないことだった。

　だが、もう父の気持ちが分からないほど、康やす雄おは現実の見えない子供ではない。

　そんな重苦しい剣けん崎ざき家の面々四人に比べ、更に重苦しい空気を纏まとう者がいた。

　日本人離れした金髪のその少女は、翠すい緑りよくの瞳に隠しきれぬ憔しよう悴すいを湛たたえ、今にも消え入りそうな様子であった。

　本来なら、今剣けん崎ざき家に襲いかかっているこの有あり様さまは、彼女にとって歓迎するべき流れのはずだ。

　だが彼女は、それを手放しで受け入れられるほど無神経ではない。

　むしろ、この場の誰よりも心を痛め、消え入りそうになっている。

　英ひで雄おはそんな金髪の少女、ディアネイズ・クローネをちらりと見てから、遂ついにその言葉を口にした。

「……母さん、康やす雄お、和のど香か……俺は……俺は！」

　遂ついに来た、康やす雄おは、身を固くする。

「俺は、異世界アンテ・ランデに行く！」

　鋼の決意とともに放たれたその言葉を、その場の誰もが衝撃とともに受け止める。

「分かってくれ……分かってくれ……もう、これ以上耐えられないんだ……」

　鋼の決意の後に出てきたのは、そんな弱々しい言い訳。

　剣けん崎ざき英ひで雄おは、弱々しく開いた右手をかざすと、親指を折った。

「玄関……その次に、車」

　その瞬間、ディアナがびくりと身を竦すくませ、円まど香かも肩を落とした。

「そしてついには風ふ呂ろ場ばだ」

　中指が折られたとき、康やす雄おも和のど香かも頷うなずくしかなかった。

「…………本当に、申し訳ありませんっ！　私が、私達が至らぬばかりに！」

　遂ついにディアナが耐えきれなくなり、テーブルに突っ伏して詫わび始めた。

「康やす雄お、いいな？　俺はアンテ・ランデに行く！　このまま現状を放置していたら、家族よりも前に家が跡形も無く吹き飛んでしまう！　そうなる前に、アンテ・ランデに行ってきちんと全ての状況を把握したいんだ！　いいな!?」

　ほんのひと月前、康やす雄おは父のこの宣言に、全力で反発してみせた。

　だが、今は……。

　康やす雄おは歯を食いしばる父と、テーブルに突っ伏すディアナを見て、

「……気をつけて、行ってきてくれ」

　そう、頷うなずくしかなかったのである。

「分かってくれて、ありがたいよ」

　疲れた父の声が康やす雄おの耳じ朶だを打つ。

「それでな、康やす雄お」

「え？」

「今後の件で、例の帯たて刀わきさんについてなんだが……」

　そのまま続けざまに放たれた言葉を聞いて康やす雄おは、

「は……？」

　しばらく、ぼんやりと口を開けたまま、

「……ま、マジで……？」

　ひたすら、狼狽うろたえるしかなかったのだった。







　　一章　通さねばならぬもの




　学校からの帰り、メッセージアプリＲＯＰＥロープに入ったメッセージとその送り主を見て、帯たて刀わき翔しよう子こは思わず身を固くする。

　剣けん崎ざき康やす雄おから送られてきたメッセージは極めて簡潔であった。

『今日、会える？』

「……は？　はぁ？」

　立ち止まり、息を吞のみ、吸って吐き、必死で心を落ち着かせる。

　動揺するようなことは何も無い。

　改めて帰り道を歩き出そうとしたとき、更に追撃のポストが。

『話したいことがあるんだ』

「思わせぶりなのやめい」

　思わず声で返事をしてしまう翔しよう子こ。

　文章の切り方が、完全に告白呼び出しのそれである。

　しばらく待ってみるがそれ以降メッセージやスタンプ等などの追撃が来る様子は無い。

　メッセージ画面を見てしまっているので相手には既読マークがついているはずだ。

　あまり長引かせてまた妙な追撃が来ても困る。

　相手は康やす雄おだ。あの、剣けん崎ざき康やす雄おだ。

　メッセージの裏側を読むまではいいとして、読み取るべき裏側は、絶対に常識的なそれではない。

「もぉ～……もお……はぁ」

　翔しよう子こは歯を食いしばりながらも、心を決めて返信する。

『今日、講座の後で良ければ』

　翔しよう子こと康やす雄おは、通う高校は違えど家は近所だし予備校は一緒である。

　会おうと思えば色々機会はあるのだが、予備校の講座上がりが一番『普通』だろう。

　すると、待ち構えていたようにすぐにトークがポストされた。

『あんまり人に聞かれたくない話なんだ。二人きりで話したい』

「……」

　翔しよう子こは、一瞬鼻の頭を上げて顔を歪ゆがめる。

　そして液晶画面が壊れるのではないかというほど力を込めてスリムフォンを操作し、すぐさまＲＯＰＥロープの通話ボタンを押すと、数コールの後、康やす雄おが着信を取った。

『あっ、た、帯たて刀わきさん、突然ごめ……』

「少しは言葉を選べ!!」

『えっ!?　あ、何か変なこと書いてあった？　ごめん！』

　これでも、それなりに日々緊張しているのだ。

　あの日。自分と、康やす雄おの関係性が大きく、確実に変化したあの日。

　帰宅した翔しよう子こはベッドに潜り、枕に顔を押しつけ、都合一時間ほど誰にも聞こえない唸うなりと絶叫を続けた。

　その後も、あの瞬間のことを思い出す度、自宅の廊下の壁、教室の机やロッカーなどに頭突きしたくなるし、実際にした。

　あのときは、なんの気負いもなくできたのだ。

　康やす雄おに、自分の想おもいを告げることが。

　できたのだが、その後が最悪であった。

　雰囲気に流されていたとはいえ、なんであんな軽はずみなことをしたのか。

　もう気の迷いとしか言いようがない。

　自分の身に起こったことを考えれば、気の迷いを起こしても仕方のないことではある。

　返事を要求しなかったのも自分が悪い。

　だがこれは、だからこそこれは、ちょっと酷ひどい。

「変なことしか書いてないわ！　何！　私の告白に返事くれる気にでもなった!?」

『うえっ!?　えっ、あっ、そっそっそれは』

「こっちはいつでも歓迎するよ！」

『あの、ごめん、そういうつもりじゃなかったんだけど、俺そんな感じのこと書いてた？』

「むしろ私が改めて告白される流れだわあれ！」

『ええ!?』

「分かってるよ！　あれから全然経たってないのにこんなこと言ってくるってことは、本当に重要な話なんでしょ!?　きっとアンテ・ランデ絡がらみだよね!?　それで人に聞かれたくないから二人きりでってことだよね!?　ん!?」

『そ、そうです、はい』

「だったら最初からそう書け！　期待するわ！」

『えっ？　期待!?』

「そーよ！　分かるか今の私の気分が！　期待してんのになんか期待持てなくて、残念な気分しか無いのにそれでも期待してる自分が残念だわ！」

　自分でも何を言っているか分からなくなってくる翔しよう子こだが、この場合、自分は間違ったことは言っていないと思う。

「それで！　それは今じゃダメな話なの!?　今私の周り誰もいないよ!?」

『あっ、あっ、ええっと、電話でも駄目ってことはないんだけど、本当に大事な話だから、事情を含めて説明したいと思いまして』

　完全に声の腰が引けている康やす雄おに対し、翔しよう子こは容赦しない。

「テーマは!!」

『て、テーマ？　あーっと、そうだなぁ、なんて言ったらいいのか……帯たて刀わきさんに、一緒に行ってほしい所が』

「…………私、さっき言葉選べって言ったよね？」

『へ？』

「それ、絶対にデートのお誘いとかじゃないよね？　もしかしなくても、それってアンテ・ランデのことだよね？」

『えっ!?　デート!?　えっ!?　行き先がアンテ・ランデって、なんで分かったの!?』

「君は私のことをバカにしとんのか！　分かるわ！」

　自分で愛の告白をしておいてなんだが、剣けん崎ざき康やす雄おは決して果断な性格でも、大人びた性格でもない。

　女子に免疫が無いことは手に取るように分かるし、大人っぽさよりも子供っぽさの方が圧倒的に勝っている。

　その代わりと言ってはなんだが、同年代男子の中では真面目さと誠実さは多く持ち合わせている方だと思う。

　そんな康やす雄おが、告白の返事のアポをＲＯＰＥロープなどで取るはずがない。

　絶対に改まってきちんと返事をしようとして、どこかでスベるのが目に見えているのだ。

　そうなると、康やす雄おと翔しよう子この間で上がる重要な議題といえば、大学受験か異世界アンテ・ランデのどちらかしかないではないか。

「はぁ、もういいわ。それじゃ、なんだか知らないけど今日のラスト講座の後でね！　待ち合わせは塾のラウンジで！　そんじゃ!!　……もおおお！」

　康やす雄おの返事も聞かずに通話を切ってしまった翔しよう子こは、荒く息を吐きながら思わずスリムフォンを握りしめ、

「えっ」

　その手からぱっとスリムフォンを奪われて、はっと顔を上げる。

　いつの間にか隣に、金色の髪と翠すい緑りよくの瞳を持つ美しい少女がいて、複雑な表情で翔しよう子この顔を見つめていた。

「目。出てます」

　少女はそれだけ短く言い、翔しよう子こも思わず自分の両目を手で押さえる。

「あーあー……もう……手が冷たい……」

　翔しよう子こは目を押さえた両手に感じる冷たさの下で、大きなため息を吐いた。

「その、いきなり申し訳ありません。そのままだと、スリムフォンを握りつぶしてしまいそうだったので」

「いや……助かった。ありがとう、ディアナさん。多分、やっちゃってた。はあっ」

　翔しよう子こが両の手で瞳を押さえること十秒。

　その手がどかされると、もはや禍まが々まがしい黒い炎は消失し、少し疲れた様子の翔しよう子この瞳が虚こ空くうを見つめていた。

　翔しよう子この護衛に付いていたディアナは、つい先日まで完全に思考も行動もシィに乗っ取られていた翔しよう子こが、瞳の周囲だけとはいえ容易に炎を制御していることに驚きを禁じ得なかった。

「……見事です。もはや、制御されているのですね」

「制御してるって言うんかね、これ」

　だが感服したディアナの声に、翔しよう子こは首を横に振る。

「あれから何度かあったんだ。でも原因はっきりしてたんで、こう、落ち着くコツみたいなの分かったの」

「その……落ち着くコツ、というのは……」

「ディアナさんには今更かもしんないけど、恥ずかしいからあまり口に出したくはないな」

　翔しよう子こは言いながら、ディアナが保護してくれていたスリムフォンの画面を見る。

　そこにはまだ、康やす雄おとのＲＯＰＥロープのトーク画面が表示されたままだった。

　ディアナも翔しよう子この視線とその先にある画面の意味するところにすぐに気づき、

「はい、お返しします」

　複雑な顔で、ディアナはスリムフォンを翔しよう子こに返す。

　翔しよう子こもディアナが気づいたことを承知で受け取ると、忌いま々いましげにスリムフォンをスリープモードにした。

「ありがと。実はね、ヤス君が、ちょっとアホなこと言ってきまして」

「……アホなこと……？」

「なんだか私に大事な話があるんだってさー」

「大事な話……ああ……ああ、そういう言い方をしたのですね」

「てことは、ディアナさんも把握してる話か。つまりはやっぱり、アンテ・ランデの話ってことだね」

「そう……ですね。間違いなく……」

「ったく……我ながらどうして……」

　翔しよう子こが大きく肩を落とすのを見て、ディアナもまた、口を複雑そうに引き結ぶのだった。




　　　※




　異世界アンテ・ランデ。

　そんな冗談のような概念、或あるいは世界を帯たて刀わき翔しよう子こが知ったのは、一週間前のことだった。

　高校三年生になってから予備校で再会を果たした中学時代の同級生、剣けん崎ざき康やす雄おの両親は、なんでも三十年前、その異世界の危機を救った勇者と賢者だったらしい。

　この時点で翔しよう子こにはどこから突っ込んで良いか分からない話だったが、今またそのアンテ・ランデが未曾有の危機に陥っているとかなんとかいう理由で、その異世界から康やす雄おの両親を再び召喚しようと使者がやってきた。

　使者の名は、魔ま導どう機き士しディアネイズ・クローネ。

　ディアナと呼ばれる彼女は、異世界アンテ・ランデを蝕むしばむ怪物『シィ』の存在を告げ、かつての勇者の再来を願ったが、剣けん崎ざき家の中でひと悶もん着ちやくあった結果、どういうわけか康やす雄おが新たな勇者に立候補したらしい。

　この辺りのことは翔しよう子こもきちんと話を聞いたはずなのだが、やはりまだ自分の目で見たものが少なすぎるため、あまり正確なところを把握できていない。

　むしろ翔しよう子こにとって重要なのはこの後。

　問題の怪物『シィ』が日本、つまりこちらの世界に現れたことで、異世界からディアナの上官に当たるハリーヤ・ヴェレッガーが新たに派遣され、剣けん崎ざき家の護衛に付くことになった。

　だがハリーヤは、アンテ・ランデでシィを操っていると思おぼしき組織と通じており、死者の形を模して現れるシィを通じて、死者を蘇よみがえらせるという妄執に囚とらわれていた。

　激闘の末、ハリーヤのその野望はとん挫し彼女も自身の愚かな妄執から解き放たれたが、その剣けん崎ざき家とハリーヤとの戦いと前後して、どうも翔しよう子こはその『シィ』とやらに体の中に入り込まれてしまったらしい。

　そして翔しよう子こに入り込んだシィは、幾度となく康やす雄おの前に怪物の姿で現れ、普通の人間では有りえない力を振るってディアナや康やす雄おを苦しめたらしい。

　シィに乗っ取られている間の記憶は、翔しよう子こには無い。

　そして困ったことに、翔しよう子こに取り憑ついているこのシィは、翔しよう子こが康やす雄おに対する恋心を抑えられなくなると、翔しよう子この瞳からその冷たく暗い炎を噴き出して翔しよう子この体を乗っ取ろうとするのである。

　死者と同一の存在とまで言われるシィにしては、随分と乙女チックな理由で顕現しようとするものだ。

　ディアナはもちろんハリーヤも、翔しよう子このこの状況に対し有効な手立てを持たず、アンテ・ランデで類似したケースを見聞きしたことも無いらしい。

　その事態に置かれて翔しよう子こが出した結論は『康やす雄おに自分の想おもいを伝えてしまおう』だった。

　全ての事情を聞いてから翔しよう子こは、自分がシィに乗っ取られてしまうタイミングが康やす雄おへの感情を抑えられなくなるときだ、と推測した。

　それならば想おもいを伝えてしまえば自分の感情の不測の爆発を抑えられるのではと考えたのだ。

　それは、翔しよう子こやディアナ、ハリーヤが思っていた以上の効果を見せる。

　今のように、康やす雄おに対する感情の発露が限界を超えても、心を落ち着けることで黒い炎が噴き出すことを抑えられるようになったのだ。

　逆に言えば、康やす雄おに想おもいを伝えてから一週間の間にそれだけの手ごたえを摑つかむくらいにはシィが顕現しそうになっているのだ。

　原因の一つは、告白をしたものの康やす雄おに返事を求めなかったせいで結局悶もん々もんとすることが多かったこと。

　もう一つは、これは仕方ないことなのかもしれないが、予備校で顔を合わせたとき、康やす雄おの態度が煮えきらないことである。

　顔を合わせない。

　逃げる。

　もうこれだけでどれだけ翔しよう子こがやきもきするか分かろうというものだ。

　一応、勇気を出しての恋の告白である。

　しかも、常識では考えられない環境の中での、だ。

　それなのに肝心の相手がその態度では、翔しよう子こがやきもきを飛び越えて『告白そのものが康やす雄おにとってとんでもない大迷惑だったのかもしれない』という予想にたどり着くのにそう時間はかからない。

　どうでもいい相手から告白されて康やす雄おが心底困っていたらどうしよう、という、異世界の怪物とか危機とかそんな見たことの無いものよりも、もっと身近で具体的な不安が今、翔しよう子この中で常に渦巻いているのだった。

　そんな折の、あのＲＯＰＥロープのメッセージである。

　翔しよう子この目から黒い炎が噴き出しても、誰も翔しよう子こを責められないのではなかろうか。




　　　※




「……それで、何」

　声をかけられる前から緊張しきっていることが察せられる康やす雄お。

「と、とりあえず出ようか」

　少し上ずったような声に赤らんだ顔。

　見ている翔しよう子こが恥ずかしくなるくらい、康やす雄おは翔しよう子こと顔を合わせて動揺している……ように見える。

「気をつけて帰れよー」

　最後の講座枠まで残っていた生徒達を送り出す担任助手の小こ林ばやしに見送られ、二人は微かすかに、だが確実に夏の気配を感じさせる夜気の中に出た。

「それで、どこに行くの？」

「あっ、え、ええっと、この時間だし、あんまり遅くなっても悪いから、あそこのヴァローチェでいいかな」

　プロポ通りからやや外れた場所にあるカフェ・ヴァローチェは特段珍しくもないチェーン店だが、大体のカフェチェーンが午後九時には閉店する中、近隣で唯一午後十一時まで店が開いているのだ。

　翔しよう子こと康やす雄おが通う受験予備校『千せん秋しゆう学がく院いん』所ところ沢ざわ校の最終退館時刻は午後九時半。

　その時間の帰宅路で店の前を通りがかっても、四分の一ほど席が埋まっていることが常だ。

　ヴァローチェまでの徒歩五分ほどの間、翔しよう子こは足取りがいまいちおぼつかない康やす雄おの背を見ながら、一体なんの話なんだろうと今更になって想像する。

　康やす雄おがあそこまで改まって自分をどこかに連れていきたいと言うのなら、さほど苦労せずとも行き先がアンテ・ランデであることは想像がつく。

　だが、それなら今回二人きり、というのが少し解げせない。

　アンテ・ランデ絡がらみの話をするのなら、人を伴っているべきだろう。

　翔しよう子こと康やす雄お、そして康やす雄おの妹である剣けん崎ざき和のど香かには、シィを含めたアンテ・ランデからの脅威に対抗するため、それぞれに護衛が付いている。

　護衛に付くのはディアナ。康やす雄おの母の剣けん崎ざき円まど香か。そして先日の戦いを経て剣けん崎ざき家とディアナに全面的な恭順を誓ったハリーヤだ。

　今日は翔しよう子この護衛にディアナが付いており、ディアナの口振りから彼女が同席するつもりが無いことは察せられたが、それはそれで妙な気もする。

　そんなことを考えていると、何い時つの間まにかヴァローチェの目の前。

　周囲に他のお客がいない席に陣取ると、康やす雄おが財布を取り出して翔しよう子こに尋ねる。

「帯たて刀わきさん、何にする？　うちの都合で呼びたてたわけだから、ここは出すよ」

「……」

「あれ？」

　翔しよう子こは今、きっと自分の目が思いきり据わっているだろうなと考えていた。

「……じゃあ、アイスティーのＭ、ストレートで。シロップはいらないから」

「あ、う、うん、分かった」

　一瞬の間こそあれど素直に翔しよう子こが注文したことにほっとした様子の康やす雄おは、勇んでレジへ向かってゆく。

　一方の翔しよう子こは、通路側の椅子に掛けると大きく息を吐いて背もたれによりかかった。

「『うちの都合』ね」

　こういう端々からもう、今日の康やす雄おの用件が全く心踊るものではないということがはっきりした。

　状況はどうあれ、行ってほしい場所とは十中八九、異世界アンテ・ランデ。目的地はディアナやハリーヤの住んでいたレスティリア王国。

　理由は、翔しよう子この内に潜む『シィ』についての調査だろう。

「……」

　気の抜けた顔で康やす雄おの方を見ると、丁度アイスコーヒーとアイスティーのグラスの載ったトレーをそろりそろりと運んでくるところだった。

　両親が営む居酒屋『さぶろうや』を時折手伝う翔しよう子ことしては、あのトレー捌さばきでは居酒屋のフロアはできない、などとどうでもいいことを考えてしまう。

　なんとか無事テーブルにたどり着いた康やす雄おは、大きく息を吐いてからグラスを翔しよう子この前に置いた。

「ありがと」

　これでようやく話をする体勢が整ったわけだが、康やす雄おは妙に額に汗を浮かべている。

「とりあえず、飲んだら？　落ち着いてからでいいから」

「あ、う、うん」

　康やす雄おは素直に頷うなずくと、ミルクもシロップも入れずにアイスコーヒーを半分ほど一気に飲んでしまった。

　それほど緊張しているのだろうか。

　用件の予想がついている翔しよう子ことしても、まぁ康やす雄おの立場でそれを告げるのがプレッシャーであることは分かるので、敢あえて急せかさない。

　もし自分が逆の立場であれば、家庭の事情で巻き込んでしまった友達を、更に訳の分からない所に連れていくのだ。

　どうしたって気が咎とがめるし、言い出しにくいのは分かる。

「その、ごめんね、いきなり呼び出して」

「それはもういいよ。それよりちゃちゃっと済ましちゃおう。それで？」

「ああ、うん、その、半分言い当てられちゃってるけど、まず前提として、親おや父じがアンテ・ランデに何日か偵察に行くことになって、帯たて刀わきさんにはそれについていってほしいんだ」

「何日かって、おじさん、勇者だったんだよね。その何日かで全部解決しちゃうの？」

「さすがにそれは無理みたいだけど、とにかく生の情報が欲しいっていうのと、あとはディアナのお母さんやレスティリア相手に、ハードに交渉したいって言ってた。ありていに言えば、護衛をケチるなってことみたい」

「確かにね。普通に考えたら、ハリーヤさんって私をさらおうとしたのに、そのハリーヤさんが私やヤス君や和のど香かちゃんの護衛やってるのはおかしいっちゃおかしいよね」

「そういうこと。あとは帯たて刀わきさん自身のこと。剣崎家ウチはもうしょうがないけど、帯たて刀わきさんは言うなればアンテ・ランデが日本で出した最初の被害者だからね。そこの責任をきちんと取らせるためにも、親おや父じは行きたいっていうんだ。もちろん、帯たて刀わきさんを連れて」

「なるほど。私がアンテ・ランデに連れていかれるのは、例の『シィ』についての調査よね」

「うん、そういうこと。あとはディアナも当然一緒に行く、というか、帰ることになる」

　ここまでは概おおむね筋が通っている話だ。

　翔しよう子ことしても、この不気味な存在といつまでも一緒にいたくはないし、調査してもらって、取り除いてもらえれば万々歳だ。

　だが、今の流れの中で、翔しよう子こにとっては重要な人物の名が挙がっていない。

「ヤス君は？　行かないの？」

「……今んとこ、俺は数に入ってない」

「なんで！」

　翔しよう子この思いがけず強い語気に驚いた康やす雄おは慌てて言葉を継いだ。

「俺も行きたいのはヤマヤマなんだけどさ、アンテ・ランデに行くのって、すげぇ金がかかるらしいんだ」

　異世界アンテ・ランデと日本を結ぶ通路は『開門塔ゲートタワー』と呼ばれている。

　極めて大規模な魔ま導どう施設らしく、成人男性一人あたりの質量を移動させるために、国家予算の三％が当てられるらしい。

「でも、それをヤス君の家が払うわけじゃないんでしょ」

「俺もレスティリア側の誰がどれだけ具体的な負担をするか分からないんだけど、今回の移動は全部向こう側が持つって決まってるんだ。ディアナの分を考えないとしても、親おや父じと帯たて刀わきさんの分だけで結構な予算になるみたいでさ」

「それを向こうが言ってきたんだとしたら、随分じゃない？　そもそもシィをこっちに取りこぼしたのも、ヤス君のお父さんに助けてほしいのも向こうなんでしょ。しかもヤス君に修行までさせてさ。交通費くらい四の五の言わずに出せばいいのに」

　翔しよう子この言うことに、康やす雄おは苦笑する。

「そもそも王命を無視してこっちで犯罪に走ったハリーヤさんを誰も逮捕しに来ないんだ。まして、今の俺と帯たて刀わきさんなら、どっちがアンテ・ランデに行くべきかなんて考えるまでもないだろ」

「海のものとも山のものも知れない勇者のセガレより、超貴重な実験サンプルってこと？」

「穏やかじゃない言い方だけど」

「だって向こうにしてみりゃそういうことでしょ」

「そりゃそうなんだけどね……それにしても、帯たて刀わきさん随分落ち着いてるね」

「具体的なことが何も分からないからだよ。もし行ってから麻酔なしで体中切り刻まれるとかいう話になったらそりゃ怖いけどさ」

「親おや父じとディアナが一緒に行くんだから、帯たて刀わきさんには間違っても危害を加えるようなことは無いってさ」

「まー救世の勇者のご機嫌損ねるようなことはしないか」

　この辺りのことを、翔しよう子こも大分心得てきている。

「向こうでのことは、ディアナのお母さんが色々と面倒見てくれるらしい。この間のハリーヤさんの件でレスティリアも敏感になってて、かなり厳重な護衛が付くみたいだよ」

「そのハリーヤさんは？」

「もちろんこっちでお留守番。さっきも言ったけど、向こうに行ったら逮捕される。それだけならまだいい方で、最悪暗殺の危険もあるから帰らない方がいいだろうって、ディアナのお母さんの判断」

「……なるほどね。ようやく、ちょっと怖いって思えてきたわ」

　ハリーヤは当初、ディアナと同じくレスティリアの王命によって剣けん崎ざき家の護衛にやってきたが、その裏ではシィを思いのままに操る能力を持つらしい人物と通じ、その人物の野望に寄り添うべく一度は国も剣けん崎ざき家も裏切ったのだ。

『炭鉱のカーネリアン』と呼ばれる難民支援組織の長、ベアトリーチェ・ヘラー。

　それが、ハリーヤが告げたシィを操る者の名である。

　炭鉱のカーネリアンは、主に三十年前に魔王コールの軍に故郷のトルジェーソ大公国を追われた人々を、救済する組織であった。

　魔王コールに滅ぼされた国への帰還事業は未いまだ途上にあり、レスティリアのみならず世界中で今もその組織力を用いて難民の支援に当たっているという。

　どこから見ても立派な慈善団体としか思えないその組織が何な故ぜ、死者の姿を持つシィを操っているのか、そもそも組織がどこまでそのベアトリーチェ・ヘラーの影響下にあるのか判断がつかない。

　だがレスティリア王国軍の中央将校の一人であるハリーヤがその魔の手に絡からめ取られていたことを考えると、シィを操る者の力は余人が考えるより遙はるかに世界に浸透している。

　ベアトリーチェ・ヘラーの目的は『閂かんぬき』を探すことだという。

『閂かんぬき』がどのような力を持つのか、あるいは持たされるのかはハリーヤも知らなかったが、その条件にあてはまるのは、『死者をその身に宿す生者』であるらしい。

　そしてシ死イ者を宿す翔生子者は、唯一確認されている『閂かんぬき』候補なのである。

「訳が分からないことしかないなあ。結局何も分かってないってことだもんね、これ」

「本当ごめん。実際俺も、言ってて訳の分からないことばっかりだ。でも、だからこそ動けるときに動いておかないとってのがあって、それで、今日」

「まぁ、そうねー。こんなんで受験に集中なんかできないし……」

「そ、それでね、帯たて刀わきさん」

「ん？」

　話の間にアイスコーヒーを飲み干していたらしい康やす雄お。

　また妙な汗を浮かべている。

「アンテ・ランデに行ってほしいって話ももちろんなんだけど、それ以上に俺、帯たて刀わきさんに言っておかなきゃいけないことがあって」

「ああ、そう……へ？」

　普通に流しそうになって、翔しよう子こは康やす雄おを二度見した。

「私に……言っておかなきゃ、いけないこと？」

「うん……その、アンテ・ランデに行く前に、どうしても」

「え、な、何……」

　覚悟を決めたような康やす雄おの視線に、翔しよう子こは崩れていた姿勢を思わず正す。

　背筋を伸ばし、崩していた脚もなんとなく膝を揃そろえてしまった。

「この前のことも、あって、やっぱりはっきりさせなきゃって」

「は、はっきりって、何……を、え、ちょっと待って」

　それまで色気も何も無い未知の世界の話をしていたはずなのに、急に康やす雄おの態度が変わり、翔しよう子この心臓の回転数も徐々に上がり始める。

「迷惑じゃなければ、なんだけど……ううん、これは、やっぱり踏まなきゃいけない手順なんだ。帯たて刀わきさん」

「は、はい」

　予備校の勉強でくたびれているはずの全身に血が巡り、目もいつもより大きく開いて、翔しよう子こは康やす雄おの言葉を待つ。

「帯たて刀わきさん……今度、帯たて刀わきさんのご両親に、挨拶させてもらえないかな」

　そしてその言葉を耳で受け止めた瞬間、翔しよう子この脳はオーバーヒートした。

「………………………………………………………………………………………………なっ!?」
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　それは、声ではなく音だった。

　あまりにも予想外過ぎる申し出に、言語中枢が正常な稼か働どうを拒否したと言っていい。

　もはや、単なる体の反射だった。

「ダメ……かな」

　康やす雄おは康やす雄おで、かなり思いつめた様子で、顔が真っ赤である。

「……………………だ…………………………駄目じゃ…………な、ない、けど」

　不意打ちも不意打ち。

　視界外の超遠距離からボディブローの狙撃を叩たたき込まれたような錯覚に陥った翔しよう子この思考は、完全に空回りし始める。

「…………そ、その、この前のって、その、この前の、だよね？」

「そ、そうだよ。他に何があるんだよ」

「や、そ、そりゃそうだけど……で、でも、ごめん、私、ちょっと、それは予想してなかったっていうか、だって、ヤス君、それ、いくらなんでも、飛ばしすぎじゃ」

「飛ばしすぎって、そんなことないよ。むしろ筋を通すための当然の手続きだろ」

「そ、そう？　そういうもの!?」

「そういうものだよ。これからの人生に関わることだし、でも今はお互い学生だから、どうしたってご両親の許可なしってわけには……」

「あっ……あぅ、でも、え、そんな、これからの人生って、や、ヤス君どうしたの。なんか、らしくないよ？」

「え？　何が？」

「な、何がって、そんな」

　あれだけ言いにくそうにしていたのに、いざ言葉が放たれればそこには康やす雄おの固い意志と誠意が一本芯になって通っているのがはっきりに分かる。

　翔しよう子こはもはや、隠しようのないほど顔を真っ赤にしてしまう。

　これは、夢だろうか。

　もしかして講座の最中に居眠りでもして、『この前の』返事をよこさない康やす雄おに対する苛いら立だちから自分勝手な夢を見てるんじゃなかろうか。

「ヤス君、あの、それ、どこで……」

「可能なら、帯たて刀わきさんの家にお邪魔したいんだけど……大事な話だから、できればご両親の仕事が休みの日とかがいいな」

「そ、そこまで……本気なんだ……」

「うん。納得してもらうのには時間がかかると思う。でも、俺、ちゃんと話すから」

「わ……分かった。あ、の、あの、あり、ありがとう……」

　高熱で浮かされたような翔しよう子この言葉に、康やす雄おは首を横に振る。

「ありがとうだなんて。むしろこっちこそ、了承してもらえてありがとうだよ」

「そ、そりゃあするよ！　だ、だって……だって……ヤス君が、まさかそんな真剣に……」

「うん、信じてもらえるかどうか分からないけど、親おや父じとお袋とディアナも一緒に行って、誠心誠意、きちんと話するから」

「私の……………………あぁ？」

　翔しよう子こは今、視界に亀裂が入り、惑星の北と南が逆転したような錯覚に襲われた。

「…………お父さんと、お母さんと、ディアナさんも？　来るの？　うちに？」

「え？　そりゃあもちろん」

「…………なんで」

「なんでって……そりゃ、そうじゃないと絶対納得してもらえないだろうから」

「…………何を」

「た、帯たて刀わきさん、どうしたの？　大丈夫？　何をってそりゃあ……」

　様子のおかしい翔しよう子こに康やす雄おが慌て始めるが、翔しよう子こは急激に世界が色を失い、体温が下がっていくに身を任せていた。

「アンテ・ランデに行ったらその日のうちには帰ってこられないからさ。開門塔ゲートタワーの都合で、どんなに短くても往復に中五日は開けた方がいいって言うんだ。でも、もうＧＷ過ぎてて連休とか無いだろ。帯たて刀わきさんをアンテ・ランデに連れていこうとしたら、どうしても学校を休んでもらわないといけなくなるし、でも、さすがになんの理由も無しに受験生を一週間も家に帰さず連れまわせないだろ。それで家族みんなで色々考えたんだけど、結局帯たて刀わきさんのご両親にもアンテ・ランデの事情を知ってもらうしかないって結論に至ったんだ」

「………………へー、なるほど」

「ただでえ訳分からない話な上に、説明して納得してもらえるか分からないけど、帯たて刀わきさんのご両親をだますようなことは絶対しないし、誠心誠意説明するから」

　それはそうだ。

　そういうことならば、仕事が休みの日でなければいけないし、康やす雄おも『この前』の『翔しよう子こが巻き込まれかけた事件』について真剣に話すだろうし、剣けん崎ざき夫婦とディアナが来なければ始まる話も始まらないだろう。

　それはそうだ。

　翔しよう子こは全身の力が抜けていくのを感じながら、立て直すことができず、椅子からずり落ちそうになってしまう。

「帯たて刀わきさん!?」

「…………大人はいいなあ！」

「へ？」

「こういうときが、ヤケ酒したいときなんだろうなあ！」

「なんの話!?」

　翔しよう子この声がどんどん掠かすれていくので康やす雄おは慌てるが、もちろん康やす雄おは自分に責任があるとは微み塵じんも思っていない。

「ヤス君」

「え？」

「ちょっと、こっち」

　翔しよう子こは椅子から落ちそうな姿勢のまま、康やす雄おを手招きする。

　素直に立ち上がって横に立った康やす雄おを、翔しよう子こは力なく睨にらみ上げ、そして、

「せいっ！」

　その脇腹に、そこそこ力の入った拳を打ち込んだ。

「ぐほっ!?　な、何するんだよ!?」

　突然の翔しよう子この凶行に康やす雄おは呻うめくが、翔しよう子こはぼんやりと虚こ空くうを眺めるだけ。

「……こっちの台詞せりふだー……もう私、今すぐシィになりそう」

「えっ!?　だ、大丈夫!?」

「大丈夫じゃねー……」

「ちょっ!!」

　ぼんやりと呻うめく翔しよう子この目から微かすかに黒い炎が立ち上り始めて、康やす雄おは本気で慌てる。

　こんな町中で翔しよう子こがシィになったら、康やす雄おでは対処のしようが無い。

「あ」

　だが次の瞬間翔しよう子こは何かに気づいたように体を起こすと、きょろきょろと周囲を見回した。

　そして、目的のものを見つけると、少しだけ表情を緩め、また康やす雄おを睨にらみ上げた。

「話は、とりあえず終わりよね？」

「え？　ああ、うん」

「とりあえずね、私の返事なんだけど」

「返事？」

「うん。私まだ、アンテ・ランデに行くともなんとも言ってないし」

「ああ……え、え？　い、いや、それはちょっと、行かないって選択肢は帯たて刀わきさん的にも困ることが多いというか……」

「分かってるよ。ただ、こっちとしても一方的になんやかんや決められて行くってのはあんまり気分良くない」

「それはまぁ、分からなくもないけど」

　狼狽うろたえる康やす雄おに反し、翔しよう子こは少し元気が戻ったように皮肉げに微ほほ笑えむ。

　いつの間にか目や口の炎は消え、悪いた戯ずらっぽい瞳が真まっ直すぐ康やす雄おを見ていた。

「だから条件、いっこだけつけさして」

　翔しよう子こはびしりと宣言する。

「ヤス君も一緒に行くこと。それさえ吞のんでくれれば、私はアンテ・ランデに行くよ」

「ええ!?」

　康やす雄おはあくまでメッセンジャーであって、アンテ・ランデ行きについてなんらかの決定権を持っているわけではない。

　だが翔しよう子こは有無を言わさぬ口調で康やす雄おの狼ろう狽ばいを叩たたき斬る。

「私のシィが動き出す条件は『あのこと』と一緒に話したよね。もしそんなに長い間君と引き離されて慣れない環境に置かれたら、私何するか分からないなー？」

「お……」

　康やす雄おに対する恋心を抑えきれなくなったとき、翔しよう子このシィは姿を現し体を乗っ取る。

　そのことは、確かに聞いていた。

　それを言われてしまうと、返事もできず、翔しよう子こを名前で呼ぶこともできない康やす雄おは顔を真っ赤にしたままぐぅの音も出せなくなってしまう。

「それじゃ、お父さんやディアナさんによろしく伝えておいて。私は帰る。あ、送ってくれなくていいから」

「あ、うん、わ、分かった、その」

「また連絡はするよ。それじゃね。えいっ」

「いてっ！　ええ、ええ!?」

　さっさと身支度をして立ち上がった翔しよう子こは、置き土産とばかりに康やす雄おの脳天に手刀を落とし、さっさと店を出ていってしまった。

　呆ぼう然ぜんとそれを見送る康やす雄おは、ふと傍かたわらに人の気配を感じてそちらを見る。

「あれ、ディアナ」

　そこには、困惑したような、呆あきれたような顔をしたディアナが、先ほどまで翔しよう子こが座っていた椅子に腰かけていた。

「もしかして、店内にいたのか？」

「ええ、まぁ。ちょっと、ショウコの護衛は、大佐に交代していただきました」

　空いた店内だし、護衛のために店内に入ってきていたとしてもさほど不思議ではない。

「なら、聞いてたよな……正直、どう？　アンテ・ランデ行き、俺が一緒じゃないとって言うんだけどさすがに無茶……ディアナ？」

　ならばと翔しよう子この出してきた条件について相談しようと思った康やす雄おは、ディアナにしては珍しく、非難がましい目で自分を見上げていることに気づき言葉を中断してしまう。

「ヤスオ。私が横からこんなことを申し上げるのは出過ぎたこととは十分承知しているんですが、さっきのは、無いです。ちょっと酷ひどいです」

「えっ」

「折を見て、きちんとショウコに謝るべきだと思います」

「え、ええ!?」

「私はヤスオが悪意でしたことではないとは分かっていますが、悪意が無いからこそ悪いということもあります。ショウコ相手ならばなおさらです。もしノドカがこの場にいたら、途中で三回は乱入していたと思います」

　ディアナから正面切って非難されるなど、初めてのことではないだろうか。

　そのことに気づいた康やす雄おは、ようやく自分が何か取り返しのつかないことをしたのではという疑念にかられる。

「お、俺そんな帯たて刀わきさんが嫌がるようなこと言ってた!?」

「ヤスオ。座ってください」

　ディアナは渋々といった感じで、眉根を寄せて康やす雄おを席に座らせる。

　康やす雄おも、ディアナから不穏な圧力のようなものを感じ、つい背筋を伸ばしてしまう。

「私はいいです、別に。でも大佐は面白がる方です。ご存知ですよね。今の、全部聞いていましたよ」

「う」

　ディアナの渋い顔と、ハリーヤの名が出て、康やす雄おは分からないなりに、自分が相当の下手を打っていたことを自覚し始める。

「ショウコが出した条件については、こちらで検討しますのでヤスオは気になさらないでください。それよりも、もう手遅れかと思いますが、帰った後に大佐からの攻撃に耐えられるように、ヤスオが今、ショウコにどんな酷ひどいことをしたかを解説します」

「ひ、酷ひどいことって……」

　日頃、ヤスオのほとんどを勝手に全肯定してくれるディアナがここまで言うとは、自分は一体どんな下手を打っていたのか。

　それから数分、顔を赤らめるディアナから、やらかしたことについての解説をとくとくと受けた康やす雄おは、テーブルに突っ伏してしばらく顔を上げることができなかったのだった。




　　　※




「お帰りなさい大佐。遅かったですね」

　剣けん崎ざき家から徒歩三十秒の場所にある、ディアナが暮らすアパート、マリーゴールドヒルズ所ところ沢ざわ一○一号室にハリーヤが帰宅したのは、その日の深夜だった。

「ああ、ちょっとショウコがな」

「何かあったのですか？」

「どこぞのアホのせいで帰宅に時間がかかった。なかなか炎が収まらなくてな」

「ああ……それはお疲れ様でした」

　ディアナは苦笑してから、キッチンの戸棚からハリーヤが使っているマグカップを取り出す。

「何か飲みますか」

「アイスコーヒーがあればお願いしたい。久しぶりに仕事をして、少し疲れた」

　仕事とはまた珍しい物言いだし、ハリーヤが自分の希望を言うのも久しぶりのことだった。

　先日の騒動後、ハリーヤは剣けん崎ざき家にはもちろんのこと、ディアナに対しても完全服従の姿勢を崩さない。

　怪け我がをしている上に、生活の大半をディアナに寄りかかっている状況であることを理解しているが故に、ディアナに対して上官として下した最後の命令が、

『私に一切気を遣うな。怪しいと思ったらいつでも殺せ』

　だったことからも、どれほどハリーヤが己の行いを悔いているかは察せられる。

　これまでも康やす雄おや和のど香かや翔しよう子この護衛を終えた後に食事や飲み物の希望を聞いても、パンと水以外のものが出てきた試しが無かったため、逆にディアナは少し嬉うれしくなってしまう。

「ミルクとお砂糖、入れます？」

「いや、いらない。とにかく喉が渇いた……ああ、ありがとう」

　氷が入ったアイスコーヒーをブラックのまま一気に飲み干したハリーヤは、こめかみの痛みをこらえるような顔になりながらも、満足げにため息を吐いた。

「……しかし、どうなんだあれは」

「ヤスオのことですか」

「十八歳だろう。レスティリアなら所帯を持っていても全くおかしくない年齢だ」

「文化の差というものですよ」

「そうか？　街中を歩いていると、ヤスオより年下の学生が異性と仲良くしている姿をよく見るがな」

「ヤスオは、異性には奥手なんです」

「ショウコも同じようなことを言っていたが、良く言えばの話だろう。普通に言ったら単に配慮が足りないだけだ。対人関係能力に問題がありすぎる」

　ハリーヤがここまで饒じよう舌ぜつなのは本当に珍しい。

　ただディアナも、翔しよう子こが康やす雄おへ告白した現場に居合わせた女性として既に康やす雄おの態度に物申しているので、敢あえてこの意見に反対はしなかった。

「きちんと言って聞かせましたから、あまりからかわないであげてくださいね」

「クローネ少佐は甘い。ヤスオみたいななよなよした男には、ノドカくらい厳しくした方がいい。そうでないと、悪い頼られ方をするぞ」

「悪い頼られ方ですか？」

「ああ。もう一杯、いいか」

「どうぞ」

　一言断ってからアイスコーヒーのおかわりを入れたハリーヤは、渋い顔をする。

「クローネ少佐はヤスオの色々を好意的に捉えすぎる。今はまだいいが、今後ヤスオが困難にぶち当たったとき、クローネ少佐ならダメな自分を肯定してくれるなんてヤスオが考えたら、あいつは困難の前で立ち止まってしまうぞ」

　ハリーヤの言うことは分かる。

　だが、ディアナの目から見た康やす雄おは、決してそんな人間ではない。

　この日本という国に生きる、普通の人間。

　普通ということは、つまりはきちんと生きている、ということだ。

「ヤスオはそんなに弱い人ではありませんよ。迷う時間は人より長いかもしれませんが、きちんと前に進む人です」

「甘い」

「無糖コーヒーのはずですけど」

「分かって言ってるだろう。あいつのこと、手のかかる弟くらいに思っていないか」

「ヤスオは強くはありませんが、弱くもありません。この国で、脇腹に風穴を開けられても冷静に治療を施して、大佐相手に駆け引きのできる高校生は、そんなにいないと思います」

「……まぁ」

　それを言われると、実際にしてやられたハリーヤとしては弱い。

「私にとってヤスオは……そうですね。希望でしょうか」

「きぼう～？　あれがかぁ？」

「ええ」

　ハリーヤは知らない。

　ディアナとアンテ・ランデを、全存在を賭けて否定した康やす雄おを。

　その否定が肯定に変わった瞬間を。

　その後の、それまでの十八年間を覆くつがえす努力を始めた姿を。

「ヒデオだって、最初から最強の勇者だったわけじゃありません。それに、ヤスオがヒデオのような勇者になる必要も無い。だから私くらいは……」

　そして、立ちはだかった壁を、大きな物も、小さな物も、確実に乗り越えてきた姿を。

「歩き始めた新しい勇者の全てを肯定して、支えてあげたいじゃないですか」

「……まぁ、好きにすればいいとは思うが」

　呆あきれとも感心ともつかぬ表情をしたハリーヤは、マグカップに口をつけながら、この美しいが危うい後輩軍人の背に、心の中だけで声をかける。

　ショウコの前では、そういうことは言うなよ、と。

「それはそれで面白いかもな」

「何がです？」

「いや、なんでもない」




　　　※




　それから三日後の土曜日。

　定休日である大衆居酒屋『さぶろうや』の前で、異様に緊張した一団がごくりと喉を鳴らしていた。

「……なぁ、母さん」

「何」

「何か、コールと戦ったときより緊張が酷ひどいんだが」

「そうね」

　剣けん崎ざき英ひで雄お、円まど香か夫婦。

　救世の勇者と大賢者が、二人揃そろって青い顔を並べ、冷や汗をかいている。

　英ひで雄おのスーツは、普段通勤に使っているものではなく、重要な仕事の中でも特にここぞというときにしか着ないオーダーメイドの一張羅。

　母のスーツは、今日この日のために、吊つるし売りのものではあるが新しく誂あつらえたものだ。

　康やす雄おは当然高校の制服姿。

　ここまではまだ他家を訪ねる姿として分からなくもないが、その傍かたわらには、魔ま導どう機き士しの正装を身に纏まとい、同じく顔を青ざめさせているディアナがいるのだから、一気にこの集団の目的が分からなくなってくる。

「だ、大丈夫です。い、いざとなれば私が……」

　この場合何がいざというときなのか、私が何をどうするつもりなのか、ディアナの気持ちの空回りを隣で聞く康やす雄おは、前日からほとんど食事が喉を通っていない。

　こんなにも、恐ろしいことだったのか。

　荒唐無稽な秘密を、全く事情を知らぬ他人に『ただ』明かさなければならないのは。

　中学生になった頃から、漫画やアニメ、映画の中で、特殊な能力を持ったり、異なる世界と接触を持ったりした主人公とその仲間達が、秘密を公にしたがらないことに疑問を抱いたことは数知れなかった。

　よくある『秘密を知る者は少ない方がいい』理論だって、主人公達と親しいと敵に見なされる存在であれば、秘密を知っていようがいまいが何に利用されるか分かったものではないのだ。

『巻き込みたくない』理論も、そもそも巻き込むのは主人公ではなく敵側である。

　そういう主人公に限って何も言わずに親しい人の前から消えるものだから、事情を知らない大事な人が純粋に心配して肝心の現場に現れたり、不自然な行動を取って敵の目につき、結局巻き込まれてしまうことが大半だ。

　それなら、手を尽くしてなんとか自分の特殊性を理解してもらい、その上で彼我の戦力差と今後の展望を書面でまとめて解説して、大切な人を理詰めで遠ざけた方がどれだけ良いかと常々思っていた。

　だが康やす雄おは、いざ自分がその立場になってみて、分かった。

　他ならぬ自分自身が同じ反応をしたからこそ、気づいたのだ。

　何も知らない他人に社会常識にかからぬ特殊事情を明かして、もし、理解が得られなかったら。

　そのとき、自分の『社会生命』に死の危険が迫るのだ。

　端的に言って、自分が根ざしていた地域、コミュニティ、隣人から『あの人、ちょっとおかしいわ。関わらないでおきましょう』と、距離を取られてしまうのである。

　こっちとしては、世界に迫る危機を排除したら元の静かな生活に戻りたいのだ。

　それこそ本当に生死を賭けて強大な敵を倒し世界の平和を守ったのに、

『剣けん崎ざきさんのお宅、なんでもさぶろうやさんのお嬢さんを、変なこと言って連れ出そうとしたみたいよ。異世界がどうとか、魔王がどうとか言って』

『まぁ……まぁ、ご主人、何か仕事で大変なことでもあったのかしら』

『お子さん二人とも受験生だし、何か家庭で揉もめ事ごとでもあったのかしらね』

『どうします？　次の地域の班長、剣けん崎ざきさんのお宅になりますけど……』

『地域イベントで、ねぇ、小さい子って、影響されやすいから、魔王って、ねぇ？』

『最近、剣けん崎ざきさんのお宅って色々壊れて大変だったみたいだけど……あれって本当に事故なのかしら……ほら、現実と空想の区別がつかなくなったみたいなこと、よく聞くし』

『大丈夫かしら……町内会長や民生委員の方に相談した方がいいかしら……怖いわね』

　ということになったら、これはもう一家で夜逃げするか異世界転移して、自分達のことを誰も知らない場所に行くしかなくなってしまう。

　康やす雄お自身、父の聖剣や母の魔法を見てなお、なかなか事実を受け入れられなかったのだ。

　英ひで雄おと円まど香かとディアナが、例えば浮遊してみたり、魔法を使ってみたりしても、それを日本の一般常識に存在する概念で強引に処理されてしまい、相手の思考がその先に進んでくれないことも十分にありうる。

　結局自分が両親の過去や異世界アンデ・ランデのことを受け入れたのはアレクセイ・シィやウィリアム・バーレイグとの戦いを体験したからだ。

　翔しよう子こが受け入れたのも、自分がシィに変身したという事実や、あまりに特殊な状況で剣けん崎ざき家とディアナ、ハリーヤと接触したからである。

　だが、いざこうやって翔しよう子この両親になんの事件も起こっていない状況で『異世界アンテ・ランデ』だの『聖剣ルタバーガ』だのを理解してもらうのは、恐ろしく難儀なことだ。

　第一翔しよう子この両親だって、康やす雄おの両親とそこまで歳としは離れていないはずだ。

　となれば、若くても四十代前半。立派な働き盛りの中年だろう。

　康やす雄おは、まだ見ぬ翔しよう子この父親の風貌を想像する。

　居酒屋さぶろうやの大将。

　日々街の酔っ払いどもを相手に自分の腕一本だけで仕事を貫く剛ごう毅きな人物が想像される。

　がっちりした体格に、寡黙な性格と顔つき、頭に鉢巻、黒いＴシャツに店の名前が入った前掛け。

　そして翔しよう子この料理の腕や端々に聞こえる家の様子から、家族の風通しが良い家だと想像できる。

　そんな所にスーツ姿のうちの親おや父じが、

『実は私、三十年前に異世界で勇者をやっておりまして』

　と乗り込んでいくのである。

「「帰りたい」」

　その様を想像するだけで、康やす雄おの動どう悸きが一気に激しくなり、ほとんど空っぽのはずの胃の内容物がせり上がってきそうになり、その後ろで救世の勇者が思いきり同調してくる。

「「……」」

　よく似た父子二人のそんな様子を見て、逆に決意が固まったのだろうか。

　円まど香かが入り口横のインターフォンを押してしまった。

「「あっ……！」」

　男二人が声なき悲鳴を上げるが、円まど香かはもう取り合わない。

　帯たて刀わき家はさぶろうやの店舗と一体型の住居であり、本来の玄関は別にある。

　だが、路地を奥に入らなければならないということと、日頃から店側を玄関として使っているという事情もあり、尋ねてくるときは店側からと翔しよう子こに指定されていたのだ。

　ほどなくして、

『はいはーい』

　想像していたよりも軽い、男性の声が聞こえてきた。

「あの……剣けん崎ざきでございます。本日は翔しよう子こさんのことで……」

　思いきったものの歯切れはそれなりに悪い円まど香かだったが、

『ああ、剣けん崎ざきさん。ちょっとお待ちください』

　応答は、想像していたよりもずっと軽かった。

　通話が切れてから、康やす雄おにとっては恐ろしく長い十数秒後。

「どうも、いらっしゃい。すいませんわざわざ」

　引き戸の奥から現れたのは、康やす雄おの想像した居酒屋の大将像とは異なる人物だった。

　小柄で端正な顔立ちに銀縁の眼鏡をかけた、スマートな雰囲気の男性であった。

　すっきりしたポロシャツにチノパンという、どちらかといえば休日のサラリーマンといった風貌のこの男性が、翔しよう子この父親なのだろうか。

「実は同席するはずだったのですが、妻がどうしても私用で出なければならなくなって、お話は私が伺います」

　その表情は柔和で、正装で固まった剣けん崎ざき家や、明らかに異装のディアナを見ても全く表情を曇らせない。

「この度は、お休みのところ、お時間を取っていただいてありがとうございます。剣けん崎ざき英ひで雄おでございます」

　事ここに至っては、さすがの英ひで雄おも妻の陰に隠れていられない。

　一歩前に出て、今日の用件を伝えるために深々と頭を下げ、それにならって円まど香かもディアナも、そして康やす雄おも頭を下げる。

「どうも、翔しよう子この父の帯たて刀わき浩こう介すけです。ていうか皆さん、そんなかしこまらないで、顔を上げてください」

「いいえ、そういうわけには」

「はぁ……」

「お嬢様には予あらかじめお話を伝えていただいたとは存じますが、何分常識にかからぬことばかりで、混乱されていることと思います。全ては私どもの不徳の致すところで……」

「剣けん崎ざきさん、皆さんも落ち着いてください。とりあえず中へどうぞ」

　翔しよう子この父、浩こう介すけは全く険の無い口調で剣けん崎ざき家の面々を店に招き入れる。

「失礼いたします」

　英ひで雄おはようやく顔を上げると、もう一度一礼して店内へと歩を進め、康やす雄お達もそれに続いた。

「まぁ、どうぞ、こちらにかけてください」

　浩こう介すけはまるで普通の接客のように剣けん崎ざき家をもてなすが、剣けん崎ざき家の緊張は治まらなかった。

　歓迎されていると思ってはいけない。

　恐らく浩こう介すけは、全く事情を吞のみ込めていないのだろう。

　穏やかな口調の中のかすかな戸惑いが、それを証明しているように思う。

　明らかに問題を起こして詫わびに来ている一家を迎えてそれで済んでいるのは、単純に浩こう介すけの社会人としてのたしなみの問題に過ぎない。

　そして、最初にこの緊張に耐えきれず崩れ落ちたのはディアナだった。

「この度は、本当に申し訳ございませんっ!!」

「えっ!?」

　ディアナは勧められた席に座ることができず、店の床にそのまま膝と手をつき、浩こう介すけに向かって土下座したのだ。

「ちょ、ちょっと君!?」

「大切な時期のお嬢さんにとんでもないことをしてしまい、本当に申し訳ございません！」

「え、ええっと」

　浩こう介すけはディアナの突然の土下座に当惑し、一方の康やす雄おはといえば、先ほどとは違った言い知れぬ居たたまれなさを感じていた。

　ディアナの詫わび口上は確かに間違ってはいないのだが、日本の一般的な社会常識に照らし合わせてこの状況と今の文言を当てはめると、康やす雄おが翔しよう子こと道ならぬ間違いを犯したかのように聞こえはしないだろうか。

「君が、ディアナさんだね？　まぁ、一目見たときからそうだと思ってたけど」

　そんな不謹慎な想像をしてしまった康やす雄おの心中はともかく、ディアナにかけられた浩こう介すけの声は、存外に優しかった。

「あなたも日本語ぺらぺらなんだね。真剣なところ申し訳ないんだけど、ちょっと笑いそうになった」

「……は」

　顔も上げられないディアナの肩を叩たたいて、浩こう介すけは膝をついて顔を上げさせる。

「だって今の言い方とこの状況だと、康やす雄お君とうちの翔しよう子この間にもの凄すごい間違いがあったように聞こえるからさ」

「「えっ……？」」

　ディアナは単純に疑問で、康やす雄おは意外な思いで声を上げる。

「……本当、君達は私に恥ずかしい思いをさせるためだけにやってるんじゃないかと思うことがあるよ」

　そこに、横合いから声がかかる。

　顔を向けると、そこには三角巾を被かぶり、エプロンをした翔しよう子こが顔を赤らめて立っていた。

　その手には銀色のレードルが握られており、緊張で感覚がマヒしていた康やす雄おの鼻び腔こうに、食欲を刺激するだし汁の香りが急激に満ちる。

「大体の事情は、もう娘から聞いています。そりゃあ最初は信じられなかったけど、僕も自分の目で見たことを信じられないほど頭は固くないつもりです。とりあえず皆さん、座ってください。折角剣けん崎ざきさん達がいらっしゃるっていうんで、翔しよう子こが色々はりきってるんです」

「……はぁ……」

　康やす雄おも、英ひで雄おも円まど香かもディアナも、戸惑いながらも浩こう介すけの言うことに従い、四人掛けのテーブルにつく。

「突き出しはなんだっけ、大根の煮つけ？」

「そー」

「……！」

　涙目になっていたディアナが、大根、という響きにびくりと身を震わせる。

「翔しよう子こがね、皆さんを試食会にご招待したいって言うんです。この間の花見弁当をディアナさんが喜んでくれたって言うから、じゃあお客さんに出せるものを作れるかどうか、この機会に皆さんにテストしてもらおうじゃないかって思って」

「そ、そうなんですか」

「ええ。異世界から来たって人にも通じるなら、日本のお客にも出せるだろうってことでね」

　浩こう介すけの口から、さらりと『異世界』という言葉が出てきて、英ひで雄おが思わず尋ねた。

「あの、帯たて刀わきさん、失礼ですが……」

「信じている話と、信じていない話があります」

　英ひで雄おの問いに、浩こう介すけは穏やかな表情のまま答えた。

「翔しよう子こから聞いた話の中で、僕が信じたのは『魔法』が実在すること。翔しよう子こが妙なものに憑ひよう依いされていることの二つです。一方で『アンテ・ランデ』という異世界とやらの存在は、信じていません」

「ど、どうしてですか？」

　康やす雄おはここで、初めて口を開いた。

　思えば未いまだに自己紹介もきちんとできていないが、浩こう介すけは特に意に介さず答えてくれた。

「理屈が説明されていないから。あとは見てないから、だね」

「見てないから……え、じゃあ！」

　浩こう介すけの言わんとすることに驚いたのは、康やす雄おだけではなかった、

　見たものは信じる。

　ならば、浩こう介すけはどこで、魔法を見た？

「ああ、それはね、こないだ私がお願いしたの。ハリーヤさんに」

「えっ!?　大佐が!?」

　厨ちゆう房ぼうからの翔しよう子この説明に驚いたのはディアナである。

　ハリーヤがどういう理由で、翔しよう子この両親と面会したというのか。

「こないだの講座の帰りにハリーヤさんにうちまで送ってもらったでしょ。そのついでに」

「あっ……」

　そういえば、あの日はハリーヤの帰りがやけに遅かった。

「いや、あの日の私、本当になかなかシィを引っ込められなくてさー。結局ハリーヤさんと一緒に、軽く状況説明した方がいいって結論になって」

「うぐっ」

　翔しよう子この言葉の矢が、康やす雄おの心臓に突き刺さる。

　あの日、自分が翔しよう子こに何を言ったのか、ディアナに解説されて理解した康やす雄おは、ベッドで七しつ転てん八ばつ倒とうしてしまったものだ。

「最初は、一体あんなサングラスをどういうつもりでどこから買ってきたのかと思ったよ」

　翔しよう子このシィは、瞳から顕現する。

　もしシィの黒い炎を瞳に留とどめられれば、確かにサングラスに見えないことはないだろうが。

「大佐は……ハリーヤ・ヴェレッガーは、こちらで一体何を……」

「あらかたの魔法は見せてもらったよ。地水火風はもちろん、雷や氷なんかもね。でも一番驚いたのはあれかな、カセットコンロ」

「「「カセットコンロ？」」」

　魔法属性からの唐突なカセットコンロに剣けん崎ざき家全員が声を揃そろえ、首を傾かしげた。

「ええ。正直、火だの雷だのは手品か何かだろうと思って疑ってたんですが、カセットコンロだけはもう説明のしようがなくて」

　浩こう介すけは立ち上がると、店の隅の棚の上に重ねられていたカセットコンロを二台手に取り康やす雄お達のテーブルに持ってくる。

「これね、鍋とか湯豆腐とかを出すときに使うんですけど、壊れていたのをハリーヤさんが修理してくれたんですよ」

　浩こう介すけはガスをセットすると、軽く摘みを捻ひねって一瞬だけ火をつけてまた消した。

「うちにあった銅線とか針金とか使ってね。正直、あの日見せてもらった『魔法』のどれよりも驚きました。手も触れていないのにコンロが全部一人でにばらばらになって、光の板の上に浮いてるんです。そこに銅線やら金属片やらを、あれは不思議な力としか言いようがないけど、こう浮かして溶かして、それが最後にこう、きゅっと全部を一カ所に集めて、そうしたらもう直ってたんです。いやあ、便利なもんだなって！」

　ハリーヤは、武ぶ機き職人の家系に生まれ、その技術はハリーヤが騎士団に入隊してすぐにレスティリアの武ぶ機き開発局がスカウトするほどに高かった。

　武ぶ機きを整備できればカセットコンロが直せるのかどうか、機械に弱い康やす雄おには全く分からないが、ハリーヤにとってはごく簡単なことだったらしい。

「あの人骨折してるでしょう？　それで僕、つい片手でもできることなんですかって聞いちゃって、そしたらこれくらいの単純なものなら指一本でもできるって言って、それで折角だからもう一つお願いしたんです！」

「大佐が……そんなことを……」

「でも、だから僕はあなた達の魔法の存在を信じたんですよ。多分、もう少しで異世界とやらの存在も信じられるんじゃないかな。翔しよう子こが行くのであれば」

「よろしいのですか？」

　ディアナの言葉に、浩こう介すけは首肯した。

「良いも悪いもありません。翔しよう子この中にいるものは、病院に入ったところでどうにかなるものだとはとても思えない。そして、魔法が実在する世界があって、それがそこから来たのなら、そちらで取り除いてもらうべきでしょう」

「……正直申し上げて、ご理解いただけないだろうと思っていました。お嬢さんの学業を邪魔することでもありますし」

　英ひで雄おの素直な言葉に、浩こう介すけも苦笑する。

「まぁ、常識的に考えればそうでしょうね。ただ、なんと言いますか、僕にも、スケールは小さいですが、多少似たような経験がありまして」

「えっ？」

　まさか翔しよう子この父まで元異世界経験者とでも言うのだろうか。

「あまり人に言いたくないことなんですが……僕、実は東大を出てるんです」

「えっ!?」

　これは康やす雄おが一番驚いた。

「実は私も、つい最近知ったんだよねー」

　厨ちゆう房ぼうの翔しよう子こも、やや気まずそうな声。

　確かに知的な風貌だとは思ったが、まさか東大出だとは思いもしなかった。

「ご卒業後すぐに、こちらのお店を？」

　さすがに英ひで雄おは驚きを露あらわにするようなことはなく、穏やかに尋ねると浩こう介すけは首を横に振る。

「いいえ、卒業後は何年か、エネルギー関連の企業に勤めていました」

　浩こう介すけが告げた企業名は、康やす雄おですら知っているほどの超有名企業だった。

「つまらなくて、辞めたんです」

　年収だって高いであろう企業を『つまらない』の一言で辞める。

　康やす雄おには全く理解できない話だった。

　そんな康やす雄おの表情を読み取ったように、浩こう介すけは微ほほ笑えむ。

「訳が分からないって思うかい？　周りからも散々言われたよ。東大まで出て折角いいとこに就職したのに何やってんだって。でも『東大まで出た』からなんだって話だと思わないかい？　東大を出た人間が居酒屋をやっちゃいけない法律は無いだろう？」

「それは、そうですけど……」

「会社を辞めたら辞めたで引き抜かれたのかとか、事業を起こすのかとか、海外に移住するのかとか、よく分からない期待ばかりかけられて。当時はもう妻と結婚の約束をしていましたし、両親も健在で、地元で働くつもりだったので、そう告げたらまた驚かれるんです。そんなに珍しいことかって、随分反発しました」

　浩こう介すけは少しだけ疲れた表情を見せた。

「学生の頃から、東大にいるって言うと、それこそ異世界の人間を見るような目で見られることがしょっちゅうでした。今でもテレビで『東大生が選ぶなんとか』みたいな妙なバロメーターにされることがあるでしょう？　僕はあなた達と同じ人間なのに、東大に入るとみんな僕のことを『自分とは違う人間』みたいな目で見るんだ。それで気分が良い人もいるんだろうけど、僕は耐えられなかった。学外で『トウダイセイ』とか『トウダイくん』って呼ばれたことの無い東大生はいないんじゃないかな。それで、東大生がいても珍しくないような大企業に入ればそんなことは無くなるだろうと思ったんです」

「エネルギー関連事業だと、学閥は当然あるでしょうし、行政や官公庁との付き合いでより出身大学を意識する場面は多くなったのでは」

　英ひで雄おの問いに、浩こう介すけは大きく頷うなずいた。

「仰おつしやる通りです。むしろ自分は東大閥の特別な人間なんだっていう人間が多くなって。まぁ、僕は向いてなかったんですよ、東大卒ってステータスに。必死で勉強を頑張ってきて、行き着いた先が学校名のフィルター越しにしか自分を見る人間がいない世界なんだと思うと、何もかも嫌になってしまって……『勇者』っていうのも、きっとそんな感じなんじゃありませんか？」

「そう……かもしれませんね」

　勇者ヒデオ。

　その名に無責任に課せられた民衆の期待を、康やす雄おはハリーヤに嚙かんで含めるように解説された。

　ディアナもまた、家名によって辛つらい時期を過ごしたことがある。

　浩こう介すけの話は、英ひで雄おとディアナにとっては決して他ひ人と事ごとではなく、その逆もまた然りだったのだろう。

「だからね、僕は『学校』ってものがもたらす結果に対して、特別な期待をしない人間になったんだ。だから翔しよう子こにも、口を酸すっぱくして勉強しろみたいなことを言ってこなかった。ただ……それが彼女の学生生活に興味を抱かない次元にまで行ってしまったのは、まずかった。中学時代の翔しよう子この環境に、目を配ってやれなかった。親として、失格だと思いました」

「別にもうその話はいいってー全然気にしてないしさー」

「親としては気にしないってわけにはいかないんだよ」

「もうー」

　父親の干渉が無かったことに関して、翔しよう子こが気にしていないのは本当だろう。

　だが、それでも悔いが残るのもまた、親なのだ。

「……話がズレたけど、ともかくそういうことです。親バカなようですが、翔しよう子こは日頃から自己研けん鑽さんを怠らない子です。一週間くらい学校を休んでもどうってことはありません。行きたいのであれば、私も妻も親として、特にそれを止める理由はありません。学校を休む理由も、お任せください。もちろん十全に安全が確保されているというのが異世界行きを許可する最低条件にはなりますが……」

「それは間違いなく、レスティリア騎士団の総力で！」

　ディアナが意気込んで前のめりになるが、浩こう介すけは少し微ほほ笑えんで康やす雄おを見た。

「騎士団もいいけど、翔しよう子こは別の条件を出したんだろう？　是非それを、吞のんでもらえるとありがたいんだけどね」

「お父さんっ!!!!」

　父の意図を敏感に察した翔しよう子こがカウンターを飛び越えかねない勢いで叫ぶが、浩こう介すけは全く意に介さない。

「翔しよう子こ。フライパンに熱通しすぎ。それじゃあ炒いためてる間に肉が焦げる。やり直して」

「もおおお！　お父さんのせいでしょ!!」

　翔しよう子こははっとなって、唸うなって顔を真っ赤にしながらも素直にコンロのフライパンへと戻る。

　そんな翔しよう子この様子を窺うかがいつつ、ディアナが口を開いた。

「相談しましたが、向こう側もむしろ歓迎する意向を示しました」

「えっ」

　翔しよう子この出した条件とは、確認するまでもなく康やす雄おが同行するという話だ。

　だが康やす雄お自身は今日まで何も聞いておらず、それなのに父も母も特に驚いた様子を見せないので、康やす雄おは困惑してディアナを見る。

　するとディアナは、少しだけ申し訳なさそうにしながら、小さく頷うなずいた。

「……高校に入って明るくなったあの子が、君と再会したことで、もっといきいきするようになったんだ。君も大変な時かもしれないけど、あの子のことをよろしく頼みます。康やす雄お君、剣けん崎ざきさん、ディアナさんも」

「が……頑張ります」

「承知いたしました」

「一命を賭として!!」

　康やす雄おと、英ひで雄おと、ディアナは、一人の娘の未来を案じる父親に対して、そう約束する。

「よっし、話は終わりね！　お父さんのせいで焼き物が後回しになっちゃうけど、みんな、私に付き合って少しご飯食べていってください！　ディアナさん、今回は出来立てだから、いっぱい食べてね！」

「あ、ありがとうございます！」

　そこに瀬戸物の器をトレーに乗せた翔しよう子こがやってきて、剣けん崎ざき家とディアナと父親の前に、大根の煮つけを並べていく。

「翔しよう子こ。器の向き。どれも正面を向いていない」

　そこに、父親からの容赦ない指摘。

「あっ、しまった！　ごめんなさい！」

　こと学校に期待しない反動なのだろうか、接客作法には厳しいらしい浩こう介すけの指摘に、翔しよう子こは慌てながらも軌道修正しながらルールに則のつとった配膳をこなしてゆく。

　刻んだゆずの皮が散った大根の味み噌そ煮つけにディアナが目を輝かせ、英ひで雄おも円まど香かも、その出で来き栄ばえに目を見張る。

「折角だから、アンテ・ランデ行きの壮行会ってことで、今後とも皆さんよろしくね！　さ、食べてください！」

　集まった面々の様子に満足げな翔しよう子こ。

「翔しよう子こ、召し上がってください、だろ」

「あ、そうだ。召し上がってください！」

「……そ、それじゃあ」

　箸先が沈み込むほどに柔らかくなった大根を、康やす雄おが先陣を切って一口食べる。

「……うま」

「あら、おいし！」

　康やす雄おと一緒に円まど香かも驚いたような声を上げ、英ひで雄おは頷うなずきながら二箸目。

　ディアナに至っては既に皿が空になっていた。

「ショウコ……とても……とても美お味いしいです!!」

「やった」

　嬉うれしそうに歯をのぞかせて笑う娘を見て、浩こう介すけはふと顔を上げる。

「翔しよう子こ、ちょっといいかな。裏に物を取りに行ってくる。剣けん崎ざきさん、一瞬失礼します」

「うん、分かった」

「あ、はい」

　わずかに中座した浩こう介すけは、店の裏ではなく住居側に向かう。

　店から見えない居間の畳には、一人の女性が座っていた。

「本当にいいのか？」

「……」

「あんまり納得できてはいないんだろ」

「できるわけないでしょ、あんなこと。常識的に考えて」

　翔しよう子この母、帯たて刀わき洋よう子こは、口を引き結んだまま、大きくため息を吐く。

　洋よう子こが在宅しているのは、翔しよう子こも浩こう介すけも了解している。

　ただ、洋よう子こが剣けん崎ざき家の前に出たくない、と頑かたくなに言い張るので、こんな大事な場が設けられていても、苦しい『私用』で外出していることにしたのだ。

　大きな眼鏡の奥の目は、やけに大きなぬいぐるみに向けられていた。

　千葉県にある世界で最も有名なテーマパークの代表的なマスコットキャラの魔法使いバージョンだった。

「いいなぁいいなぁ翔しよう子こいいなぁ……夢と魔法の世界……いいなぁ」

「……」

　浩こう介すけは、悔しそうに千葉県にある世界で最も有名なテーマパークマスコットの首を絞める妻を見て、複雑な笑みを浮かべた。

　小学生から中学生までの、翔しよう子この『お姫様信仰』の根源は、言うまでも無くこの母親にあった。

　そもそも引っ込み思案な性格だった翔しよう子こは、千葉県にある世界で最も有名なテーマパークの原作フリークの母親の影響も遠因となって、自分の中に存在しない『理想の女の子』を探すようになった。

　もちろんそれだけで妻を責める気は毛頭ないし、翔しよう子こだってそんなつもりはないだろう。

　だが四十を過ぎても女子高生と変わらぬテンションで千葉県にある世界で最も有名なテーマパークに突撃し、今もこうして、『本物の魔法』に接する娘に対してどこまで本気か分からない羨せん望ぼうを向ける妻を見ると、またぞろ翔しよう子こに悪影響が出ないかどうか心配になってしまう。

「……大丈夫よ。一応大人なんだから」

　夫の胡う乱ろんげな視線の意図を察したのか、洋よう子こはため息を吐く。

「翔しよう子こが大変だってことは分かってるのよ。ただ、あの子が高校に入って性格が変わったときも、シィとかいうとんでもない変化にも全く対応できなくて、私はあの子の心にも人生にも全く寄り添えてなかったのを思い知らされたのが、ちょっとダメージなだけ」

「それは俺も変わらんさ」

「……それで、康やす雄お君はどうなの、頼りになりそうなの」

「……それは正直分からん。でも……まぁ、任せるしかないだろう。俺達は一緒に行けないんだから」

「小中高と来て遂ついには異世界か……親が子供の傍そばにいてやれることって、なんでこんなに少ないのかしらね」

　居間のちゃぶ台に、千葉県にある世界で最も有名なテーマパークのマスコットキャラと一緒に突っ伏す洋よう子このため息は、浩こう介すけのため息でもあった。




　　　※




「本当に俺が一緒に行って大丈夫なのかよ」

　緊張の帯たて刀わき家訪問を終えた夜。

　マリーゴールドヒルズ一○一号室には、ディアナとハリーヤ、康やす雄おと和のど香かの姿があった。

　カジュアルコタツの上にはパステルカラーのマグカップが並んでいて、温かいお茶から湯気がくゆっていた。

　ディアナがこの部屋に引っ越した際の買い物で和のど香かがセレクトしたシンプルだが可か愛わいらしいデザインの座ざ布ぶ団とんに、四人が思い思いの格好で座っている。

「ていうか、そもそもディアナさんってどうやってアンテ・ランデとやりとりしてるわけ？　さすがに携帯の電波とかじゃないでしょ？」

「伝令用の魔ま導どうがあるんですよ。お手紙を送るようなものです」

「それは開門塔ゲートタワーみたいに、お金かかったりしないの？」

「まったくのタダではありませんけど、開門塔ゲートタワーが人を一人だけ乗せて動く飛行機だとすれば、伝令魔ま導どうはバイクで運ぶ宅配便みたいなものなのです。込められる情報量に制限はありますが、騎士団に所属する者が尻込みするほどの費用ではありません」

　飛行機の例えは康やす雄おと和のど香かにも分かりやすかったが、それだけに解げせないこともある。

「でも本当に、翔しよう子こさんもなんでお兄ちゃんなんかと一緒に行きたいんだか……そりゃあうちのお父さんとディアナさんとの三人旅だと気まずいってのは分かるけどさ。つまりはお兄ちゃん一人のために新しく飛行機チャーターするようなものでしょ」

「ショウコがそう仰おつしやる以上仕方ありません。それに、母にとっても、私にとっても、多少無理をしてでもヤスオに来ていただきたかったのも本音なんです」

「ええ？　なんで!?」

　和のど香かの口調からは、大いに不満の色が見える。

「と、その前に今更ではあるんですが、ヤスオは……行ってくださいますか？」

　ディアナは和のど香かに応えるより前に、康やす雄おの意志を確認する。

「まぁ……一週間休むと学校の連中が後から五う月る蠅さいだろうけど、それ以上に正直帯たて刀わきさんのことは心配だったし、実は行けるなら行きたかった」

「お兄ちゃんらしくない」

「でも、滅め茶ちや苦く茶ちや金がかかることは知ってたし、俺が行けばその分ディアナ達の負担を増やすことになるから、言い出せなかったってのはある」

「うん、やめておいた方がいいよ」

「ノドカ、その辺にしておいてやれ」

　ディアナとは正反対に、兄をとことん否定しないと気が済まない和のど香かをハリーヤがやんわりと宥なだめる。

「そもそもヒデオがアンテ・ランデに行きたいと仰おつしやってくださったのとほぼ同じ頃に、母から私に連絡が来たんです。一時的にでもいいから、ヒデオを招けないかと」

　このことは、英ひで雄おがアンテ・ランデ行きを表明した夜に康やす雄おも和のど香かも聞いたことであった。

　だが、ディアナの母エリジーナ・クローネ側の事情は、やや不穏なものであった。

「今回エリジーナ閣下がヒデオ招しよう聘へいについて焦あせっておられる理由は……私のせいなんだ」

「それはつまり、ハリーヤさんを唆そそのかした炭鉱のカーネリアンとかいう組織が問題ってこと？」

　ハリーヤ本人から事情を聞いた和のど香かの質問に、魔ま導どう機き士し達は揃そろって首肯した。

「魔王コール戦役から三十年、トルジェーソ出身者はもちろんのこと、多くの戦災難民を支援してきた炭鉱のカーネリアンの組織はレスティリアのみならず、周辺諸国に広く根を張っている。当然それだけ、人間関係も複雑になり、そこには様々な利害が生まれる。そんな中……レスティリア中央軍の大佐官であり、トルジェーソ大公国に血縁を持つ私が、世界を脅おびやかすシィを操る者に屈した。この事実を、エリジーナ閣下は重く見ておられるのだろう」

「シィの脅威は、単に恐ろしい怪物が現れたということだけではないことを、レスティリア首脳陣は確信したのです。今後周辺諸国も同じ考えに至るでしょう。そうなった場合、世界が……隣人がシィに通じるものではないかと、疑念を持つことになりかねません」

「輪郭がはっきりした『魔王コール軍』という敵が見えていれば、人々の目は一方向を見ていれば済む。だが、隣にいる者が自分に突然死をもたらすものではないかという疑いは、容易に人々の視線を散らせ、不和をもたらす。この世界でも、それは同じだろう」

　かつての世界大戦の時代は、国対国という明確な構図で争われた。

　だが康やす雄お達が生きる現代に於おいて、人々は目に見えぬ『テロの脅威』に晒さらされており、その脅威が極めて柔軟で形を持たず、容易に社会に溶け込み見えなくなってしまうものだと誰もが理解している。

　そしてそれ故に顕現している社会問題が……。

「脅威の類型を排斥する流れ……」

「そういうことだ。トルジェーソの民や戦災難民にルーツを持つ者、炭鉱のカーネリアンに縁を持つ者が迫害され始めたら、歯止めが利きかなくなる。だが、迫害する側にしてみればそいつらがシィに通じていないという保証が無ければ疑いを止めることもできない。迫害する側もされる側も、ただただ憎しみと悲しみを募らせていくだけ。だが綺き麗れい事ごとをいくら吐いたところで、どちらも決して納得できない。そんなことになる前に……」

「シィの正体に近づける可能性があるショウコ。救世主ヒデオ。そして……母は何よりも、ヤスオの現在の力を把握したい。そう言っていました」

「俺の力？　なんかあるのか？」

「お兄ちゃんの力とか、何か意味あるの？　だって送りの歌くらいしか……」

「それが重要なんです」

　困惑する兄きよう妹だいに、ディアナとハリーヤは顔を見合わせる。

「ヤスオの戦闘能力は、ヒデオはもちろん私達にも遠く及ばない。だがヤスオの送りの歌の力や治癒能力に匹敵する力の持ち主は、アンテ・ランデ広しと言えどそういるものではない」

「そ、そうなのか？」

「少なくともレスティリアにはいないでしょう」

　ディアナがそう断言するので、康やす雄おは逆に戸惑う。

「活動中のシィの動きを止めたり、一度に三体も送ってしかも魔力が枯こ渇かつしないなんてことは、普通はありえないんです。この力が……もしかしたら、アンテ・ランデを救うきっかけになるかもしれない、母はそう考えています」

「私にはそうは思えないけどなー」

「ニホンでも、武力に拠よらない方法で対立を解消しようという考えはあるだろう。もちろんそれだけで全ての争いが消滅するはずがないが、全く使わないのもそれはそれで平和は遠のく。一つの力や考え方だけで良くなるほど単純ではない世界なのはアンテ・ランデも一緒だ。何事もバランスなんだ」

「ヤスオの力には、今のアンテ・ランデが陥った状況に対して新たなバランスを持ち込む可能性があるんです。だから……ヤスオさえ良ければ、是非……一緒に」

「……」

　才能がある、力があると言葉に出されて、頼られる。

　何よりそれを裏づける体験を、わずかではあるが、してきた。

　人生における物事の取捨選択を自分でするようになってから、ついぞ無かったことだ。

「……調子に乗っても、いいのかな」

　康やす雄おの呟つぶやきに、和のど香かは顔を顰しかめ、ハリーヤは小さく微ほほ笑えんで頷うなずいた。

「言っとくけど、私は調子には乗せないよ。どーも最近お兄ちゃんの周りの人、お兄ちゃんに甘すぎる。ほんとにもう」

　和のど香かはそう言うと立ち上がる。

「私、先に帰るね。宿題あるし、お風ふ呂ろも入らなきゃ」

「そうか、なら私が送ろう」

「いいよ。すぐそこなんだから」

「わずかな隙も油断もしない。それが軍人のあるべき姿だ」

　少しだけ肩をいからせる和のど香かに苦笑しながら付き添うハリーヤ。

　二人が出ていった後、康やす雄おはもう一度確認する。

「俺、本当に行っていいんだな」

「ええ。ショウコも母もそれを望んでいますし、何より私もヤスオには是非一緒に行っていただきたかったんです」

「ディアナも？」

「ええ。私自身、ニホンを『勇者の故郷』という、どこか理想郷や桃源郷のように思っていたところがありました。こうして実際に暮らしてみて、素晴らしいところ、奇妙なところ、受け入れられないところもある、普通の世界でした。同じように今までヤスオにとって、『アンテ・ランデ』は想像の中にしか存在しない場所だったと思います。実際に見ていただけるのは、とてもいいことだと思います。……あとこれは、私のとても個人的な感想ですけど」

　ディアナは微ほほ笑えんで、康やす雄おを真まっ直すぐ見、冷えてしまったカップのお茶を軽く飲むと、花のような笑顔で言った。

「私の生まれた国を、ヤスオに見てほしいんです」

「……っ」

　思わぬ言葉に、康やす雄おは思わず体を強こわ張ばらせた。

「ヤスオが守ると言ってくれた私の国を……世界を……レスティリアやアンテ・ランデが求める勇者は今でもヒデオですが……私にとって、今はヤスオが勇者ですから」

「えっ、いや、それは」

　狼狽うろたえる康やす雄おだが、ディアナは小首を傾かしげ、続けた。

「本当ですよ？　お世辞じゃなく」

「そ、それは……面と向かってそう言われると……その」

　照れる、という言葉を口に出すことすら、照れくさい。

　言葉が尻すぼみになる康やす雄おを面白がるように、ディアナは笑顔のままだ。

「父を送ってくださったときも、勇者になると言ってくださったときも、大佐相手に一歩も引かれなかったのも……私にとっては、昔夢見た勇者の姿そのものでしたから」

「そ、それは……」

　昔夢見た、とは、自分に瓜うり二ふたつだったという父の姿と重ねて、ということだろうか。

　それは、の三音に込められた康やす雄おの疑問を知ってか知らずか、ディアナの笑顔には悪いた戯ずらっぽさの度合いが濃くなった。

「さぁ？　どっちでしょうね？」

　これは、からかわれているのではなかろうか。

　つい先日、ディアナが実は年上だということが判明したばかりだが、ハリーヤと住むようになって以降、ディアナは色々な意味で強気な発言が目立つようになった。

　和のど香かと一緒になって性格が子供っぽいと言ってしまったことを根に持っているようにも見える。

「ま、まぁとにかく、行けるってんなら、行くよ。じゃあ俺もそろそろ帰るわ、うん」

「はい。送りますよ」

「いや、いいって、すぐそば……」

「大佐と同じことを繰り返しますけど、いいですか？」

「…………分かったよ」

「では、行きましょうか」

　立ち上がったディアナはきちんと玄関に施せ錠じようして、通りを挟んですぐの場所の剣けん崎ざき家まで康やす雄おを送り届ける。

　わずか数十秒のその道行き、とくに言葉を発しないディアナと並んで歩きながら康やす雄おは、横目でディアナの横顔を盗み見つつ、思う。

　家までのほんの数十秒のこの護衛。

　せめてこれくらいの道行きで心配をかけないくらいには成長したいものだ、と。

「ヤスオ？　どうかしましたか？」

　康やす雄おの視線に気づいたディアナがこちらを向き、康やす雄おは、

「いや、なんでもない」

　とただ、首を横に振ったのだった。




　　　※




　その二日後の夜。

　剣けん崎ざき家と帯たて刀わき家、そして二人の魔ま導どう機き士しは、夜の所ところ沢ざわ航空記念公園に集まっていた。

　英ひで雄お、ディアナ、康やす雄お、そして翔しよう子こが異世界に旅立つのを、見送るためだ。

　空には、一週間前にハリーヤが出現させたのと同じ、星が渦巻くらせんの塔、異世界への入り口である『開門塔ゲートタワー』が、仄ほのかに暗い口を開いている。

　英ひで雄おが康やす雄おを、ディアナが翔しよう子こを背負い、なんとも異世界への旅立ちとしては締まらぬ姿ではある。

　だが、空に浮かぶ四人を見上げ、帯たて刀わき浩こう介すけと洋よう子こは啞あ然ぜんとした様子で声も出せない。

「母さん、和のど香か！　後は頼んだぞ！」

「ハリーヤさん、後のこと、頼みます！」

「それでは、行って参ります！」

「お父さんもお母さんも、お土産は期待しないでねー！」

　四人の姿は開門塔ゲートタワーに吸い上げられるように上昇し、みるみるうちに小さくなってゆく。

「……本当に、信じられません」

　浩こう介すけの呟つぶやきに、洋よう子こはただ頷うなずき、

「私もお兄ちゃんも、実際まだまだ驚きの連続なんですよ」

　和のど香かが一般人代表として、帯たて刀わき夫妻に寄り添う。

「ご息女不在の間は、私が身命を賭としてさぶろうやをお守り致します。どうぞ、ご安心ください」

　英ひで雄おの異世界行きに伴い右腕を治療したハリーヤが、魔ま導どう機き士し兵装での最敬礼をし、

「みんな、気をつけて」

　円まど香かの呟つぶやきが合図であったかのように、四人が夜空の天頂に消える。

　同時に星のらせんが激しく渦巻き、一瞬の輝きを残して弾はじけ、後には星の無い夜空があるだけ。

　再び、救世の英えい雄ゆうが世界を渡ったのだ。







　　幕間　１




「ねぇハリーヤさん。お兄ちゃん達、そろそろアンテ・ランデに着いた頃かなぁ」

「もう少しかかると思うが」

「着いたら何するんだろ」

「普通に考えれば、クローネ家の客分として邸宅に入って、情勢の説明を受けるだろうな。レスティリア滞在中はクローネ少佐とエリジーナ閣下が三人の面倒を見ることになるだろうが」

「はー。いいなぁ。ディアナさんちって大貴族なんでしょ。ご飯とか美お味いしいの食べるんだろうなぁ。ベッドとか、こう部屋のド真ん中にドバーンとあるような感じでさ」

「そうかもな。ノドカも行きたかったか？」

「私？　うーんどうだろ。観光気分でいいなら？」

「勇者ヒデオのご息女などと周囲に知れれば、それこそ縁談が雨あられだろうな」

「うーん、異世界玉たまの輿こしはちょっとなぁ。あー、でもお兄ちゃんも男女逆に考えてそういう扱い受けるかもか。うわ、鼻の下伸ばしてディアナさんに怒られそう」

「いやぁ、クローネ少佐よりも、ショウコの方が……」

「え？」

「……いや、なんでもない、まぁ、非公式の訪問だ。基本、クローネ家以外の者と密に関わり合うことにはなるまい」

「はー、それでも国一番の貴族の家かあ。バトラーさんとかメイドさんとかいるんだろうなぁ。うわぁ、いい思いするんだろうなぁお兄ちゃん、超ムカツク」

「ハハハ……」







　　二章　冒険の始まり




　最初に気づいたのは、湿し気けた土の臭いだ。

　次いで、水が流れるような音。

「ん……」

　まるで長く眠り過ぎた昼寝から目覚めたときのように、ぼやけた視界と凝り固まった体を自覚しながら、康やす雄おの意識が戻ってくる。

「……あ？」

　湿し気けた臭いの正体は、雨だ。

　まとわりつくような湿気とともに、柔らかい雨が絶え間なく降り続いていた。

　意識がはっきりしてくると同時に、ごうごうという音が単なる耳鳴りではなく、自分の周囲で巻き起こっている音だということが分かった。

「か、川？」

　慌てて立ち上がろうとして、足元が滑り転倒しそうになってしまう。

「なんだこれっ!?」

　ようやく自分の状況を把握したとき、康やす雄おは思わず大声を上げた。

　岸辺を鬱うつ蒼そうとした森に囲まれた、大きな川の中なか洲すのような場所にいたのだ。

　流れは速く、川幅は広い。

　雨の中、こんな場所にいながら体や服が湿っている程度で済んでいたのは、中なか洲すに一本だけ、頼りなげに根と枝葉を広げている木のおかげだった。

「ここ、どこだ？　ここが、レスティリアなのか？」

　自分でも、そんなことはありえないと分かっていながらも、そう声に出さずにはおれない。

　自分はディアナや父や翔しよう子こと一緒に、非公式ながらレスティリア王国に招かれて開門塔ゲートタワーに突入したのだ。

　それなのに。

「……帯たて刀わきさん」

　康やす雄おは激しく周囲を見回す。

「ディアナ？」

　ようやく立ち上がり木に縋すがるも、足元が全く定まらない。

「親おや父じ!?」

　誰もいない。

　一緒に開門塔ゲートタワーに入ったはずの三人の姿が、どこにもない。

「一体、何が……」

　どう考えても今の自分が置かれている状況が、開門塔ゲートタワーが正常に動作した結果とは思えない。

　そのとき一ひと際きわ強く風が吹きつけ、康やす雄おも中なか洲すの木も激しく煽あおられてしまう。

　同時に雨足が強まったのか、目に見えて川の流れが速くなり、水みず嵩かさが増し始めた。

「ヤバ……」

　康やす雄おは再び意味も無く周囲を見回すが、中なか洲すから岸までの距離はどう甘く見積もっても五メートル以上。

　しかも岸は濁って逆巻く水面よりもかなり高い位置にあり、康やす雄おの身体能力では一足飛びで到達できそうにない。

　だがそうこうしている間にも中なか洲すの足場は増してゆく水みず嵩かさのせいでみるみる面積を狭めていく。

　このままでは流されてしまう。

　そう思ったときだった。

「いた!!」

　かすかに聞こえたその声の方向を向いて、康やす雄おは思わず叫んだ。

「帯たて刀わきさんっ!?」

　岸に、翔しよう子こが立っていた。

　だが様子がおかしい。

　服装や声は翔しよう子こなのだが、まず両目から黒い炎が噴き出している。

　そこまではいいとして、両手首と両足首、更には腰からも炎が吹き出ているように見えるのだ。

「今行くからっ！　そこにいて！」

「は？」

　疑問を差し挟む間もあればこそ、岸辺に立った翔しよう子こは弾丸のような勢いで、一足飛びで康やす雄おのいる中なか洲すに飛び込んできた。

「うわっ!!」

　そのまま康やす雄おを横抱きに抱え上げると、ぬかるむ足場をものともせずに跳躍し、康やす雄おを抱えたまま反対側の岸に康やす雄おを攫さらい上げてしまった。

　その驚異的な身体能力に絶句している康やす雄おを下ろすと、翔しよう子こは康やす雄おの手を握りしめる。

「ヤス君、ヤス君だよね！　怪け我がない!?　大丈夫!?」

「あ、ああ……た、帯たて刀わきさんは？」

「私は平気だよ！」

　驚きながらもなんとか返事をしていると、翔しよう子この体から噴き出していた黒い炎が少しずつ消えてゆく。

「良かった……！　かすかに声が聞こえたから、もしかしてと思って……！　良かった、本当に良かった！」

　ほんの数秒のうちに黒い炎は翔しよう子この左目を覆うのみとなった。

「はぁ……安心したら、ちょっと……力抜けた」

「あっ！」

　康やす雄おは慌てた。

　翔しよう子この目が薄くなったかと思うと、がくりと膝をついてしまったのだ。

「帯たて刀わきさんっ!?」

「ごめ……ちょっと力抜けて……頭くらくらして……ちょっと、どっか休めるとこ……」

「う、うん、大丈夫？　肩、貸すから、あっちに大きな木が、あそこで……」

「うん……よろ……うぇっ……」

　まるで魔ま導どう機き士しのような驚異的な動きをしたかと思いきや、その反動を食らったかのように翔しよう子この顔色は悪い。

　康やす雄おは翔しよう子こに肩を貸しながらボロボロと崩れそうな岸辺から離れ、森の際へと歩み寄り、一ひと際きわ大きく枝を張った広葉樹の幹に身を寄せた。

「こ、ここなら……」

　大きく太い木の根に翔しよう子こを座らせると、翔しよう子こは荒い息を吐きながら木の幹に寄りかかる。

「ごめんね……すぐ、復活するから……ちょっと、貧血っぽくて、さ」

「だ、大丈夫だよ。きっとさっきのあれのせいで疲れたんだ、ありがとう、大丈夫だから」

　全く状況が分からない中、どうしても空虚な単語が口から連続して飛び出すが、それでも翔しよう子こと合流できたことで、少しだけ心に余裕が生まれる。

　一体何がどうなってこんな状況になったのか。

　ディアナは、父はどうしてしまったのか。

　ここはどこなのか。

　ここは本当に、アンテ・ランデなのか。

「はあ……はあ……」

　翔しよう子この荒い息が少しだけ治まるのを聞きながら、康やす雄おは事ここに至ってようやくこうなる直前のことを思い出した。




　　　※




　翔しよう子こを連れていかせまいとして通過を拒んだ開門塔ゲートタワーに、十何年ぶりかに父の背に負われて再び飛び込んだ。

　アンテ・ランデまでは片道二時間程度だと聞いていた康やす雄おは、まさか齢よわい十八にして父の背中に二時間おんぶかと戦慄したが、開門塔ゲートタワーに飛び込み、入り口が閉じると同時に、英ひで雄おもディアナも、背負っていた康やす雄おと翔しよう子こを下ろした。

「うわ」

「っと」

　足を下ろす床面を黙視できず、康やす雄おと翔しよう子こは思わずよろけてしまう。

　だが、足元の遙はるか下まで広がる広大な宇宙空間を思わせる星の道の中で、四人は全く同じ平らな面に立ったかのような状態だった。

「これが……異世界への道……」

「このまま真まっ直すぐ歩けばいいのか？」

　康やす雄おの問いに、ディアナは首を横に振った。

「いいえ。入り口が閉じればあとは運ばれるだけ。特に歩いたりする必要はありません」

「え、じゃあ」

「はい。例えばこのまま眠っていたとしても、いずれはアンテ・ランデのレスティリア開門塔ゲートタワーへとたどり着きます」

「なんだか随分と簡単なのね。実は今、見えない車かなんかで運ばれてるような感じなんだ」

「無理にニホンのもので例えるなら、動く歩道、でしょうか。私もニホンに来るときに使ったのが初めてなので詳しくは知らないのですが、実は、進行方向に向かって進めば少しは時間を短縮できる、という話は聞いたことが……ヒデオ？」

　翔しよう子この問いに答えていたディアナは、ふと、康やす雄おの後ろで英ひで雄おが青い顔をして座り込んでしまったのを見る。

「親おや父じ？　どうしたんだよ」

「大丈夫ですか？　お加減でも……」

「お茶ありますけど、飲みます？」

「ああ、いや、すまない。少し立ちくらみを起こしてしまって……」

「おいおい、しっかりしろよな」

　悪態をつきつつも、康やす雄おは妙な不安にとらわれて父の背をさする。

「緊張してんのか？」

「……いや、そうじゃない」

　康やす雄おは気分を和らげるために軽口を叩たたいてみるが、英ひで雄おの顔は険しい。

「俺と……俺と母さんは、自分達がどうやってアンテ・ランデに行ったのか知らないんだ」

「ああ、そういえば前もそんなこと……」

「頭が……痛い、なんだこれは」

「おい、親おや父じ？」

「ヒデオ!?　どうしたのですか？」

「お、おじさん大丈夫!?」

「お、おい、ディアナ、そういえば、ハリーヤさんが重量がどうこうって話してなかったか!?　四人もいるから何か問題が……」

「そ、そんなはずはありません！　元々は私の帰還とヒデオの召喚用の道しかありませんでしたが、今回はヤスオとショウコの分を向こうから足してもらっていますので、質量の問題は起こらないはずです！」

「う、ぐ……あ!!」

「親おや父じ！」

「おじさん！」

「三人とも、俺から離れ……ああああっ!?」

　星の渦巻く開門塔ゲートタワーの中で、スーツ姿のヒデオが叫び、次いで光り始める。

「こ、この光、まさか！」

「聖剣ルタバーガ！」

「ま、眩まぶし……目、開けてられ……!!」

「ディアナちゃん!!　康やす雄おと、翔しよう子こちゃんを……!!」

　康やす雄おが聞いたのは、そこまでだった。

　開門塔ゲートタワーの内部にある全ての星よりも明るく光る英ひで雄おに、全員が目を閉じ、そして、全てが真っ白に染まった。
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　開門塔ゲートタワーの中で、父が突然不調を訴え、聖剣召喚と同じ光を発し始めた。

　その光に飲み込まれてからの記憶が無く、気がつけば川の中なか洲すにいた。

「親おや父じか聖剣が、開門塔ゲートタワーと合わなくて何か問題を起こしたのか？」

　ゲームやアニメを人並みに嗜たしなむ現代っ子として、全力でファンタジー脳を働かせてそう推測する。

　開門塔ゲートタワーの魔ま導どうと勇者ヒデオの聖剣ルタバーガ、或あるいは勇者ヒデオ本人が、なんらかの理由で相性が悪かったのだ。

　それで機能不全を起こした開門塔ゲートタワーが正常に機能しなかった。

「それが分かったところでなんだっ!!」

　康やす雄おは思わず叫ぶ。

　そんなことが分かったところで、今康やす雄おと翔しよう子こが全く見知らぬ場所で孤立していることに変わりはない。

「くそ……とりあえず、親おや父じを呼ばないと……」

　とりあえず、異常事態であることは間違いない。

　幸い翔しよう子ことは合流できたし、ディアナはどんな状況であれそう簡単に危険に陥るようなタマではない。

　そうなれば、まず父と合流しなければ。

　康やす雄おは軽く咳せき払ばらいをして、朗々と詠唱を開始する。

『勇者ヒデオは開かれし地の自由を摑つかむ者なり。放て翼！　飛べよ花弁！　集え蒼そう穹きゆうに開く陽光！　風の化身ルタバーガ、我が声に応え顕現せよ！』

「…………はあ…………はあ」

　しばらくの間、康やす雄おの耳じ朶だを打つのは雨が葉に落ちる音と、雨の帳とばりの向こうにある川の流れる音と、翔しよう子この息遣いだけだった。

「……え」

　何も起きない。

　父の聖剣ルタバーガ召喚の詠唱。

　康やす雄おが唱えれば新しん横よこ浜はまから所ところ沢ざわの距離でも召喚できるはずの父が、現れない。

「…………えっ」

　唐突に動どう悸きが激しくなる。

　何か、詠唱を間違えたか。

　慌ててポケットからスリムフォンを取り出し、メモアプリを起動する。

　康やす雄おはルタバーガ詠唱の文言を、スリムフォンと手帳に書き写し、万が一の度忘れに備えていた。

　だからこそ、書きとめてあった詠唱を何度も一言一句違わず発声し、やはり父も聖剣も現れる様子が無いことに激しく動揺する。

「お、おい、冗談よせよ」

　今まで異常事態であるにもかかわらず落ち着いていたのは、いざとなれば父を呼べるという心の防波堤があったからだ。

　だが今、康やす雄おの心の基礎建築が一瞬で崩壊してしまう。

「ど、どういう、これ、一体……」

　だが、事態は康やす雄おに慌てる暇すら与えてくれなかった。

「ヤス君っ……！」

　突然、横から翔しよう子こが康やす雄おに抱きつき、その手で口を塞いできたのだ。

「んむぐっ……」

　何を、と言おうとしたが、耳元で翔しよう子この緊張した囁ささやきを聞き、体が強こわ張ばる。

「何か大きいものが近づいてくる。静かに」

　だが、康やす雄おには何も聞こえない。

　というかむしろほとんど真横から翔しよう子こに抱きつかれている形のため、自分の心臓の音が何よりも大きく聞こえてしまっている。

　そのまま一分ほど。

　康やす雄おにとっては身近な女子との完全密着という緊張状態の中、無限にも等しい時間であったが、ようやくその音が聞こえてきた。

　雨の向こうにある木々が、何か大きなものに押しのけられるような音がしたのだ。

　ついで、太い何かが地面を踏みしめる音。

　翔しよう子この言う通り、何か、巨大なものが近づいてきている。

「多分、後ろから。木があるから私達の姿は見えないはずだけど……」

　翔しよう子この囁ささやきも、恐ろしく緊張していた。

　やがて『巨大なもの』の呼吸らしきものが聞こえてくる。

　もはや二人にできることは、ただただその『巨大なもの』が自分達に気づかずどこかに行ってくれと祈りながら木の幹の陰にへばりつくことだけだ。

　呼吸の位置がかなり高い。少なくとも康やす雄おの身長より一メートル近く高い位置で呼吸音がしている。

　その上、雨が降っているにも関わらずこの獣臭さはどうだろう。

　雨と土の臭いの中に明らかに混じる異臭は、迫る謎の巨大生物の呼気だ。

「…………!!」

　康やす雄おと翔しよう子こが隠れる木の幹の向こう側で、生き物が方向を反転した気配がした。

　そのままのしのしと思いがけず速い移動速度で離れていく音が十分遠ざかったと判断したとき、二人はようやくお互いから離れ、木の幹の端からそっと『それ』を盗み見る。

　康やす雄おは、地球の生き物全てを知っているわけではない。

　だが、象よりも大きな体たい軀くにワニのような鱗うろこを纏まとった生き物が日本に存在しないことくらいは分かる。

　康やす雄おは謎の生き物の背が雨の帳とばりの向こうに消え、足音が聞こえなくなってもその方向を見据えたまま動けないでいた。

「ヤス君……やっぱりここって……」

　遠ざかる未知の生き物から目を離せない翔しよう子この呟つぶやきに、康やす雄おもまた呆ぼう然ぜんと応じた。

「ああ……アンテ・ランデだ。俺達……」

「遭難……してるんだよね」

　広葉樹林に遮られてそぼふる雨の中、翔しよう子この声は乾ききっていた。







「はぁ……とりあえず、ちょっと体調戻ってきた……ヤス君は、体調おかしくない？」

　謎の巨大生物の存在を目でも耳でも捉えられなくなった頃、翔しよう子こはようやく立ち上がった。

　先ほどまで白くなっていた頰に、わずかだが朱が差している。

「俺は……帯たて刀わきさんのおかげでなんとも。帯たて刀わきさんこそ……大丈夫、それ」

　康やす雄おがおずおずと尋ねる。

　翔しよう子この顔色は確かに戻っていた。

　だが、左目からだけは、シィの黒い炎が噴き出し続けていたのだ。

「あー、これ？　なんか、どうしてもこれ以上消えてくれないんだ。でも大丈夫だよ。気がついたときからもう一時間くらいこのままだから」

「い、一時間!?」

　この言葉は、翔しよう子こが意図した以上に康やす雄おに大きなインパクトをもたらした。

　少なくとも、翔しよう子こと康やす雄おは一時間以上も、この未知の場所で遭難していることになる。

　そして父もディアナも、こちらを助けに来られる状況にない。

　更に言えば、自分が川の中なか洲すにいたのなら、一時間程度とはいえ、翔しよう子こはたった一人、あんな巨大生物がいる森の中で孤立していたことになる。

「本当に良かった……何も無くて……いや、何かあったからそうなってるんだろうけど」

　何も無いわけではないのは翔しよう子この左目が証明しているのだが、翔しよう子こも康やす雄おが言わんとしていることは理解して、小さく微ほほ笑えんだ。

「まぁ……私も細かい理屈は分からないけど……今回は、これに感謝かな」

「え？」

「何かね。今もそうだしさっきもなんだけど……大きく出てくるとね、よく聞こえるし、よく見えるんだ。ついでに体も軽くなる。ただ、多分さっきまでへろへろになってたのは、そういうパワーアップが時間切れになったせいかなって気がするんだ。……なんかこんなこと言ってると、ヤバいクスリやってるみたいだね……ははは」

　早口にそう言う翔しよう子こだが、その分析は康やす雄おにも納得できるものだった。

　先ほどの翔しよう子こは、康やす雄およりも圧倒的に速いタイミングであの生物の接近を感知していた。

　中なか洲すから康やす雄おを助け上げたあの身体能力は、シィに完全支配されたときの身体能力に近いように思える。

「そのおかげで、俺は助かった、今も、さっきも」

「そう？　でもこれじゃどっちが勇者候補か分かんないよ」

　と、微ほほ笑えみながらもどこか安あん堵どしたような顔で、頷うなずいたのだった。

「一応聞いておくけど、ヤス君、ここがどこだかは」

「いや、全く」

「だろうね。ヤス君と会う前にほんのちょっとだけこの辺うろうろしたけど、ヤバいよ。雑草一つとっても、明らかにここが日本じゃないってことは分かる。そんで、未いまだにディアナさんやおじさんの姿がどこにも無いってことは……」

「……うん」

「一応聞くけど、さっきのっておじさんを呼べるっていう呪文だよね？　成功してるの？」

「いや、普通ならもの凄すごい光と一緒にすぐ親おや父じが現れる。それが無いってことは……」

「最悪だね……これって、やっぱり私のせいかな」

「えっ？　どうして？」

　思わぬ言い方に康やす雄おは目を剝むくが、翔しよう子こは本気のようで、

「だって、私ほら、コレだし」

　真剣な表情で、己の左目を指さす。

「シィって、アンテ・ランデの人達の敵なんでしょ？　ほら、敵や魔物を弾く結界みたいなのに私が引っかかったから、本来きちんと動く転移魔法が変に動作したとかさ」

　翔しよう子こは翔しよう子こで、現代っ子らしく事態の原因を推測していたらしい。

　康やす雄おは、父の聖剣こそが原因であろうと翔しよう子この考えを否定する。

「親おや父じも母さんも、初めてアンテ・ランデに来たときには開門塔ゲートタワーは使わなかったっていうんだ。多分、今回の原因がどこかにあるとしたら、親おや父じと聖剣だ。覚えてる？　開門塔ゲートタワーに入ってすぐに親おや父じが光ってたろ。多分あれのせいだよ」

「そっか……」

　翔しよう子この顔に、今度は安あん堵どは見られなかった。

「それで、どうしようか」

「……とりあえず、こういうときは『人里を探す』だよな。あと、水と食料？」

「お弁当とお茶とお菓子を少し持ってきてるけど……でも、本当にお弁当一人分だけ。あー……さっきヤス君助けたときので、中身滅め茶ちや苦く茶ちや寄っちゃってるだろうなぁ」

「俺は弁当は無いな……水と菓子はあるけど」

「あ、あとインスタントの味み噌そ汁しる持ってきた」

「味み噌そ汁しる？」

「よく海外旅行中に死ぬほど和食が恋しくなるって聞くじゃん。最低でも一週間滞在するっていうから、四パックだけ」

「なるほどね」

　どんな動機であれ、安心して口に入れられるものは少しでも多い方がありがたい。

「あー、これで、せめて晴れてたらなぁ」

「そうかな、俺は雨で良かったと思う」

「ええ？　そう？」

「うん、多分……それじゃあ」

「そう、だね。どこかに、動こうか」

　二人は力なく、のっそりと立ち上がる。

「ヤス君、雨具は？」

「一応、こんなのだけど」

　康やす雄おが取り出したのは、携帯用の折り畳み傘だった。

「無いよりまし、かな？」

「うん、よっぽど足元が悪いとこでなければ」

「そうだね。この森の木は結構枝が広いから、木の下はそこまで濡ぬれなそうだし」

「どっちに行く？」

「川沿い……って言いたいところだけど」

　森林地帯を走る護岸工事のされていない河川に近づくのは自殺行為だ。

　少なくとも雨が降っている間は、あの流れの速い川に近づくのは得策ではない。

　雨で視界が悪くなっている上に、水流で岸が削られて、突然足元を掬すくわれる可能性がある。

「あっち、じゃないかな」

「……大丈夫かな」

　康やす雄おが指さしたのは、先ほどの謎の巨大生物が去った方向であった。

「大分時間が経たってるし、大丈夫だと思う。それに、雨だし」

「雨？」

「あいつ、俺達のすぐ傍そばを通ったのに俺に気づかなかった。多分、雨が臭いを消してくれたんだ。そうじゃなかったら、多分見つかって何かされてたと思う。あとは……周りの木かな。後ろ姿しか見なかったけど、多分あいつ、肉食生物じゃない」

「なんで分かるの？」

「周りの木に比べてもあれだけデカいってことは、その体を維持するために食うものはこの森に最も大量に存在するものってことになる」

「つまり、木や草ってこと？」

「まぁ、地球的な常識で言えば、ね」

　状況から判断して、二人は間違いなくアンテ・ランデに来ている。

　となると、日本や地球の常識にはかからぬ事態が待っている可能性は否定できない。

　地球で一般的に考え得る食物連鎖の理ことわりに囚とらわれない生物、或あるいは怪物が存在する可能性は十分にある。

　ありがちなところでいえば、俗にスライムなどと呼ばれる有機体を溶かして捕食する怪物。

　ゴブリンなどと呼ばれる人型の亜人種や、巨大化し高い捕食能力を持つ食虫植物。

　もっといえば、本来存在した食物連鎖の理ことわりを冒す、異形の魔物。例えば、魔王コールが放った悪魔の残党などである。

「だから帯たて刀わきさん、ゆっくり進もう。常に周りを見回して、ちょっとでもおかしいなって思ったことがあれば必ず立ち止まって、お互いそれを観察して安全を確認する。絶対に、お互いが見えなくなる場所には行かないようにしよう」

「そうだね……って、ええっと、もしだけど」

「トイレ？」

「っ……！　そ、そうだけど！」

　康やす雄おがあっさりトイレなどという単語を口にするので、翔しよう子こはまた顔を赤らめ、ついでに左目の炎も少し大きくなった。

　だが康やす雄おは真剣な表情のまま、周囲をきょろきょろと見回して言う。

「そればっかりは仕方ないな。でも……あ、そうだ」

　康やす雄おは自分の荷物の中に、レスティリア滞在中の暇な時間に読もうと思って持ってきた英単語辞書が入っていたのを思い出す。

「紙は、辞書のページを破って使おう。普通の紙でもよく揉もめば使えるし」

「そ、そう」

「あとは……あれかな」

　康やす雄おはあの巨大生物が通った後に落ちていた、千切れた蔦つたのようなものを恐る恐る拾い上げた。

「良かった。結構長い。身を隠すときは、この蔦つたの端と端を握っていよう」

「み、短くない？」

　康やす雄おが拾った蔦つたは、せいぜい二メートルほどしかない。

「じゃあ、どこかで注つぎ足たそう。お互いの視界から消える場合は、この蔦つたを必ず握っていること。森の中は声が響いて、方向が分からなくなる。あんまり長くしすぎて結び目が切れても意味ないから……恥ずかしいのは分かるけど、二人が五メートル以上離れるのは避けたい」

「わ、分かった。なんとか、我慢する」

「そうだ、帯たて刀わきさん、穴掘るようなもの持ってる？」

「スコップとか？　さすがに持ってないよ」

「だよね。まぁ、雨で地面が柔らかくなってるから、しばらくは大丈夫かな。折れてる木の枝を探すよ」

「う、うん。でも、そんなもの何に？」

「ウンコ埋めるんだよ」

「はあっ!?」

「これ、絶対だよ。大変なことになるから」

　康やす雄おは、排はい泄せつ物ぶつの処理はキャンプや登山などで最も守らなければならないマナーとルールであると力説した。

「さっきのは肉食動物じゃないかもしれないけど、中型の肉食動物は捕食生物のものじゃないウンコがあると、寄ってくるんだよ」

「そ、そうなの？」

「クマとかそうだよ。あとは生態系を乱すことにもなる。ウンコって、マーキングの証あかしだから、下手に残して草食動物の縄張りを冒すと、草食動物までこっちを敵だと思いかねない」

「わ、分かった。分かったよもう……最悪だよ。何が悲しくて二人きりでこんな話……」

「どうしたの？」

「なんでもない！　あと他に注意するとこないの!?」

「うーん……あと、お互い手袋持ってないから、あんまり木や草に触らないでってことくらいかな。毒のある虫がいたり、植物の表面にある細かい毛に毒があることとかあるし」

「分かったよ……はあ。それにしても、ヤス君随分と野生生活に詳しいね」

「ユーサブウェイで、外人のオッサンがひたすら野生生活してる動画シリーズがあるんだ。下手なドキュメンタリーよりずっと面白いよ。動画を元にしたサバイバル本とか日本語で出版されてて、俺結構好きなんだ」

「あー……なんかクラスの男子が話してるの聞いたことあるわ。なんかすっごい笑顔で虫とか蛇とか食べる人の動画でしょ……虫は……いやだなぁ」

「もちろんそうならないようにはしたいけどね……アンテ・ランデの虫なんてさすがに食べたくないし」

「地球でだって食べたくないよ！　私居酒屋の娘だけどイナゴの佃つくだ煮にだけは、地球からそれ以外の食糧が消えるまで食べないって誓ってるんだ！」

「そ、そうなんだ。まぁ、とりあえず、行こうか。あいつが行って結構経たってる。後を追えなくなると本当に行く先を見失っちゃう。まずは歩こう」

　康やす雄おはそう言うと、鞄かばんの底から取り出した折り畳み傘を開く。

「ちっちゃ」

　康やす雄おが持っていたのは、本当に最低限しか雨を防げない、コンパクトさだけが売りの折り畳み傘だった。

「本当に無いよりましなだけだけど、これはこれでできることがあるから。さあ行こう。足元に気をつけて」

「……うん、分かった」

　未いまだ勇者でも魔ま導どう機き士しでもない剣けん崎ざき康やす雄おは、ごく自然に翔しよう子こに手を伸ばす。

　左目に人類の敵の証あかしである黒い炎を宿す帯たて刀わき翔しよう子こは、自然にその手を取る。

「……ヤス君」

「ん？」

　手が重なった瞬間、わずかではあるが翔しよう子この左目の炎が小さくなる。

　翔しよう子こは小さくなった炎の奥の瞳で微笑し、言った。

「不安なのはヤス君も一緒だろうけど……頼りにするよ」

「……なんとか、頑張ってみるよ」

　そこで任せろと啖たん呵かを切れないのが、勇者のセガレの悲しいところだ。

　だが、冒険は、臆病であれば臆病であるほど生き残る確率は上がる。

　剣けん崎ざき康やす雄おの『冒険』が本当の意味で始まったのがいつなのかと問われれば、それはまさに、この瞬間であろう。




　　　※




　獣道を作った巨大生物を、康やす雄おは勝手に『鱗うろこ象ぞう』と命名し、翔しよう子この手を引きながら慎重にその後をつけてゆく。

　森林地帯に重く降る雨には、康やす雄おのコンパクト折り畳み傘も、翔しよう子この非常用雨合羽も、ほとんど意味をなさなかった。

　康やす雄おも翔しよう子こも、先方ですぐに着替えて目立たない服装になる予定だったため、足元は普通のスニーカー。服はシャツに薄手のパーカー程度しかない。

　今いる地域は冬ではないようだったが、濡ぬれそぼった服の重みでかなり肌寒い。

「あ、わ」

「ヤス君！」

　康やす雄おが、鱗うろこ象ぞうの足跡が作った大きな水たまりに誤って踏み込み、くるぶしまで泥まみれになる。

「あー……もう、テンション下がる」

「気をつけてよね」

　苦笑し合う二人は、それでもまだ体力は十分に残っていた。

「でも、良かった。歩き続けで、もう注意が疎おろそかになってた。……よっと」

　鈍い音とともに康やす雄おは足を引っこ抜いた。

「歩き始めてからどれくらいたったかな？」

「どうだろ、一時間半くらいだと思うけど」

　二人にとって幸いだったのは、平へい坦たんな土地が続いていたことだった。

　少なくとも、標高差のある山地でないだけで滑落や落石などを警戒しなくて済むし、自然のままと思われる山肌を上ったり下ったりすると、平地を歩くよりも何倍も疲労する。

　用足しの際にも平地ならばお互いの位置が確認できなくなることも防げるし、実際に注つぎ足たす蔦つたが見つからなかったこともあって、お互いに用を足すときは視界ギリギリまで離れた木の陰ですることができた。

「もう……最悪だよ本当……」

　翔しよう子ことしても愚痴は言いたくないが、現代日本に住まう人間としてはなんの理由も無く野外で用足しした上にそれを自分で処理するなどという経験は、安全が確保されたキャンプでもない限り絶対にしたくなかったことだ。

「どこまで獣道を追っていくの？」

「何か手がかりが出てくるか、もしくは障害が発生するか、そうでなければ」

「安全な隠れ家を見つけられるか、だね。鱗うろこ象ぞう君は、安全な生き物かなぁ」

「野生生物に安全なのなんていないよ。そういえば昔、生物の授業で聞いた話だけど、野生の哺乳類で一番人間に被害を出してる動物って知ってる？」

「聞いたことある。カバでしょ」

「正解」

　コミカルな親しみやすい外見で日本人には人気のあるカバだが、野生のカバの性格は獰どう猛もうの一言に尽きる。

　縄張りに入った侵入者は、例え同じカバであろうと決して許さない。

　地上を走る速度は時速四十キロ。生半のモーターボートでは逃げきれないほどの泳力に加え、象徴的なあの顎に嚙かみ砕くだかれたり、巨体に押しつぶされるなどして、アフリカでは年間三千人近くもの人がカバに襲われて亡なくなっている。

　また、穏やかで人ひと懐なつっこい性格とされているゾウも、東南アジアでは近年町や車を攻撃する野生の象の増加が問題視されており、その例だけを取っても『肉食動物ではないから安全』などという幻想は、即時捨てるべきなのだ。

「だからあんまり近づきすぎたくはないし、もし群れを作る生き物だったらヤバいなぁとは思ってる」

「どうすんの、巣とかに帰る予定だったりしたら」

「……引き返すしかないだろうなぁ」

　康やす雄おは、これまでたどってきた獣道を振り返る。

「雨さえ降ってれば、群れに遭遇してもなんとかばれずに逃げられると思うんだ」

「できれば雨降ってる間に森を抜けちゃいたいねぇ」

「そうだね……でも、今はできればどこか安全に寝泊まりできそうな場所が欲しいなぁ」

　ライオンや虎などの猫科の肉食獣は人間が想像する以上に木登りが得意だし、キリンやヌーなどの大型草食生物は縄張り意識が強く攻撃性が高い。

　まして生態系が全く把握できない異世界で身を晒さらしての野宿など、自殺行為以外の何者でもない。

「でもなるほどね。晴れてれば、方角とか森抜けたときの距離感とか分かるかなと思ったけど、雨は雨でいいことあるんだね」

「距離？」

「そ。ほら、アンテ・ランデって異世界ではあるけど、ディアナさんやハリーヤさんが日本で極端に自分が動けるようになったとか動けなくなったとかいう話、してたこと無いでしょ？」

「ああ、そういえば……」

「てことは、アンテ・ランデって、もしかして地球と似たような質量を持ってる星なんじゃないかって思ったの」

「星？」

「もしかして象と亀が支えてる平面世界だとでも思ってた？」

「なんだっけ、それ」

「インド神話」

　白い息を吐き、前髪を滴したたる雨を払いのけながら、翔しよう子こは空を見上げる。

「私とヤス君が合流してから、少しずつ周囲が薄暗くなってる。てことは、空を太陽が動いてるってことだよね。もしくは地面が動いてる。そんで土とか木とか雨とか、あと重力とかが私達に与えてる影響は、体感できないくらい変化が少ない。てことは、惑星の直径や質量、組成、恒星からの距離、大気の主成分、自転速度なんかはほぼ地球と変わらないと思って大丈夫だよ。なんなら異世界って、地球上にいくつもの次元が重なっているうちの一つなんじゃないかなって思えてくる。あ、この場合の次元は三次元四次元の話じゃなくて、パラレルワールド的な話ね？」

「な、なるほど……」

　なるほどと言いつつ、康やす雄おは翔しよう子この言葉を追いかけるのに必死であまり理解が追いついていない。

「私の身長が１５２センチで、視線の高さをざっくり１４２センチとして、アンテ・ランデの半径が地球と同じ、えーと、約６３７０キロメートルとして……えーと、こうで、こうで、こうだから……仮に海抜の低い開けた土地で地平線を見ることができれば、その先は星の丸みに隠れてるってことになるよね。てことは目に見える範囲にあるものは概おおむね４・５キロメートル四方にあるって考えていい」

「え、えっと、なんで？」

「簡単な三平方の定理だよ。中学数学の範囲だよ？」

「う」

　文系科目で受験すると決意して長い康やす雄おにとっては、久しく耳にしなかった言葉だ。

　直角三角形の二辺の長さが分れば残り一辺の長さが分かる定理、だということは、さすがに康やす雄おも覚えていた。

　だが公式を用いて何をどうするかの記憶はかなり曖昧になっており、また翔しよう子この身長と星の直径では単位に差がありすぎるし、そもそも地球の半径など記憶していなかった。

「まー、今立ってる地面の標高にもよるだろうけど、こんだけ歩いても息苦しくもならなきゃ頭がぼーっとしたりもしないし、ここって結構海抜低い所なんじゃないかなぁ」

　翔しよう子こが言うのは、二人に高山病の症状が出ていないという話だろう。

　標高が高くなれば血流で運搬される酸素が薄くなり、体の各所に障害が発生する。

「私の場合はコレがもしかしたら影響してるのかもしれないけど、ヤス君は違うじゃん？」

　翔しよう子こは左目のシィの炎を指さしながら笑う。

「ついでに方角が分かれば言うことないんだけどね」

「俺の腕時計、アナログなんだけど、これで分かったりしない？」

「あー、短針を太陽に合わせてってやつ？」

「そう、それ」

　康やす雄おは推理小説か何かに方位磁針なしに北の方向を知るやり方があると書かれていたことを思い出したのだが、翔しよう子こは首を横に振った。

「駄目だと思う。ここが北半球なのか南半球なのか分からない。南半球だとやり方変わるんだよあれ」

「そうなんだ」

「あと、季節とか緯度とかの問題で正確な北を示す場所って少ないんだよ。あとは北斗七星とか北ほつ極きよく星せい使う手があるけど、これだって自分の位置がどこかで話変わるしね。そもそもあれって正午になると太陽が南中することが前提になってる話だからさ。日本でだって、正確に南中する兵ひよう庫ご県けんの明石あかしから離れれば離れるほどズレるんだよ」

「よく知ってるねそんなこと」

「地学の授業で聞いた」

「狭間さやま沢ざわ高校って地学科目あるんだ。うちの学校に地学無いんだよ。理系は事実上、物理か化学の二択で、生物はあんまり重要視されてない」

「まぁ確かに、受験科目として使う人は少ないみたいだけど」

　そこまで言って、康やす雄おはふとおかしくなってしまう。

「……まさか、異世界に来てまで受験の話するとはな」

「お互い受験生だからねー。本来勇者だシィだなんて言ってるヒマないはずなんだよ。ハイキングデートするにしても、こういうタイプの刺激は求めてなかった」

「ハイキングデートって」

「そう思わないとやってらんないよこんなの」

　確かに、右も左も分からぬ異世界で、頼れる相手もなければ準備も不十分な挙句、遭難しながら謎の巨大生物を命がけでこっそりつけ回しているのだ。

　翔しよう子こは自分で言ってしまってからつい気恥ずかしくなり、康やす雄おの手を握る力を強め、そしてそっと自分の左目を押さえる。

「そ、そういや雪山でお互いの人肌で温め合うってあるじゃん」

「は!?」

「実際やったら触れ合ってないとこから体温が逃げて体が冷やされて即低体温症だから、変な期待すんなよ」

「し、しないよ！　そ、そっちこそ変なこと言うなよ！」

「私をアンテ・ランデに連れてくるまでにさんざん変なこと言ってくれたくせによく言うよ」

「う……あ、あれは……その……ごめん、実はあの後……」

「ディアナさんに怒られた？」

「……なんでもお見通しか」

「もし私に色良い返事をくれるつもりなら、ヤス君は絶対浮うわ気きを隠せないと思いなさい」

「だ、だからぁ……」

　こんな状況なのに、いや、こんな状況だからなのか。

　康やす雄おと翔しよう子こは、あまりにも卑近な話題で盛り上がっている。

　鱗うろこ象ぞうの追跡が順調であるのはもちろんだが、それ以上に二人の精神状態が、そうさせているのだ。

　普段通りの話題でお互いを励まし合わないと、不安で仕方がないのである。

　食糧は少なく、森がどこまで続いているのかも分からない。

　歩きやすいのと危険を避けるために鱗うろこ象ぞうを追っているが、もしかしたら森の奥深くに入り込んでしまっているかもしれない。

　少しずつ周囲が暗くなっていることも、二人の不安を助長していた。

　雨が降りしきる夜の森。

　街角の街灯が当たり前にある世界で育った二人にとって、それは想像すらできないほどの恐ろしい闇だ。

　シィとは別種の、人類の文明以前から続く原始的な闇だ。

　光が人の世界を守護する結界なのだとしたら、ここは人の世界の外にある場所だ。

　そして人は、そのような場所で、あまりにも無力なのだ。

　その音を捉えたとき、二人の歩みが初めて止まる。

「や、ヤス君。い、今のって」

　先ほどまで明るく気丈に振る舞っていた翔しよう子この声が震えている。

「……だ、大丈夫だよ、ま、ま、まだ遠いから」

　返事のろれつが回っていないのでは、全く説得力が無い。

　森の木々と、降りしきる雨の滴の隙間を縫って二人の耳に届いたのは、遠とお吠ぼえであった。

　日本に住んでいれば、肉食獣と聞いて思い浮かべるのは、サバンナやジャングルなどの野生の王国に君臨する猫科の生物だ。

　ライオン、虎、チーター、豹ひようなどがその代表格であろう。

　その次に、実際に人的被害が確認されることの多い熊だろうか。

　これらはサファリパークや動物園などで目にする機会も多く、それだけ身近な存在でもある。

　だからこそ日頃接触することの無い脅威を、二人は今の今まで忘れていた。

　狼おおかみだ。

　武器を持たない人間が森の中で狼おおかみに狙われたら、抗あらがう術などありはしない。

　狼おおかみは縄張り意識の強い生物であり、高度に統率された群れで狩りをする社会性の高いハンターだ。

　もしかしたら二人は、この地の狼おおかみか、それに類似する生物の縄張りに、最初から入ってしまっていたのではなかろうか。

「……少し、急ごう」

　何か対策や理由があってのことではない。

　だが康やす雄おのその提案に翔しよう子こも無言で頷うなずき、雨の森を進む二人の歩みが速くなる。

　遠とお吠ぼえは、それからも断続的に聞こえ、どんどん周囲も暗くなっていく。

　二人の表情に先ほどのような余裕は見受けられない。

　ただ何かに追い立てられるように、鱗うろこ象ぞうの獣道をひたすら進む以外に、できることは無かった。

　最初に遠とお吠ぼえを聞いてから康やす雄おの体感では一時間ほど経たち、そして遂ついに事態が急転する。

「道が……」

　鱗うろこ象ぞうの獣道が、突然消滅してしまったのだ。

　森の中に突然現れたぽっかりと開いた広場で、鱗うろこ象ぞうの足跡が忽こつ然ぜんと消えたのだ。

　そして森はまだまだ続いている。

「ど、どうするの？」

　まるで二人の不安を嘲あざ笑わらうように、翔しよう子この声に遠とお吠ぼえが重なる。

「川だ。川に出よう」

　康やす雄おの決断は早かった。

「他にもう道が無い。土砂崩れが起きたり、氾濫したりするような雨じゃない。注意すれば、川沿いに出てもなんとかなると思う」

　他の指針があるわけではなく、翔しよう子こも特に反対しなかった。

　だが、ここまで聞こえ続けていた川の音が、耳を澄ましてもよく聞こえない。

　鱗うろこ象ぞうの獣道は、思いのほか川から離れる角度を取っていたのだろうか。

「とりあえず、多分こっちだよね。川の音、ずっと左の方から聞こえてきてたし」

「そうだね……でも、少し戻ろう。ここからそっち方向に行くのは、結構込み入った所を通らなきゃならなそうだ。獣道を少し戻って、突っきりやすそうなところを探そう」

「狼おおかみ、大丈夫かな」

「それは不安だけど、通れないとこは通れないし……」

「魔法でなんとかできないの？」

「情けない話だけど、攻撃系の魔法はてんで。ガス欠で倒れちゃうんだ。なんなら和のど香かの方が才能ある。治癒魔法とか、シィの送りは才能あるみたいなんだけど」

「それはそれで凄すごいけど、怪け我がすること前提のその力に頼る事態には陥ってほしくないなぁ」

「でもいざというときは……」

　怪け我がをしても治療ができる。そのこと自体は大きなアドバンテージだ。

　だから一瞬二人の間で束つかの間ま緊張が緩和しかけたが、

「「っ!!」」

　そんな二人を嘲あざ笑わらうように、これまでよりも圧倒的に近い場所から吠ほえ声が起こった。

　翔しよう子この目が見開かれ、康やす雄おはほとんど反射で折り畳み傘を放り捨て、翔しよう子この手を摑つかむと、獣道を逆走し始める。

　だが、それで逃げられるような状況でないのは明らかだった。

　最初の一声をきっかけに、唐突に周囲に数多あまたの気配が湧き出てくる。

「こ、こんなにっ！」

　今見ている右手側だけでも、少なくとも中型の獣が十頭以上並走している。

　狼おおかみにも見えるが、細かい部分を観察できるほどの余裕が全く無い。

　ぬかるむ獣道を逆走しながら、康やす雄おは己の予測の甘さを後悔していた。

　最初に聞こえた遠とお吠ぼえの時点で、既に自分達はこの地の獣達の狩りの対象だったのだ。

　草食動物だと目した鱗うろこ象ぞうが消えた時点で、警戒するべきだったのかもしれない。

「ヤス君っ!!」

　悲鳴にも似た翔しよう子この声に、康やす雄おは反応できなかった。

　並走する獣が二頭、康やす雄おの遙はるか前方に回り込み、急反転して突っ込んできたのだ。

　上と、下から、弾丸の如ごとく突っ込んでくる獣の頭部には、金属のように光る鱗うろこと角があった。

「っ!!」

　魔法を発動させようとするが、間に合わない。

　マルフィックのバングルを破壊したときとは状況が全く違うし、康やす雄おはそもそも魔法による攻撃発力を投とう擲てきできないのだ。

　康やす雄おは腕を食いちぎられる覚悟で敵に触れての電撃攻撃を敢行すべく、背後の翔しよう子こを庇かばおうと大きく体を広げて鱗うろこ角の獣を迎え撃とうとした。

「はああっ!!」

　その瞬間、康やす雄おの背後からの鬨ときの声こえとともに、今まさに康やす雄おの体を食いちぎらんと牙をむいた獣が二頭とも、左右に吹き飛ばされた。

「……えっ」

　康やす雄おは、目の前にあるものが信じられなかった。

「ふううっ……！」

　苛烈な息。

　迸ほとばしる炎。

　それは、川の中なか洲すから康やす雄おを助けたときと同じように、両の瞳から黒い炎をほとばしらせている翔しよう子こだった。

　やはり、瞳だけではない。

　両手首、両足首、そして腰にもアクセサリーのようにシィの炎が浮き上がっていた。

「た、たてわ……」

「はあああああああああっ！」

　だが、声は翔しよう子このままだった。

　所ところ沢ざわでシィに完全に飲み込まれたときのような、血の気が凍り、神経をかき乱すようなおぞましい声では断じてない。

　シィに飲まれているのではなく、纏まとっているかのような翔しよう子こは、獲物の突然の抵抗に驚きつつも、追い詰める行動を止めない獣の群れに向かって敢然と駆け出した。

　翔しよう子この足元で、獣道の泥が爆散する。

　それほどの威力で踏み出された翔しよう子この脚力は、たまたま正面にいた獣を恐るべき高さまで蹴り上げてしまった。

　敵もさるもので空中で一回転するが、それでも着地に失敗して柔らかい泥に落ちたまま起き上がらない。

　ここにきて、獣の群れ達は気配を消すのをやめ、遠巻きに翔しよう子こと康やす雄おの様子を観察し始めた。

　縄張りに入り込んだ異物を仕留められるか、迷っているようだ。

　その証拠に何頭かが、牙を剝むいて唸うなりながらこちらを威嚇してくる。

　森の闇と植物に紛れる緑がかった灰色の毛並みに、頭部から背を覆う鱗うろこのような甲殻。そして頭の角。

　うろこ状の甲殻は背中、つまり上方や後方からの衝撃を和らげるためのものだろうが、牙を剝むいて突撃してきたのだとしたら、あの角はなんのためにあるのだろうか。

　康やす雄おの一瞬の疑問は、すぐに脅威の顕現という形で解決する。

　獣達の角先に、小さな炎が走ったのだ。

「う、噓うそだろ……」

　あれは、魔法だ。

　この世界の野生生物は、魔法を行使するのか。

　小さな炎ではあるが、角先で少しずつ炎が大きくなっているようだ。

　翔しよう子この力は接近しなければ安全と踏んだのか、遠くから仕留めようとしているのだ。

　魔法や魔ま導どうを防ぐ方法があるということだけは教わっていたが、そもそも炎すら満足に生み出せなかった康やす雄おには、それがどんな方法なのか見当もつかない。

　まるで森に迷い込んだ生者を刈り取る鬼火のように、無数の炎が翔しよう子こと康やす雄おに向けられる。

　獣を一撃で吹き飛ばした翔しよう子この力の根源は、もしかしなくてもシィの炎、シィと翔しよう子この融合による化学反応によるものだ。

　だが、瞳と手首足首以外の部分は翔しよう子この姿がそのまま残っているため、魔法の炎が万一直撃したら、無事では済むまい。

　治癒をすればいい、というものでもない。

　ハリーヤに貫かれた康やす雄おの脇腹には、わずかに傷跡が残ってしまっている。

　絶対の安全を約束して来たはずの異世界で、毛筋ほども翔しよう子こを傷つけるわけにはいかないのだ。

　康やす雄おがごくりと息を吞のみ、覚悟を決めて今度こそ翔しよう子こを庇かばおうとしたときだった。

「ヤス君。耳塞いで」

　翔しよう子こが、小さく、だが決然と言った。

　反射的に従い、次の瞬間、康やす雄おは体ごと吹き飛ばされそうになった。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　翔しよう子こが、絶叫したのだ。

　まるで音の壁に殴られたかのような衝撃で康やす雄おは尻もちをつき、獣達が悲鳴を上げながら包囲網を後退する。

　木々が音に激しく揺さぶられ、枝や葉に溜たまった雨水が滝のように周囲に降り注ぎ、獣達の鬼火があっけなく搔かき消きえた。

「もっかい！」

　翔しよう子こが更に息を深く吸う音が聞こえ、康やす雄おはきつく耳を塞ぎ衝撃に備えた。

「おおおおおおおおおおおおああああああああああああああああああああああああああ!!」

「うぐっ!!」

　間近で聞いているとはいえ、あまりの衝撃に康やす雄おは呻うめいた。

　全身に重く低く響く衝撃とともに翔しよう子この足元の泥に、音と空気の圧力で波紋が生まれる。

　最も近い位置にいた獣は、たまらず吹き飛ばされていた。

　それをきっかけに獣たちの包囲網がほどけ、一頭、また一頭と身を翻ひるがえして森の闇の奥に消えてゆく。

　右手を前に、左手を後ろに引き、低い姿勢を取っていた翔しよう子こは、最後の獣が視界から消えても構えを解かず、しばらくそのままだった。

　康やす雄おも耳を塞いだまま、目だけで周囲を見回し、獣が戻ってこないかどうかを警戒する。

　そしてそのままたっぷり三分は経過しただろうか。

　遠くから、先ほどよりも若干震えた遠とお吠ぼえが聞こえてきたとき、翔しよう子こは初めて構えを解いたのだった。

「ヤス君、無事？」

「た、帯たて刀わきさんこそ……」

「私……私はね、多分……無事じゃ、ないかも」

「えっ、あっ!!」

　途端に翔しよう子こはがくりと膝から崩れて泥の中に倒れそうになった。

　康やす雄おは慌ててその体を支えるが、その瞬間に、黒い炎のほとんどが搔かき消きえたのだ。

「これは……」

　自分の治癒や送りに特化した力が無意識に浄化したのかと考えるがすぐに否定する。

　アンテ・ランデの『不思議』は常に人の意志によってのみ発現してきた。

　都合の良い天然の化学反応など起きるはずも無く、この現象にも必ず理由があるはずだ。

　最終的に左目に淡く灯ともるだけになった黒い炎。

　その向こうの表情は、青ざめて力を失っており、康やす雄おは再び焦あせり始める。

「すっごい、体痛い。獣蹴った足とか、多分、爪割れてる」

「お、俺治すよ！　痛いところ、どこか……」

「ああ……うん、ああ、だめ……大丈夫、死ぬって感じじゃない、でも、力尽きた感、ある、ちょっと、寝落ちたら、ごめ……」

「帯たて刀わきさんっ!!」

　康やす雄おに寄りかかったまま、翔しよう子この頭ががくりと力を失う。

　康やす雄おは一瞬肝を冷やすが、雨の中でも翔しよう子この寝息が耳を打ち、大いに冷や汗を拭った。

　とはいえ、とても状況が好転したとは言えない。

　既に数メートル先も見えなくなりそうなほどに夜が迫っている。

　気絶した翔しよう子こと一緒では長い距離を移動できないし、悪天候と暗闇の中で川を探すなど自殺行為だ。

　獣の群れも、脅威となる翔しよう子こが無力化したと気づけば再び襲ってくるかもしれない。

「くそっ……！」

　獣相手に翔しよう子ことシィの未知の力に助けられた挙句、康やす雄おは翔しよう子こを守る術を全く持たない。

　よくもこんな体たらくで、勇者になるなどと嘯うそぶいたものだ。

　ハリーヤが呆あきれたのも無理はない。

　分かっていたと口で何度も言ったが、康やす雄おは何も分かっていなかった。

　なまじ治癒魔法と送りの歌が上う手まく行っていたから、調子に乗っていた。

　こうして実感して初めて『無力』の真の意味を知る。

　武器も、防具も、魔法も、仲間も、全ては基礎的な研けん鑽さんを積んで強くなった人間が手に入れるから意味があるのだ。

　力の無い人間の周りにいるのは仲間ではなく保護者であり、武器も防具も魔法も、自分の身一つ守れない人間にとってはただの重しでしかない。

「くそ……くそっ……!!」

　康やす雄おは、視界の端に獣道の終点で投げ捨てたはずの折り畳み傘があるのに気づく。

　獣の群れからかなり長い距離を逃げたつもりでいたが、ほとんど走れていなかったのだ。

「……」

　ここで、父やディアナの名を叫んで来もしない助けを求めなかったのは、康やす雄おの最後の矜きよう持じであったのかもしれない。

　いや、或あるいは絶望故か。

「噓うそ、だろ」

　森の奥からゆらゆらと揺れながら、炎の灯あかりがゆっくりと近づいてくる。

「畜生……！」

　康やす雄おは翔しよう子こを泥の上に横たえるとその背に庇かばい、鬼火に向かって震える足を[image: 叱]しつ咤たし、敢然と向き合う。

　一頭だけなら、一頭だけなら相討ち覚悟で電撃を叩たたき込み、撃退できるかもしれない。

　相変わらず一つだけゆらゆらと近づいてくるその火が、シィの瞳のように、或あるいはウィリアム・バーレイグの瞳のように自分を地獄に誘う信号のように見えた。

　そして。

　泥を軽く跳ね飛ばす音とともに、鬼火が康やす雄おの目の前に、その姿を現したのだった。




　　　※




　鈍い頭痛を覚えながら目を開けた翔しよう子この視界に入ってきたのは、木の板で作られた天井だった。

「う……く」

　起き上がるために手をついたのは、ごわついているが、クッション性のあるベッドのシーツだった。

　体には硬いが暖かい毛布がかけられていた。

「……え」

　暗いが、屋内だ。

　壁と屋根に守られた屋内だ。

　息を吞のんで周囲を見回すと、自分が寝ていたベッドの横で、康やす雄おが椅子に座る姿勢で、毛布にくるまれながら眠り込んでいた。

「ここ、は……私……」

　体を見下ろすと、服は見たことの無いシンプルな麻のワンピース。

「気がついた？」

「っ!?」

「ごめんなさい。驚かせたようね」

[image: ]

　振り向くと、何い時つの間まにそこにいたのか、黄色い光を放つカンテラを持った女性が立っていた。

「あっ、あの……っ」

　年の頃は五十代と思おぼしき、中年の女性だ。

　まるで魔女のようなぞろりと長いローブと、短く切った髪は白髪ではなく銀髪のようだ。

「安心しなさい。ここは安全よ。森の獣も近づかないわ」

「た、助けてくれたんですか？」

「大したことはしてないわ。森で迷っていたあなた達を連れてきただけ」

「あ、ありがとうございます。助かりました、私達……」

「いいのよ。当然のことをしたまで。むしろ、見つけたのが私で良かったわ。普通の人があなた達を見つけたら、きっと大変なことになってた」

「え……」

　そう言うと、女性は自分の目を指さす。

　その意味するところを察して、翔しよう子こはあっと叫ぶ。

　シィの炎は、まだ左目から吹き出ているのだ。

　アンテ・ランデでは、シィは人類の敵だ。

　その人類の敵の象徴とも言える炎をその身に宿す人間など、私刑に遭ってもおかしくないのだ。

　だが、女性はそうしなかった。一体、何な故ぜ。

「私の名前は、カタリナ・ヨーステルン。聞いたことは？」

「い、いいえ……」

　翔しよう子こが首を横に振ると、カタリナと名乗った女性は苦笑した。

「そう。坊やも私の名前を知らなかった。残念、これでもちょっとした有名人なんだけどね」

「す、すいません、私達、その」

　気分を害したと心配した翔しよう子こは言い訳するが、その言葉をカタリナは遮った。

「『ニホン』から来た。そうでしょ？」

「……！」

　翔しよう子こは今度こそ驚きよう愕がくで言葉を失った。

　そうだ。何かおかしいと思っていた。

　カタリナと自分は初対面だ。それは間違いない。

　そしてここは明らかに地球ではない。

　それなのに、自分とカタリナは今『日本語』で会話している。

「彼に……聞いたんですか」

「ええ。でも彼の顔を見たときにすぐに分かったわ。彼はあなたを助けることで頭がいっぱいで、私がニホン語を話すことになんの不思議も抱いてなかったみたいだけど」

　カタリナは、椅子で眠りこける康やす雄おを見て、微ほほ笑えんだ。

「信じられなかった。もう二度と、出会うことはないと思っていた」

「どういう……」

「立てる？　喉が渇いたでしょう？　お湯を沸かしてあるわ。坊やを起こさないように、こちらにいらっしゃい。サンダルがそこにあるわ」

　翔しよう子こも、もう頭痛は抜けていたので、素直にカタリナに応じてベッドから降りる。

　ベッドの足元にはシンプルなサンダルが置いてあり、それを履く。

　隣の部屋は翔しよう子こが寝ていた部屋よりも広いが、部屋のあちこちに布を被かぶった大きなものが置いてある。

「ここは、私のアトリエなの」

「画家さんなんですか？」

「ええ、一応ね。だからこれを見て、驚いてもらえると嬉うれしいわ」

　カタリナはカンテラを壁のフックにかけると、掌てのひらをすっと上に向け、そこに淡い光の玉を出現させた。

　それが室内照明のための魔法だと翔しよう子こにも理解できたが、そんなことは、その次の瞬間に湧き起こった衝撃に比べればあまりに些さ細さいなことだった。

　カタリナの魔法が照らす壁面に、一枚の絵が掲げられていた。

　美しい剣を携えた青年剣士の肖像画。

　その顔に、翔しよう子こは釘くぎづけになった。

「ヤス……君……ヤス君の、絵？」

　その絵に描かれている青年剣士は、見間違えようもなく、康やす雄おそのものの顔をしていたのだ。

「私はね、魔王コール戦役の頃、世界中の現状を絵に描いて人々に伝えるための旅をしていたの」

　カタリナは、康やす雄おの顔を持つ青年剣士の肖像を見上げて、言う。

「彼と出会ったのは、バスケルガルデ連邦を横切る山脈でのことよ。仲間達とともに、魔王コールに蝕むしばまれた世界を救うための旅をしている途中だった」

「……そ、それって」

「ええ」

　カタリナは頷うなずく。

「私は、会ったことがあるの。あの凜り々りしい面差し、生き写しよ」

　誰のことを語っているかなど、聞くまでもなかった。

「勇者ヒデオ・ケンザキ。彼のお父様の面差しをこの世界で最も正確に記憶しているのは、エリジーナ・ラダガスト、アレクセイ・クローネの次に、私だと思ってる。私の描いた絵は、今はレスティリアの国宝に指定してもらってるわ。おかげで名が売れて、こんな所で悠々自適に、大好きな絵を描いて過ごせているの」

　流る浪ろうの画家、カタリナ・ヨーステルン。

　かつて彼女が世界を巡り、バスケルガルデの山岳地帯で出会った勇者ヒデオ一行を描いた『霊峰に暁を望む勇者ヒデオ』は、アンテ・ランデで最も有名な絵の一つであった。







　　幕間　２




「そういえばハリーヤさん、前にディアナさんが言ってたけど、レスティリアにはお父さんの絵があるんだよね？」

「そうだな、国宝級から落書きまで、数えきれないほどあると思う」

「若い頃のお父さんとお兄ちゃんが凄すごく似てるって言ってたけどさ、絵でもそうなの？　そんなのがあちこちにあったら、お兄ちゃんの正体バレたりしない？」

「滅多なことでは無いと思うが……まぁ、そうだな、私でも似てるとは思ったし、そもそもクローネ少佐は何も言ってなかったのか？」

「いや、言ってたよ。暁がなんとかいう国宝に描かれてる絵に似てたって。ていうか、私自身、じいちゃんばあちゃんの家でお父さんの若い頃の写真見て、お兄ちゃんに似すぎてて気持ち悪いって思ったことあるし」

「辛辣だな」

「でもほら、絵って描く人によって変わるじゃん。それにディアナさんってお兄ちゃんに甘いし、勇者尊敬フィルターかかりまくりだから、そんなになのかなって」

「やはり『霊峰に暁を望む勇者ヒデオ』が愛されているのは、それだけ写実的で、クローネ夫妻がヒデオとマドカを最も忠実に描いている、と評価したのが大きいからな」

「あ、それそれ、そんなタイトルだった」

「まぁ、巷ちまたに溢あふれるリトグラフや想像で描かれた絵は似ても似つかないから、街中の絵が原因で康やす雄おの正体がバレるということは無いと思うぞ」

「だよねー。でも逆に適当に描かれたお父さんの絵がどんなのか、ちょっと見てみたいなぁ」







　　三章　始まりの町




　康やす雄おに生き写しとまで言えるカタリナの描いた肖像画の青年剣士だが、よく見れば細かい点で違いがある。

　肖像画の青年は、どうやら学ランらしきものを着ているようだ。

　康やす雄おの通う武たけ丘おか高校の男子制服はブレザーである。

　髪型も康やす雄おより短く、前髪の分け方に若干の時代を感じさせる。

「ふふふ」

　啞あ然ぜんとする翔しよう子こに、カタリナは笑う。

「彼、勇者ヒデオの息子ね」

「……」

　普通に考えて、絵の青年と康やす雄おが全くの無関係と言い張るのは無理がある。

　そして『勇者ヒデオの息子がアンテ・ランデにいる』ということが露見することがどれだけ危険なことか、翔しよう子こもよく分かっている。

「どういう……ことですか？」

　翔しよう子こはごくりと息を吞のみ、自分でも拙いと分かっていながら、話題をはぐらかそうとする。

　助けてくれたからと、屋根と寝床を貸してくれているからと油断していた。

　この初老の女は、敵なのか、味方なのか。

　レスティリアの、とか、ディアナの、とかではない。

　今この瞬間、自分達の思い通りに助けてくれる大人なのかどうかということだ。

「ここは……どこなんですか」

「変なことを聞くのね？」

「日本から来たばかりなんで」

「へぇ、凄すごいわね。どうやって？」

　翔しよう子こは、開門塔ゲートタワー以外の移動手段を知らない。

　他に応えようが無い。

　だから、

「さっきも言ったでしょ。いつの間にか、この森にいたんですよ」

　背後から康やす雄おの声が聞こえて振り向いたとき、翔しよう子この額は冷や汗でまみれていた。

　そこには、疲労が色濃く表情に浮かんだ康やす雄おが立っていた。

「あら、目が覚めたの？」

「ええ。すいません、いつの間にか眠り込んじゃって」

「あれだけ疲れていたんだもの、仕方ないわ」

「……最初に来たときには気づきませんでしたけど、これ、本当に俺に似てますね」

「そうね、私も驚いたわ」

　カタリナは頷うなずき、康やす雄おは続ける。

「勇者ヒデオ・ケンザキの家族と、会うことができるなんてね。ヤスオって言ったかしら。恋人のお名前も、教えてもらっていい？」

「……翔しよう子こです。ショウコ・タテワキ」

　この緊迫感の中で恋人呼ばわりに動揺するほど、翔しよう子こも空気が読めない人間ではない。

　恐らく康やす雄おは、森の中でカタリナに出会って助けを求めた。

　だが、冷静に考えればあんな危険生物だらけの深い森の中で、女性が一人でいること自体がおかしい。

　翔しよう子このために一度は身を寄せつつも、警戒は怠っていなかったのだ。

「俺達、日本でいつも通り過ごしてたんです。二人で、遊びに行く約束をしていました。ね、翔しよう子こ」

「えっ！　あ、うん……」

　あれほど渋った名前の呼び捨てを康やす雄おがさっとこなしたことにはさすがに動揺するが、それでも頷うなずく。

「昼飯を食おうと思って弁当を広げた途端、気づいたらこの森にいました。凄すごい光だった。なんで自分がこんな所にいるのか、俺達分からないんです。ここは、どこなんですか？」

「……」

「ヒデオって、俺の親おや父じの名前ですけど……親おや父じと、会ったことがあるんですか？」

　カタリナは表情を消して頷うなずくと、

「ちょっとお待ちなさい」

　と、身を翻ひるがえしてアトリエから出ていく。

「帯たて刀わきさん」

「あ……」

　康やす雄おは前に出ながら翔しよう子この手を引いて、自分より半歩後ろに下がらせる。

　翔しよう子こが素直に従い、不自然でない程度の位置に下がって再び絵を見上げたとき、カタリナが大きな紙を持って戻ってきた。

「地図は読める？」

「……分かりません」

「そう。じゃあこれを見て」

　康やす雄おの一瞬の沈黙に気づいたか気づかなかったか、カタリナはアトリエにあるテーブルの上にさっと固い羊皮紙を広げる。

「ここが、私達のいる森ね。小屋があるのが、この辺り」

　カタリナが指さす位置は、森のほぼ中心だった。

　康やす雄おと翔しよう子こが最初にどこに落ちたのかは分からないが、結果的に二人は森の奥へ奥へと入っていったことになる。

「ここに一番近い町は、このゲールデイトね。聞いたことは？」

「いいえ、まったく」

　カタリナが指さすのは、森の東側にある町だ。

「川はどこですか？　森の中で、かなり大きそうな川を見たんですけど」

　翔しよう子この問いに、カタリナは何も書き込まれていない森の南側をなぞった。

「あの川は載ってないの。この地図、とても古くてね。あの川は三十年前に、ヤスオのお父様が作ったものよ」

「……っ」

　康やす雄おは、跳ねる心臓を抑え、なんとか平静を装よそおった。

「親おや父じが作った……って、どういうことですか？　っていうか、最初からずっと気になってたんですけど、本当にここ、日本じゃないんですか？」

「……」

　カタリナは康やす雄おの真意を測るように目を見据えるが、すぐに首を横に振った。

「お父様から何も聞いていないのかしら」

「だから何をですか。親おや父じは普通のサラリーマンです。食料品とか、体重計とか作る会社に勤めてて川作ったとか聞いたことありません。こんな立派な絵を描いてもらえるようなことは何も」

「そう、本当に何も知らないのね……じゃあ、混乱するのも無理ないかもね」

「ええ、そういや、分からないといえば彼女の目についても分からないんです」

　康やす雄おは軽くシィについてジャブを振ってみるが、カタリナは特に大きく反応せず先を促す。

「最初、大怪我したのかなって心配になって、でも本人は平気だって言うし……」

「……それについては私にも分からないけど、でも一ついいかしら」

「なんですか」

「私とあなたが出会う前、森に響き渡った叫び声は、どっちが出したもの？」

　康やす雄おは一瞬だけ翔しよう子こを振り返ると、眉根を寄せて言った。

「俺、だと思います」

「あなたが？」

「ていうか、変な狼おおかみみたいのが怖くて叫びまくってたんで、カタリナさんがどのタイミングでの話をしてるのかは分かりませんけど、俺ばっかりずっと叫んでましたから」

「ちょっとそれはだらしないわね。男なら、恋人が頼れるようにきちんとなさい」

　康やす雄おの情けない告白に、カタリナはようやく表情を緩める。

「日本は、結構女性が強いんですよ」

「それは知ってるわ」

　カタリナは地図を畳む。

「沢山色々なことがあって混乱してるでしょうけど、私で良ければ明日の朝、ゲールデイトまでは案内するわ。森の中でうろうろしてるよりも、大きな町に行った方が情報も得やすいでしょうし、あなた達にとっても得るものが多いと思うわ」

「助かります。ありがとうございます」

　康やす雄おは頭を下げ、翔しよう子こもそれにならう。

「あなた達はさっきの客間を使って頂戴。紳士はレディにベッドを譲ってあげてね？　あと、突然の異変にデートを邪魔されて辛つらいとは思うけど、青春は、状況が落ち着いてからね？」

「え？　はぁ……はい……えっと？」

「[image: ～][image: ～]っ!!」

　最後の一言の意味だけ分からなかった康やす雄おの怪け訝げんそうな顔と、なんとなく察してしまった翔しよう子こがシィの炎の向こうで顔を赤らめるのを見て、カタリナは何な故ぜか満足そうな顔になる。

　その後、お湯の入ったカップを二つと水差しを翔しよう子こが寝かされていた客間だという部屋に持ってきてくれたカタリナは、真新しい蠟ろう燭そくを立てた燭しよく台だいを置いて、去っていった。

「ふー、緊張した」

「そ、そうね……」

　ベッドに座りながら落ち着かない様子の翔しよう子こだったが、康やす雄おはとぼけた顔のまま、大きく伸びをすると、床に落ちていた毛布を拾い、椅子に座る。

「最後の青春がどうって、あれはなんだったんだろ、聞き間違いかな」

「は!?　分からなかったの!?」

「えっ？」

「あっ、う、ううん、なんでも……」

　大きな声を出してしまい、翔しよう子こは慌てて口を押さえる。

　極力、アンテ・ランデのことなど何も知らない異世界の遭難者だと思われるように、カタリナには恋人同士だと自己紹介しているのだ。

　そんな状況で夜眠るときにベッドが一つしかないなら、年長者として血気に満ちた若者にやんわり釘くぎを刺すのは当然だろう。

「ていうか、そういうのは男子の方が……ってなんでもない、ヤス君だもんね、分かってる」

　むしろこれでは自分が変な期待をしているようで、余計に恥ずかしい。

　お父さんお母さんごめんなさい。

「そ、それで、明日以降はどうするの」

「とりあえずカタリナさんにお世話になるしかないな。親おや父じのこと知ってるみたいだし」

「ああ、うん、それは……」

「それに、どう見ても外国人だけど、日本語喋しやべれるのはありがたかった」

「う……ん？」

「まぁとにかく、迷子のまま狼おおかみに食われるようなことにならなくて良かった。今日のところは、寝ようか。もうマジで疲れた」

「う、うん……」

　今、康やす雄おは何かおかしなことを言っていなかっただろうか。

　翔しよう子こが疑問に思うよりも早く、康やす雄おは椅子から立ち上がると大きく伸びをして、こともなげに言った。

「な、なぁ翔しよう子こ」

「……へっ？」

「ベッド、入っていい？」

「……………………へ」

　翔しよう子こは目を瞬まばたき、次の瞬間、足先から脳天まで一気に真っ赤になる。

「や、やややや、やややややや……」

「ちょっと肌寒いし、毛布重ねて二人で寝た方が暖かいだろ」

「そそそそ、そりゃ、そりゃそうだけど、カタリナさんがっ！」

「大丈夫だって、静かにしてれば」

「どどどどどどうしたの!?　森で転んで頭でも打った!?」

　明らかに発言内容が剣けん崎ざき康やす雄おのそれではない。

　先ほどカタリナのからかいを理解していなかったような顔をして、恋人と自己紹介したことに調子に乗っているのだろうか。

　赤面を越えて赤く発光しそうな翔しよう子こは冷静な思考を維持できずあたふたするが、

「どうしたって、別に、いつものことじゃん」

「ええええええああああああのわたわたわたわたしそのややややすくんそれええっとつまり」

「なんだよ。つまりも何も、こういうことだよ」

「ここここここここっこういうってこういうってまだ私そんな色々準備が……」

　その瞬間、蠟ろう燭そくの灯あかりしか存在しない部屋に、突然強烈な青白い光が出現した。

「……へ」

　康やす雄おのスリムフォンだ。

　見慣れた青白い画面には、文章が打ち込んであった。

『スリムフォンの電池大丈夫だよね。筆談しよう』

「決まってるだろ」

「……え」

　ベッドに座って目を瞬まばたく翔しよう子この隣、お互いの体がぎりぎり触れ合わない距離に腰かけた康やす雄おはスリムフォンのフリック入力を続ける。

『俺達がいる場所が分かった。でもカタリナさんに俺達が色々知ってることを知られたくない。万が一覗のぞかれても不自然じゃないように、毛布の下で話したいんだ。気持ち悪いかもしれないけど、絶対に変なことしないって約束するから』

「あ……」

『まず間違いなく聞き耳を立てられてる。俺達は、昔アンテ・ランデにやってきたヒデオやマドカと同じ、何も知らない異世界の人間なんだ。考えは、浅そうに見せたい』

「……わ、分かった……い、いいよ、そういうことなら」

　確かに翔しよう子こもカタリナを警戒してはいたし『勇者ヒデオの息子』の存在の危険性はよく理解している。

　康やす雄おの申し出は至極最もだと納得し、鈍い動きで自分も荷物の中からスリムフォンを取り出し、ゆっくりとベッドに横たわる。

　そして、康やす雄おの体重でわずかにベッドが軋きしんだとき、
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　これはこれで死ぬほど恥ずかしいことに、このときになって気づいたが時すでに遅し。

　二人は決して広くないベッドの上で、盾のようにスリムフォンを構え、真っ赤になりながら向かい合っていたのだった。

　あれだけ余裕の声を出していたくせにいざとなると康やす雄おも顔を真っ赤にしているし、それを見て翔しよう子こもますます恥ずかしくなる。

「あれ？」

「な、何っ……！」

　康やす雄おの目の前で、はっきり分かるほど翔しよう子この左目の黒い炎が一回り小さくなった。

　だが、消えるわけでもないので、炎の中心にはシィの赤い目が残っている。

「……いや、なんでもない」

　消えないのなら、特に意味は無い。

　康やす雄おは言葉を飲み込んで、大きく息を吐いた。

「ひぅっ、ちょ、ヤス君近いんだからあんま大きく息……」

「あっ、ご、ごめ……そういや歯磨いてない……」

　囁ささやき声ごえでそんなことを言い合う二人は、なかなか本題に入れない。

「え、ええっと……とりあえず、おやすみ、し、翔しよう子こ」

「あ、う、うん、おやすみ」

　もしかしたら聞き耳を立てているかもしれないカタリナ向けの就寝挨拶をしてから、康やす雄おは少しだけ毛布を上に上げ、その動きにまた翔しよう子こはいちいち緊張して身を固くする。

「……」

　翔しよう子こは、自分の方を見ないようにしながら必死でスマホに何かを打ち込んでいる様子を、なんとなく上目づかいで見る。

『俺達、ガズ共和国ってとこにいる。ここはディアナの所属するレスティリア騎士団の力が及ばない場所だ』

　最初に康やす雄おが向けてきた画面には、そう書かれていた。

　翔しよう子こが眉根を寄せると、康やす雄おは予想していたらしく画面をフリックして次の文章を出した。

『親おや父じが魔王軍との戦いで作った川ってのがあるんだ。ヒデオ聖剣川っていうらしい』

「ぶふっ」

　誰か止める者はいなかったのかと疑問が湧く名に翔しよう子こは思わず吹き出してしまい、はっとなって警戒するような目で部屋のドアを見る。

　以前ハリーヤが初めて剣けん崎ざき家に現れてこの話をしたときに、英ひで雄おを含めた剣けん崎ざき家の全員が思ったことなので、康やす雄おはこの反応を予想していたため特に気にはしない。

『川の水は聖水として有名で、川沿いには聖堂があるんだ。多分さっきカタリナさんが言ってた町にあるんだと思う』

　翔しよう子こが無言で頷うなずくと、康やす雄おはまたスリムフォンに指を走らせる。

「……」

　その様子を黙って待っているわずかな時間で、翔しよう子こは康やす雄おの顔をまじまじと眺めてしまっている自分に気づき、かといって目を逸そらすのも何か気まずく、仕方なく康やす雄おの指の動きに合わせて鈍く前後に揺れるスリムフォンの背面を凝視していた。

『ガズ共和国がレスティリアに近いかどうかは分からないけど、俺達が簡単に移動できる距離じゃないと思う。隣の国だとしてもね』

　その文面を見て、翔しよう子こは頷うなずいた。

　例え隣国だとしても、徒歩しか移動手段の無い二人にとっては近くもなんともない。

『ディアナと親おや父じがなんのヒントも無しに俺達に接触するのは不可能だと思う。二人だってレスティリアに到着してるとは限らない。だから、俺は早いうちに、この国の騎士団とかに、自分が勇者ヒデオの息子だって明かそうと思う』

「！」

　翔しよう子こが目を見開く。

「他に方法が無い」

　康やす雄おは小声でそう言うと、またフリック入力をし始める。

『親おや父じとディアナに見つけてもらうよりも、レスティリア、もっといえばディアナのお母さんに見つけてもらうのが、一番効率がいいと思う。カタリナさんが言ってたエリジーナ・ラダガストはディアナのお母さんの名前だ』

　ここで初めて、翔しよう子こがスリムフォンを動かし始める。

『それなら、カタリナさんに連絡を取ってもらうのは駄目なの？　ディアナさんのお母さんのこと、知ってるみたいだったけど』

『今はまだ危険。少なくとも町に着いて大きな組織に保護してもらうまでは』

『どうして』

『カタリナさんがレスティリアの味方とは限らない』

『絵が国宝だって』

『ハリーヤさんは国の騎士だった。でも、国を裏切ってカーネリアンに従ってた。カタリナさんがそうでないって保証は無い』

　翔しよう子こは納得のいかない顔をするが、康やす雄おは指だけで翔しよう子この左目を指さす。

『森の中で初めて会ったとき、カタリナさんはその左目に驚いてたけど、怖がったりしなかった。だからおかしいんだ』

「？」

『シィはアンテ・ランデでは恐ろしい怪物だ。魔ま導どう機き士しだってやられることがあるのに、ただの画家が怖がらないのは変だ』

「……」

『ハリーヤさんと同じように、もしかしたら閂かんぬきについて知ってるのかもしれない。もちろん実はもの凄い魔法使いで、年齢なんか問題ないくらい強いのかもしれないけど、その確信が得られるまでは油断できない』

『なるほど』

『だから、明日以降も、俺達は何も知らない異世界人。実際知らないことの方が多いし、知ってても驚けることの方が大半だろうからそこまで気負わなくてもいいとは思うけど』

『おばさんのことは？　おばさんも有名なんでしょ？』

「あー……」

　康やす雄おは少し難しい顔をしたが、すぐにフリック入力を再開する。

『親おや父じのことを知らなかったって言った以上、母さんのことも主婦だと思ってたって言うしかないだろうな。その代わりマドカって名前であることを必要以上に隠すと不自然になるから、聞かれたら返事しなきゃだめだ』

　勇者ヒデオの魔王コール戦役後の生活が知りたい人ならば、康やす雄おに『ヒデオの妻はどんな人物か』と聞いてくるだろう。

　康やす雄おは母が大賢者扱いされているとは知らない設定なので、普通の主婦、普通の人だと答えるしかない。

　ここで、カタリナが『マドカ』の名前を出してきたら、康やす雄おは『母親と同じ名前だ』と驚かねばならない。

　そして母親の名を聞かれたら『マドカ』だと答え、その後に聞かされるであろう『マドカもヒデオと同じくアンテ・ランデで活躍した魔ま導どう士だ』という話に驚かねばならない。

　とにかくしらばっくれるには、マドカ・スギウラの話題は後に用意しなければならない噓うそが膨大すぎるから、チャンスがあれば早めに明かしてしまった方がいい。

　時間をかけてそう解説する。

　すると翔しよう子こは大きく頷うなずき、

「……大変だ」

　思わず呟つぶやいた。

　康やす雄おも心の中で同意する。

　できるだろうか、自分達に、そんな演技が。

　黙っていても老ろう獪かいさと思慮深さがにじみ出てくる絵描きに対して、一時しのぎの噓うそがどこまで通じるだろうか。

「……とりあえず、大きな町までカタリナさんに送ってもらって、話はそれからだよ。いずれにしろね。目を隠せるものとか、都合してもらえないかどうかも明日聞いてみよう」

　聞かれても問題ない言葉は、さらっと声に出す。

　実際、英ひで雄おやレスティリアについての申し合わせ以外に打てる対策は無いのだ。

　二人とも、英ひで雄おやディアナのように、危機を退けられる力を持っていない以上、怪しくても、カタリナに頼らざるを得ないのである。

「……うん」

　翔しよう子こは頷うなずき、自分のスリムフォンを両手で握りしめる。

『……それじゃ、そろそろ寝よう。俺、床で寝るから……』

　話し合えることは全て話し合った。

　康やす雄おは二人の体温で温まった毛布から出ようとして、

「ま、待って、ヤス君」

　不安げに揺れる翔しよう子この声と手に呼び止められた。

「……いいよ。寝よう。一緒に」

「いっ!?」

　突然翔しよう子こからそんなことを言われて、今度は康やす雄おが沸騰してしまう番だった。

「へ、変なことしたら、さっきの狼おおかみみたいにされると思ってよ……で、でもほら、ヤス君だって疲れてるのに、私一人ベッドに寝てるの、何か気ぃ悪いしさ、あと、その、あと……」

　翔しよう子こは、スリムフォンを枕の下に入れると、康やす雄おの手を包む。

「手、握っててほしい。一人は、怖い」

　不安に揺れる瞳に真まっ直すぐ見つめられた康やす雄おは、思わず息を吞のんだ。

「こ、こっちだって恥ずかしいんだよ。何よ、さっきもこの前も私を恥ずか死にさせそうなこと平気で言ってたくせに……えいっ！」

　狼狽うろたえるだけの康やす雄おに痺しびれを切らした翔しよう子こは、握った康やす雄おの手を思いきり引っ張って、ベッドに引き入れる。

「変なことしたら、森の狼おおかみみたいになるんだからね。膝で顎ぐしゃってするからね」

「さ、さ、さっき聞いたよ……！」

「手、手握っててくれるだけでいいから、ね、恋人でしょ。むしろこの方が自然でしょ。ね、だから」

「分かった。分かったよ……！」

　観念こそしたものの、握った手からも康やす雄おの全身が強こわ張ばりに強こわ張ばって緊張しているのが、文字通り手に取るように分かる。

　決して広くないベッドの中で、体がぎりぎり触れない距離を保って横たわる康やす雄おと翔しよう子この間で、手だけがお互いの存在を伝え合うように熱を持つ。

「……た」

「……恋人でしょ」

「……し、翔しよう子こ……」

「何よ。さっきは自然に呼んでくれたから、ちょっと嬉うれしかったのに……」

「そ、それは……」

　その必要があったからだ。言うなれば芝居だ。

『本物の刀の重さを知ってれば、それを芝居に反映して演技に厚みが出ると思ってさ』

　芝居を打つ上で無意識のうちに思い出していたのは、級友、相あい生おい碧あお人とが語った演劇論。

　本物を知っていれば、厚みが増す。

　真実の感想が伴っていれば、その芝居は真実になる。

　なら、翔しよう子この名をすんなり呼べたその心にあるのは……？

「たて、し……翔しよう子こを……守らなきゃって、思ったから。呼べた」

　これほど顔が近くてもなお掠かすれているか細い声をしかし、翔しよう子こは聞き逃さない。

「嬉うれしいよ。嚙かまないで呼んでくれたら、もっと嬉うれしい」

　そして少しだけ恥ずかしそうに、握り合った二人の手に顔を隠してしまう。

「……ごめん。こんなことになって」

「ヤス君が悪いんじゃないよ。なんとか大きな怪け我がもせずに生きてる。ちょっと怖いけど、助けてくれる人もいる。それに……ヤス君が、一緒にいてくれてる。大丈夫だよ」

「頑張るよ」

「うん、頼りにしてる」

　そう言って赤い顔で微ほほ笑えむ翔しよう子この左目から、その瞬間、シィの炎がすっと消えた。

「し、翔しよう子こ……今、目の炎が……」

「うん。視界が変わったりとかしないけど、そうじゃないかなって思った」

「そうなの？」

「うん、きっとね……ヤス君」

「ん？」

「変なことしたら、狼おおかみだよ」

「それ何回言う……」

　康やす雄おはそれ以上言葉を続けられなかった。

　翔しよう子こが康やす雄おの手を更に引いて、ぴったりと康やす雄おの胸に額を当てて、体に手を回し抱きついたのだ。

「おやすみ」

「………………！」
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　康やす雄おは全身の筋肉と関節を強こわ張ばらせ、そのまま動くことができなかった。

　胸の前で、翔しよう子こが少しだけ顔を揺らす。

　康やす雄おの様子がおかしくて笑ってしまったのだと気づけるほどの余裕は、康やす雄おには全く無かった。

　抱きつかれたものの、宙に浮いた自分の手をどうするべきか。

　康やす雄おの脳は、そのことだけを焼ききれそうになるまで考えていた。

　触れていいのか、触れずにいるべきかの選択から、触れないのならどういう姿勢になるべきか、触れるならどこになら触れていいのかと、康やす雄おの脳内で永遠に結論の出ない脳内会議が一触即発の状態で繰り広げられる。

「…………すー……」

「マジかよ」

　そしてそんな康やす雄おに構わず、翔しよう子こは寝息をたて始めた。

　康やす雄おの緊張をもてあそんでいるのかと思いきや、体に回されている翔しよう子この腕が明らかに意志を失った重量に変化する。

　シィの炎の力で獣の群れを撃退した翔しよう子こは、やはり回復しきっていなかったのだ。

　それまでの不安や、カタリナとのやりとりで精神的な疲れもピークに達したのだろう。

　康やす雄おが少し身をよじってもなんの反応もないので、試しに肩を押してみると、あっけなく翔しよう子こは仰向けになる。

　わずかな間ではあったが、人間が二人で抱き合って横向きに寝る、という姿勢は体への負担が非常に大きいことが分かった。

　このまま翌朝までに体力が回復できない恐れがあるし、そもそも康やす雄おの精神が持たない。

　康やす雄おは、腰に残った翔しよう子この手をそっと拾い上げて翔しよう子この方に戻し、翔しよう子こが寝やすい姿勢を作る。

　そして自分は当初の予定通り床に寝るため起き上がろうとしたが、

「あ」

　そもそも翔しよう子この手が、そんな康やす雄おの心中を見透かしたように康やす雄おの手をかなり強く握り込んでいたのだ。

　これを無理に引きはがすと翔しよう子こを起こしてしまうかもしれない。

　数秒後、康やす雄おは観念してもう一度翔しよう子この傍そばに横たわった。

　翔しよう子こが仰向けに寝ているため康やす雄おのスペースはかなり狭いが、やむを得ない。

「はぁ……」

　眠る翔しよう子この横顔を見ながら、康やす雄おの瞼まぶたも少しずつ重くなってくる。

　やはり康やす雄お自身も、かなり疲労がたまっている。

「……俺、頑張るから」

　身近な女子との同どう衾きんという空前絶後の事態に動揺していた体が康やす雄おに睡眠を求め、やがて康やす雄おも静かに寝息をたて始める。







　そして二人が消し忘れた燭しよく台だいの蠟ろう燭そくが全て無くなる頃、部屋のドアが軋きしみ、カタリナが入ってきた。

　一つのベッドの上で微妙な距離を取って眠る少年と少女を見下ろし、絵描きは薄く笑う。

「さて……これは偶然なのかしら……それとも……？」

　そして窓の外を見た。

「何かの作為、なのかしら？」

　夜に溶けた森のざわめきの彼方かなたを横切ったのは、狼おおかみの鬼火であろうか。

　カタリナは夜を映す窓を横切る鬼火を一いち瞥べつすると、寝息を立てる康やす雄おの髪を軽く撫なで、そして部屋から出ていった。

「一応声をかけておいた方がいいかしらね」




　　　※




　翌朝、かなり酸味の強いパンと、森に自生する豆から抽出したというお茶の朝食をありがたくいただいた康やす雄おと翔しよう子こは、なんとなくお互い顔を見合わせることができなかった。

　目覚めたときについ目を見合わせて気恥ずかしい思いをした……わけではなく、お互い寄り添って眠ったことを忘れていたため、目覚めると同時に狭いベッドの上で弾はじかれるように身を引き、結果二人ともベッドから転落したのだった。

　カタリナが驚いて駆け込んでくるくらいには激しい音がして、二人とも目が覚めると同時になんとも言えぬ気まずさを味わったものだ。

　ついでに言うと、いつの間にか翔しよう子この左目には黒い炎が戻ってきていた。

「若いっていいわねぇ」

　しかも、そんな状況ということは同どう衾きんしていたと告白するも同然なため、カタリナの言葉の端々に、妙な誤解をしている、というアピールが透けて見えるからタチが悪い。

　汲くみ取とり式の厠かわやという異世界の洗礼を受けた後、カタリナは早速二人に出立の準備を促す。

　使い込まれたフード付きの外がい套とうを着せてもらった後に、

「さ、これ持って」

　翔しよう子こには骨盤矯正器具を彷ほう彿ふつとさせる固い座ざ布ぶ団とんのようなものを二つ。

　康やす雄おには、重くはないが内容量がありそうな、かなり大きなずだ袋が渡された。

　カタリナ自身も同じものをそれぞれ一つずつ両手に持っていた。

「これは？」

「袋は町でお金に変えるものよ。大事な商品だから、落としたりしないでね？」

　なるほど、世話になるのだから、むしろこういう用事を任せてもらえた方が康やす雄おとしても気が楽だった。

　警戒は怠らないが、それでもお互い友好的であるうちは、きちんと社会常識に照らし合わせて対応するのが吉である。

「ショウコのは、これからすぐ使うものよ」

　カタリナは悪いた戯ずらっぽく笑うと二人を外へと誘う。

「わあ、こんな所だったんだ」

　翔しよう子こはこのとき初めてカタリナのアトリエを外から見た。

　森の中の切きり妻づま屋根のログハウス、というイメージをしていたが、コンクリートにも似た建築材で補強され、洞穴と半分一体化した、砦とりでのような堅けん牢ろうな外観をしていた。

　アトリエ周辺は少し不自然なくらいにスペースが確保されているが、庭や畑ではなく、かなりしっかりと踏み固められていて雑草もほとんど生えていない。

「俺も連れてきてもらったとき、工場か砦とりでかと思ったよ」

　翔しよう子この感想に先んじて、康やす雄おが言う。

「私ももう少し素敵な外観にしたかったんだけどね、仕方ないのよ、この森では」

　そう言うと、カタリナはおもむろに小さな銀色の筒を取り出し、それを口に咥くわえた。

　サッカーの試合で響くホイッスルよりも甲高く細い音が森の木々をすり抜けて周囲に拡散してゆく。

　そして待つこと十数秒。

　突然周囲に風が巻き起こり、何気なく上を見上げた翔しよう子こは目を見開いた。

「ヤス君！　あれ！」

「あいつは!!」

　空から、恐ろしく巨大な生物がゆっくりと翼のような器官をはためかせて、三人の前に降りてくるではないか。

　間違いなくそれは、康やす雄おと翔しよう子こが森の中で後を追っていたあの『鱗うろこ象ぞう』であった。

　途中で獣道が消失したのは、鱗うろこ象ぞうが空を飛べる生物だったからだ。

　だがこんな巨体が羽ばたきで飛ひ翔しようするなど、信じがたいことだ。

　正面から見た鱗うろこ象ぞうの顔つきは、象というよりも球状のサイに近かった。

　三人の前に悠然と降り立った鱗うろこ象ぞう改め鱗うろこサイは、踏み固められた地面にぺったりと伏せてる。

「これが鱗うろこ龍りゆうよ。これに乗って町まで行くわ」

　これだけずんぐりむっくりしているが、象でもサイでもなく龍りゆうらしい。

「この森は鱗うろこ龍りゆうの生息地で、たまにアトリエの上に着陸されちゃうの」

　こんな巨体が降りてくるなら、確かに要塞レベルに補強された建物でなければ中にいる人間はたまったものではないだろう。

　周囲の地面が妙に踏み固められているのもこいつの仕業に違いない。

「こ、これ本当に乗れるんですか？」

「見た目と違って大人しい生き物よ。このサイズなら大人が六人は乗れるわ。私が上に上がるから椅子を投げてよこして」

　カタリナは慣れた様子で鱗うろこ龍りゆうの腕と肩に手足をかけてその背に上り、あの骨盤矯正座椅子を鱗うろこの背に一つずつはめ込んでいった。

　つまりあれは、この鱗うろこ龍りゆうの鞍くらだったのだ。

「この子に乗っていけば、ゲールデイトまでは三時間くらいで到着するわ」

「空を飛んでいくんですか？」

「まさか。そんなことしたら市壁の対空魔ま導どう兵に撃ち落とされちゃう。ゆっくり地面を歩いていくのよ」

「たいくうまどうへい？」

　本当にその言葉を聞いたことの無い翔しよう子こが素直な疑問を口にし、カタリナは少し思案顔になる。

「……少し、勉強が必要そうね。時間はたっぷりあるから、道すがら、ちょっとおばさんの話を聞いてもらおうかしら。とりあえず、乗ってちょうだい」

　その後、康やす雄おと翔しよう子こは、カタリナの五倍くらいの時間をかけて鱗うろこ龍りゆうの背に乗り込んだ。

　鱗うろこ龍りゆうが立ち上がる瞬間は視界が一気に上昇し、

「すっげえ!!」

「うわあ！　高い！」

　康やす雄おも翔しよう子こもつい歓声を上げてしまう。

「そんなに喜んでもらえるとは思わなかったわ。ヤスオ、袋を落とさないでね」

　苦笑したカタリナがまた小さく笛を吹くと、鱗うろこ龍りゆうがゆっくり動き始める。

　動きそのものはゆったりに見えるが、巨体故に一歩の幅が大きく、あれほど必死に歩いた森の木々がもの凄い速さで後ろに流れてゆく。

　今日の天気も快晴とはいかないようだが、雨は上がっていて日差しが差し込む瞬間もある。

　見通しも大分良く、巨大なシダ植物や、真っ青な果実が生なっている木などを見るに、やはり日本とは全く違うことがぼんやりした印象からも読み取れた。

　森を行く道中、カタリナは康やす雄おと翔しよう子こに、アンテ・ランデという世界の基礎的な情報をレクチャーしてくれた。

「三十年前の魔王コール戦役のことから話せばいいかしらね。トルジェーソ大公国の地の底から現れた悪魔の群れを、あなたのお父様、勇者ヒデオとその仲間達が倒した話から」

　三十年前に魔王コール戦役があり、異世界の勇者ヒデオがそれを倒したこと以上には触れられず、康やす雄おが母のことを話す機会はここでは無かった。

　あとはシィ問題など、ディアナやハリーヤから聞いていたことの焼き直しでしかなかったが、いくつかレスティリア人のディアナからは出てこなかった情報があった。

　それが、今いるガズ共和国の立場と、ガズ共和国での勇者ヒデオの印象である。

　ガズ共和国は大国のレスティリアとバスケルガルデ連邦に挟まれ、常に双方の政治的圧力に晒さらされているらしい。

　共和制の国であるが故に絶対的な権力を持つ存在が無く、国内は大きく親レスティリア派と親バスケルガルデ派に二分されている。

　ガズ共和国は、かつての魔王コール戦役における勇者ヒデオに関わる古戦場が最も多い国でもある。

　それだけに勇者ヒデオを英えい雄ゆう視する傾向はレスティリア並かそれ以上なのだが、裏を返すとそれだけガズ共和国で多くの犠牲が出たということでもある。

　これを、レスティリアやバスケルガルデがガズ共和国を防波堤として使った、と考える向きがあり、勇者ヒデオは信奉しても、自分達を都合良く使って犠牲を強いたレスティリアやバスケルガルデを恨む人も多い。

　魔王コール戦役からまだ三十年。

　戦役を記憶している人は数多く、その上で現在世界に迫るシィの危機から、ガズ共和国の政情は水面下で密ひそかに、だが確実に乱れ始めているという。

「一応は友好的な大国に挟まれているだけあって、目立って治安が乱れているということはないわ。戦役の記憶が濃い騎士団も精強よ。現在の主力である魔ま導どう機き士し達もね。ただ、それだけに何かの火種が大きくなったときに、魔ま導どう機き士し団が割れるようなことがあったら、この国は大変なことになるわ。レスティリアやバスケルガルデの保護から零こぼれた戦災難民も、とりあえずはみんなこのガズ共和国を目指すの」

「それは……大変ですね。この国の国土面積って、どれくらいなんですか？」

「大きくはないわ。バスケルガルデとは比べ物にならないし、レスティリアに比べても半分くらいだと思う。でも、古くから交通の要衝として栄えたおかげで、経済的には豊かよ。そういった土壌のおかげで共和制の歴史も長いわ。共和制って分かる？　ニホンも共和制だって聞いた気がするけど」

「ええっと……ちょっと違うんですけど、似てるところはあります」

　確かに日本は民主主義に基づいて主権を国民が持ち、選挙によって選ばれた国民の代表が国家を切り盛りするという点では共和制と共通するが、天皇を戴いただいているので事実上は立憲君主国となる。

　また、共和国と民主主義国はイコールではないため、共和制を謳うたいつつ連邦国家に属していたり、王を戴いただく共和国も歴史上存在する。

「国家元首はいるんですか？　その人がどっち派かでも結構話が変わるというか」

「あなた達の言葉ではなんて言うんだったかしら。ええっと、だい……だい、大統領か。大統領は中立だけど、実際はレスティリア派よ」

　シィ対策では、他ならぬレスティリアですら勇者ヒデオ招しよう聘へいについて大きく意見が分かれていたほどだ。

　まして勇者ヒデオ召喚などという裏技を選択肢に入れられない国など、より混迷を深めているに決まっている。

「町が近づいたら、ショウコはフードを目ま深ぶかに被かぶっておいてね。私の同行者ってことならちょっと多く通行税を払えば詮索はされないと思うけど、用心に越したことは無いから」

「分かりました」

　シィの恐怖が蔓まん延えんしている中で、瞳にシィの炎を宿した少女が現れたら、パニックになるに決まっている。

　一晩寝て起きたら、翔しよう子この左目の炎はまた黒々と灯ともっていた。

　何かを近づけても燃えることは無いが、包帯などで覆っても隠すことができなかったため、フードを被かぶって左目を見られないようにするより他ない。

「……そういえば」

　ウィリアムもあの赤い瞳だけは隠しようがないと言っていたが、もしかしてウィリアムは、翔しよう子こと同じ性質を持っていたりするのだろうか。

「どうしたの？　ヤス君」

「……いや、なんでも」

「炎のことならよっぽど近づかれない限り、大丈夫だと思う……」

「え？」

　康やす雄おが考えていることとは違うことを言い出した翔しよう子こは、フードを上げると一瞬だけ躊躇ためらった後、

「……えいっ」

「へ」

　ちょっとした気合いとともに、隣に座る康やす雄おの手を握る。

　すると、風にそよいで額からこめかみあたりまで燃え上がっていた黒い炎が、一気にライターの炎くらいにまで小さくなったではないか。

「あらあら……」

　カタリナは翔しよう子この目と繫つながれた手を見て、

「あらあらあら」

「な、なんですかっ！」

　大変に含みのある目で康やす雄おを見た。

　康やす雄おは顔を赤らめて喚わめくが、かといって翔しよう子この手を振り払うわけにもいかず、翔しよう子こは翔しよう子こで、

「……へへ」

　少しだけ顔を赤くしてはいるものの、満更でもなさそうだから困ったものだ。

　理屈は分からないが、翔しよう子このシィの炎は、翔しよう子こが康やす雄おと接近すればするほど小さくなるようだ。

　完全に消すには、それこそ昨晩のように……。

「仲が良くて、何よりね」

「面白がらないでくださいっ！」

「うーん……でもこれ結構重い女だよなー」

「そっちも何言ってんの！」

　康やす雄おをとことん居たたまれない気分に追い込んで、翔しよう子こもカタリナも満足したようにまた前を向いた。

「とにかく、これでなんとかなりませんか？」

「うーん、まぁそれでも油断はしちゃだめよ。ゲールデイトはまだそれほどでもないけど、ガズ全域で言えばシィの被害は深刻だからね。そんな中でまた魔王コール戦役みたいに大国にいいように使われたくないって意見が増えてるのよ。だから正しい独立を維持しようって言い出す勢力も現れて、結構人気を集め始めてるの」

　国粋主義、とまでは言わないまでも、民主的な共和制国家だからこそそういった勢力も勃興してくるのだろう。

　それはある意味とても自然なことで、普通なら聞き逃しても問題ない、よその国の事情だ。

　それよりも、手に感じる翔しよう子この手の熱と柔らかさの方が余程問題であったはずだった。

「より強固な独立を考えているのは元は戦災難民を保護していた組織で、炭鉱のカーネリアンって言ってね……」

「「……っ！」」

　炭鉱のカーネリアンの名さえ、聞かなければ。







「おおー！」

　視界が急に開け、翔しよう子こが歓声を上げる。

　森を抜けた途端、広大な平野が三人を迎え、かなり遠方ではあるがはっきりと、城塞のようなものが見え始めている。

「あれがゲールデイトですか!?」

「そうよ。ガズ共和国随一の城塞都市。ヒデオ聖剣川を祀まつる聖王神教会の大聖堂を有していて、宗教上もガズ共和国にとっては重要な街よ」

　聖王神教会。

　その名は、康やす雄おもハリーヤから少しだけ聞いていた。

　地球の例に漏もれず、歴史的にかなり清濁が混ざり合った聖なる魔境であることが窺うかがえるが、一般民衆にとっては日々の信仰のよりどころとして十全に機能しているのだろう。

　それにしてもヒデオ聖剣川の名だけは何度聞いても耳慣れないが、はぐれた父の名とこんな形で再会するのは、とても妙な気分だ。

「ヤスオも、一応顔は隠しておいてね。そう簡単にヒデオの顔を思い出せる人がいるとも思えないけど、覚えている人だっているかもしれないから」

「分かりました」

　森から抜けただけでも、見通しの良くなった平野のあちこちに、ぽつぽつと馬車らしきものが城塞都市に向かっているのが見える。

　今の内から警戒しておく方が良いだろうと、康やす雄おも翔しよう子こも外がい套とうのフードを被かぶった。

　緊張はしている。

　だが、それでもわくわくを抑えきれない。

　異世界とは、要するに新しい社会だ。

　自分の人生で培つちかってきた常識に縛られない、未知の人々による社会だ。

　やがて鱗うろこ龍りゆうを市壁外の専門の馬房のような所に係留し、市壁を特に問題なく通り抜けた二人が訪れた異世界の街ゲールデイトは、

「なんだか街……って感じじゃありませんね」

　影の多い街並みであった。

　翔しよう子この呟つぶやきに、カタリナは軽く目を見開く。

「分かるの？」

「なんとなくですけど、なんか、暗いというか、太陽光が少ないっていうか」

　折角鬱うつ蒼そうとした森を抜けて明るい平野に出たのに、今度は人工の森に入ってしまったかのようだった。

　背の高い建物が多く、路地は入り組んでおり、街行く人の数もまばら。

　日本で路地裏に入るのともまた違うのは、路地の先を見据えても陽光が入り込んでいるイメージが無いということだ。

　かと言って、煤すすけていたり、退廃的な空気があるのかというとそういうわけでもない。

　路地が落書きやゴミで溢あふれているとか、近づきがたい空気の人々がそこらにたむろしているわけでもない。

　とにかく、康やす雄おと翔しよう子こが日頃イメージする『街』とは根本的に成り立ちが違うことが肌で感じられるのである。

「そうね、まだ少し時間があるし、折角だから観光してみる？」

「「観光？」」

　思いがけない言葉に康やす雄おと翔しよう子こは目を見開く。

「ショウコ。驚くのはいいけど、あまり顔は上げないで。どんなに小さくてもシィの炎はやはり目立つわ」

「あっ、す、すいません」

　慌てて翔しよう子こはフードを更に目ま深ぶかに被かぶる。

　康やす雄おとの距離感で炎の噴出を抑えられるとはいえ、常に手を繫つなぎっぱなしというわけにもいかない。

　警戒は常に万全にしておかねばならないのだ。

「来る途中に、この国の色々な話をしたでしょう。ショウコの感じた違和感の正体は、この街の『名所』を観光すれば分かると思うわ。ついていらっしゃい」

　そう言うと、カタリナは先に立って歩き出した。

「ここは城塞都市で、魔王コール戦役の頃、この地域の実質的な最前線の役割を果たしてきた。そしてこの町は交通の要衝。だからこそ、この街はこんな形にならざるを得なかったの。まずは、あそこに行ってみましょうか」

　カタリナがそう言いながら指さす先は、周辺でも最も高い塔のような建物だった。







「うっわああっ!!」

　この世界に来てから幾度目の歓声であろうか。

　翔しよう子こは足場のギリギリに立って、視界いっぱいに広がる、絵に描ききることなど到底不可能な『雄大さ』に驚嘆していた。

　石造りの、五十メートルほどの塔。

　その最上階のテラスは、ゲールデイト周辺を一望できる展望台であり、見張り台であった。

　一階の入り口にあった兵士の詰所のような場所で荷物を預けたとはいえ、エスカレーターやエレベーターに慣れた現代っ子の康やす雄おには、切り立った石造りの階段をひたすら上がっていくのはなかなかしんどかったが、その上に広がる光景は、そんな疲労を軽々と吹き飛ばすものだった。

「す、凄すごいな……」

　高さとしては、現代日本の首都圏に生きる康やす雄お達にとっては、さほど驚くに値しない。

　だが、その眺望の奥行きと幅は、およそ現代日本に生きていては見ることができないものばかりであった。

　足元のゲールデイトの都市景観も圧倒されるものがあるが、それを包む自然に、何よりも驚嘆する。

　森と、平原と、彼方かなたの山と、空だけが、視界を占めている。

　日本の有名な高所展望施設から望めるのは、どこまで行っても都市の風景であり、その途中からは山麗が視界を区切ってしまう。

　だがこの展望台からは、空と大地の境目を見ることができたのだ。

「すっごいすっごいすっごおおい!!」

　翔しよう子こは最上階に来た途端にそれしか言わなくなり、実際にそれ以外に言えることが無いほどにその景色は二人にとって衝撃的であった。

「あの森が、カタリナさんの住んでる森ですよね」

　康やす雄おが指さすと、カタリナは頷うなずく。

「そう。そして、見えるでしょ。あの森を横切って流れて、この街の西の端に入り込んでいるのが、あなたのお父様が悪魔との戦いの末に生み出した『ヒデオ聖剣川』よ」

「本当にその名前、どうにかなりませんか」

「私に言われてもね」

　ヒデオ聖剣川は、上から見るとかなり広大かつ長大な河川であることが分かる。

　父は、戦闘中の悪魔の攻撃による鉄砲水か何かが原因でできた、と言っていたが、鉄砲水という単語から想像するにはあまりに遠くから流れているように見えた。

　その水源は、昨夜散々迷った森の中を抜け、その遙はるか奥にかすかにかすんで見える山麓にあると見て間違いなさそうだ。

　この川が三十年前まで存在しなかったのだとしたら、一体その父と悪魔との戦いは、どれほど大規模かつ、異様な戦闘だったのだろう。

　地球の現代兵器から想定されるものとは、全く異なものであろうことは想像に難かたくない。

「見てもらって分かると思うけど、この街の周辺には軍勢の侵攻を妨げるものが、何も無いのよ。あの遠い遠い山を越えられたら、あとはここまで一直線。そして背後はレスティリアにもバスケルガルデにも通じる広大な平野。だからこのゲールデイトは、蹲うずくまった亀みたいな姿になってしまったの」

　街が暗い最大の理由が、この街が有事には名前通りの城塞として機能しなければならない宿命を負っているという点にあった。

　城壁は高く、建物は密集し、路地は侵入者を惑わせるように細く入り組んでいる。

　魔王コール戦役当時はもちろん、それ以前の歴史においても、この街は交通と経済の要衝として、多くの野望の目に晒さらされてきたのだろう。

「私の目的地は、ちょっとここからじゃ見えづらいけど、あそこの市場よ。ヤスオがさっき下で預けたのは、今朝あなた達も飲んだお茶の元になる豆を乾燥させたものなの。そして、あなた達の目的地は……この場合、あそこということになるのかしら」

　カタリナが指さしたのは、市場からは丁度今いる場所を挟んで街の反対側にあり、大きさはこの展望台とほぼ同程度の、高い建物であった。

　建物が密集しているこの街にしては珍しく、周囲にある程度のスペースが確保されている。

「あれは？」

　康やす雄おの問いに、カタリナは事もなげに答えた。

「ガズ騎士団のゲールデイト本部よ。勇者ヒデオの家族だってことが分れば、きっと手厚く保護してもらえるでしょうね」

「！」

　康やす雄おは思わず息を吞のむ。

　疑いたくはないが、どうしてもカタリナの口から父の名が出ると身構えてしまい、それを見透かされるかもしれないという恐れが湧く。

　康やす雄おはそれを誤魔化すように、カタリナに質問を発した。

「カタリナさん。この国の『騎士』って、どういう身分なんですか？」

「どういうこと？」

「いや、騎士って、普通に使う日本語の感覚だと馬に乗って戦う、歩兵より豪華な戦士程度の認識なんですけど、実際はそうじゃないことの方が多いから……」

　うまく言葉を紡つむげないことにもどかしさを感じる康やす雄おだが、横から翔しよう子こが康やす雄おの意図を汲くんで言葉を継いだ。

「元いた世界では『騎士』って言葉が示す身分が、時代や国によって大分違うんです。ヤス君が聞きたいのは、ガズ共和国の『騎士』は荘しよう園えん領主のようなものなのか、王様とかに功績を讃たたえられた名誉職なのか、職業軍人なのかってことだと思います」

　翔しよう子この言葉を聞いてカタリナは得心したようだった。

「この国では『騎士』は身分や称号ではなく『職業』よ。共和国首都の騎士団本部が管掌していて、実質全ての『騎士』は『魔ま導どう機き士し』と思ってもらっていいわ。仕事は治安維持と領土防衛ね。これで答えになるかしら？」

「あ、はい。ありがとうございます」

　ということは、少なくともゲールデイト本部という場所で保護されれば、名ばかりの騎士の称号を持つ地方貴族に幽閉される、というようなことはないわけだ。

　そんなことを考えていると、不意にカタリナの深刻な視線と目が合った。

「あなた達はかなり高度な教育を受けているのね」

「はい？」

「森からここまでの短い間の会話で、あなた達が少なくとも歴史と政治、数学と経済についてかなり高い教養を持っていることは分かったわ」

「そ、そうですか？」

「あなた達は私がこの国について解説する間、単語についての質問が一切無かった。例えば『共和制』なんて、この国に住んでいたって意味が分からない人が大勢いるような言葉よ」

　それはあまりに過大評価ではなかろうか。

　少なくとも、康やす雄おも翔しよう子こも、自分が特別博識だとは思わないし、それくらいのことは、ちょっと真面目に受験勉強をしている文系学生や国公立大学志望の学生なら簡単に理解できる話だ。

　素直にそう返すと、カタリナは少し呆あきれたように肩を竦すくめる。

「それが普通だと言いきれるなんて、やっぱり異世界はとんでもない場所なのね。あなた達みたいな子が、ごろごろいるんでしょ？」

「「……」」

　康やす雄おと翔しよう子こは、思わず目を見合わせる。

　二人にしてみれば、目の前のカタリナも、このゲールデイトの街も、驚嘆すべき異世界の要素だ。

　当たり前のように人々が魔法を使い、空を飛び、異形の生き物を使役している。

　これほどのことができる世界の人間が、一体どうして日本を脅威の異世界などと評するのか。

　するとカタリナはそんな二人の考えを感じ取ったようだ。

「アンテ・ランデ広しといえども、全ての国民が学校で教育を受けられる国なんて一つも存在しないわ。もしかしてあなた達、アンテ・ランデに住む全ての人間が魔ま導どうや魔法を使えると思ってない？」

　思っていた。

　康やす雄おは、心のどこかでそう思っている自分を発見し、愕がく然ぜんとした。

「魔法が使えるのも、魔ま導どう機き士しになれるのも、もっと言えば学校で学べるのも、アンテ・ランデでは限られた人だけよ。魔王コール戦役後は、よりその傾向が強くなっていると言っていい……折角だから、市場に行く前にもう一ヶ所、案内したいところがある。観光というには、少し辛つらい場所になるかもしれないけど」

　カタリナはそう言うと、さっさと展望塔を降りていってしまう。

「ど、どこに行くんですか？」

「三十年前の傷跡」

　カタリナの返事は、簡潔だった。




　　　※




「ここは……」

　似たような石造りの建物が立ち並ぶ中で、その建物は際きわ立だって老朽化した印象を抱かせた。

　外観は教会か聖堂のようにも見え、高い建物が並ぶこの町にしては珍しく二階建てだ。

　錆さびた門もん扉ぴの奥には中庭のようなものが見えるが、むき出しの土の地面にみすぼらしい木が一本立っているだけで、特に美しい景観でもない。

　カタリナは、建物を囲む壁に打ちつけられたおざなりな表札のようなものを指さした。

「『蛍の家』って書いてあるの。蛍がどういう虫かは知ってる？」

「それはもちろん……」

「発光するけど熱を出さない蛍は、炭鉱の奥深くでは引火や爆発の心配が無い光源として使われることがあるのよ」

「へぇ……そうな……ん」

　今、カタリナは妙な単語を出さなかっただろうか。

「もちろん蛍の光なんて、照明としてはほとんど役に立たない。それでも炭鉱で働く人々にとって、そんなささやかで不確かな灯あかりでも、命を預けるに足る灯あかりだった。ここは、そういう場所」

　康やす雄おは思わず身構える。

　ほとんどそれは反射であった。

　カタリナは今、はっきりと『炭鉱』と言った。

「ここは難民支援組織、炭鉱のカーネリアンが運営する施設の一つよ」

「っ!!」

　身が竦すくむ。心胆が冷える。

　これまで抑えられてきた警戒心が、心臓を恐ろしい勢いで動かし始める。

　カタリナの怜れい悧りな横顔が、冷や汗を浮かべる康やす雄おを見た。

　その目の奥にあるものは一体なんなのか。

　やはりカタリナは、翔しよう子こが『閂かんぬき』であることを知って、炭鉱のカーネリアンに引き渡しに来たのか。

　魔法を使えるらしいカタリナから、翔しよう子こを連れて逃げられるか。

　パニックに陥りかけた康やす雄おの思考が爆発する直前、

「っ!?」

『蛍の家』の奥から、甲高い鐘の音が聞こえ、康やす雄おも翔しよう子こも、そしてカタリナもそちらを思わず見る。

　次の瞬間、

「「「××××!!」」」

　一体どこに隠れていたのだろうか。

　路地のあちこちから小さな子供達が突然姿を現し、何事かを叫びながら我先にと『蛍の家』へと駆け込んでいくではないか。

「えっ!?　えっ!?」

「わわわっ！」

　三人の足元をすり抜ける子供達は、みなみすぼらしく、瘦せている。

　だが目に宿る光は、どこか抜け目ない鋭さのようなものを感じさせた。

「今の子供達は……？」

　カタリナは答える代わりに、真まっ直すぐ一方向を指さす。

　あのみすぼらしい木の周りに、先程の子供達が車座になって座っている。

　何事かと見ていると、やがて『蛍の家』の中から、大人が一人現れた。

　擦り切れてボロボロになった長いローブを纏まとう老婆だった。

　老婆の手には、康やす雄お達が朝、カタリナに振る舞ってもらったものと似たようなパンの入った籠が提げられており、子供達の目は真まっ直すぐそのパン籠に注がれている。

　子供達の中の一人が老婆の隙を見てその籠に手を伸ばそうとするが、

「××!!」

「あっ！」

　翔しよう子こが思わず小さな悲鳴を上げる。

　老婆はその子供を、後ろ足で蹴りつけたのだ。

　蹴りつけられた子供は地べたに倒れ伏すが、それでも特に泣きもせず、拗すねたような顔を老婆に向けるばかり。

　一方で老婆の方は、翔しよう子この悲鳴を耳ざとく聞きつけたか、ぎょろりとした目をローブのフードから覗のぞかせて、こちらを睨にらみつけるように一瞬だけ見た。

　すると、カタリナがその老婆に向けて小さく一礼する。

「……」

　老婆もカタリナに気づいたのか、皺しわ深い瞼まぶたを少しだけ上に上げたが、すぐに子供達に向き直り、何事かを話し始めた。

　康やす雄おの耳には、老婆が何を言っているのかさっぱり分からない。

　恐らくはこの地域の言語なのだろう。

　言葉が分からなくても、お世辞にも、優しいとは言えない声色なのは分かる。

　それでも子供達は素直に老婆の言葉に聞き入っているようで、それから数分後、一人の子供に一つ、パンが配布された。

　もちろんあの蹴りつけられた子供も、きちんとパンを受け取っている。

　老婆は子供達全員にパンが行きわたったのを見ると、今度は広場の片隅に移動する。

　そこには、手押しポンプ式の井戸があった。

　老婆は集まった子供達の中から比較的年長であると思われる子供に何事かを言いつける。

　言われた子供はパンを食べ終えると、自分の両手にこびりついたカスの一粒すら逃すまいと手を舐なめてから、井戸のハンドルに張りつき上下に動かし始める。

　ほどなく、井戸から井戸水が吐き出されると、パンを食べ終えていた何人かがこれまた我先にとその水に殺到し、浴びるように飲み始めた。

　事ここに至ってようやく老婆は、はっきりとカタリナの方を向き、ゆっくりとした足取りでこちらに近づいてくる。

「……」

　炭鉱のカーネリアン、と聞いて、康やす雄おは大いに警戒していたが、目の前で繰り広げられた光景は、どうにも康やす雄おが抱いていたイメージと異なる。

　いや、むしろこれはもしかしたら、炭鉱のカーネリアン本来の……。

「××××、カタリナ!?」

　やがて三人の前にやってきた老婆は、半分怒鳴るような声でカタリナに何かを問いかけてきた。

「××××」

　カタリナも、康やす雄お達に分からないこの地の言葉で老婆に返事をする。

　二人のやりとりをただ固唾を吞のんで眺めているだけの康やす雄おと翔しよう子こだったが、ふと老婆が、康やす雄おの方にそのぎょろりとした目を向け、言った。

「なるほどね。一目見て分かったよ」

「えっ」

「あんた、ヒデオの息子だね？」

　やや癖があるが、はっきりとした日本語。

　しかも『ヒデオの息子』と断言する物言い。

　康やす雄おの警戒心が再びパニック寸前にまで沸騰しかけるが、老婆はすぐに嘆息すると康やす雄おから視線を外した。

「異世界から、ヒデオの息子がやってきた。また、戦いくさが起こるのかね。嫌だね。ただでさえ、切り詰めなきゃならないのに」

「ど、どういう、意味、ですか？」

「ああ？　決まってるだろ。勇者ヒデオは魔王コール軍に人間が勝てないから神様が呼んだんだ。今世界を脅おびやかしているものっていったらなんだい。シィだろうが。今回もアンテ・ランデの人間じゃあシィには勝てないから、神様があんたを呼んだに違いないよ」

　どうも様子がおかしい。

　老婆は剣けん吞のんな性格のようだが、康やす雄おを『勇者ヒデオの息子』と断じた割に騒ぎ立てるわけでもなく、炭鉱のカーネリアンが運営する施設にいる割には、シィに対し嫌けん悪お感丸出しの発言をする。

　ハリーヤの情報から連想される炭鉱のカーネリアンの構成員とは思えぬ態度だ。

　康やす雄おは訳も分からず、ついカタリナを見るが、カタリナは康やす雄おには一いち瞥べつもくれず、老婆に日本語で問う。

「そんなに厳しいの」

「三十年も経たてば、支援も滞る」

　問われた老婆は顔を歪ゆがめて『蛍の家』を振り返り、井戸水を水受けに溜ためて、それぞれに服を洗い始める子供達を見た。

「一頃は日に二百人の面倒見たこの蛍の家も、いまじゃああの数のガキども食わせるにもひぃひぃ言う有あり様さまさ」

「……あの、あの子達は、一体……」

　それまで様子を静観していた翔しよう子こが思わず呟つぶやいた問いへの老婆の答えは簡潔だった。

「孤児さ」

「え……」

　その短い言葉が示す事実の重さに、翔しよう子こは二の句が告げなくなる。

「理由はそれぞれ。捨てられた子もいりゃ、何かの理由で親が死んじまった上に身寄りの無い子が、この路地裏にゃあれだけ住んでる。ここは、ニホンの言葉で言うところの救貧院さ」

「きゅうひんいん？」

　耳慣れない言葉を、康やす雄おはすぐに漢字変換できなかった。

　翔しよう子こも同様だったようで、しばし目を瞬まばたいてから愕がく然ぜんとした表情を見せる。

「孤児院ではないんですか」

「孤児院てな、あいつらを住まわせる余力がある施設だろう。ここにはあいつらの寝床も、食わせるメシも満足に無い。今でこそガキどものたまり場だが、元々はトルジェーソの戦災難民をゲールデイトになんとかして定住させるための仕事をする事務所だ。ガキども引き取ろうったって必要な設備が無いんだよ。届出すりゃあ税金も余計にかけられちまう」

「そんな……」

　老婆の言では、魔王コール戦役後十年ほどは、近隣諸王国はもちろんガズ共和国の支援もあり、ゲールデイトの炭鉱のカーネリアンは、この蛍の家を含めかなり手厚い難民支援が可能であったという。

　だが、近年では戦災難民の定住が進み支援の効率が低下したことと、シィの出現によって社会不安が増大したことで、困窮者を救う余力が国全体で低下しているという。

　支援の手が激減したことで炭鉱のカーネリアンの組織力自体が低下しており、こういった小さな施設は、現在では元炭鉱のカーネリアン所属というだけでほとんど連絡らしい連絡も無く、実質的な運営はこの老婆のように元々いた管理者と地域の支援のみで支えられているらしい。

「カタリナさんは、この蛍の家とは一体どういう……」

「この女は妙な女でね。絵描きだなんて貴族の遊びでさんざ儲もうけたよく分からん金を寄越そうとするんだ」

　康やす雄おの問いに、老婆は悪口で答えるが、カタリナは小さく微ほほ笑えんだ。

「こちらのケリー院長は昔から克己心が強い照れ屋でね。魔王コール戦役のときに私の一家の避難を支援してくれた人なんだけど、人からの支援を最低限しか受けないのよ。私としては家族の命を救ってくれた人だから色々してあげたいんだけど、寄付金を押しつけるのが大変で」

　悪口なんだか褒め言葉なんだか、若者二人はおばさま二人の言い方に目を丸くしてしまう。

　ケリーという名らしい老婆もこの程度のことで狼狽うろたえたりせず吐き捨てるように言った。

「私はね、みすぼらしくしてりゃ誰かが金の雨を降らせてくれると思うような育ち方させるつもりはないんだよ。地べた這はいずって泥水啜すするだけじゃ大人になっても世の中を疎うとむだけだが、ここで最低限腹に物を入れて服を清潔にできりゃ、矜きよう持じは保たれる。それでいいんだ。世を拗すねたって、世は助けちゃくれないってことを学ばなきゃ、ただでさえ生まれも育ちも悪いガキどもだ。ロクな大人になりゃしない。過剰な支援は単なる害なんだよ」

　早口にそう言うケリー院長の言葉からは、どれだけ汚い言葉を使ってもなお、子供達への愛がにじみ出ていた。

　その様子からは、シィを操り人の矜きよう持じを惑わすような悪意など微み塵じんも感じられない。

「だからね、あんた」

　ケリー院長は再び康やす雄おに目を向け、その細い両手で康やす雄おの肩を摑つかんだ。

「頼んだよ。この世界を、救っておくれね」

「え……あ……」

「安心しな。あんたの存在を吹聴して回るようなバカな真ま似ねはしない。ただその代わり、もしあんたが父親と同じ使命を背負ってアンテ・ランデに来たなら、あのガキどもが大人になる未来を守ってくれ。頼んだよ……」

　それは、哀願と呼べるものだったかもしれない。

　だが、康やす雄おはその想おもいを、例え噓うそでも受け止めることはできなかった。

　その力は自分には無いと、これまで散々思い知ったから。

　そんな困惑が伝わったのか、ケリー院長は思いがけず優しい顔で、頷うなずいた。

「正直な子だね。悪かったよ」

　そして、康やす雄おの肩から手を離す。

「あんたの父親も、来たばかりの頃は逃げ癖が酷ひどかったって聞いてる。そりゃあいきなり世界の命運を託したなんて言われても、困るだけだろうしね。ニホンじゃ社会から大人扱いされんのが随分遅いらしいね。まぁ、さほど期待はせずに待ってるよ」

「は……はい……」

　康やす雄おは、曖昧に頷うなずくことしかできなかった。

　だが、カタリナがここで何を見せたいのかは、もう十二分に理解した。

『異世界アンテ・ランデ』の、現実の一側面だ。

　カタリナは、康やす雄お達がレスティリアの上層部と繫つながりがあることを知らないはずだ。

　だがそれでもなお、康やす雄おや翔しよう子この異世界の社会常識への誤解を、この現実を見せつけることによって解こうとしたのだろう。

　もちろんこのことで、康やす雄おや翔しよう子この目的が変わるわけではない。

　だが、それでもアンテ・ランデという世界が、日本や地球と文化的背景を異にするだけの、れっきとした人間社会であるということを生々しく感じさせたのだ。

「……おばあさんは、とても日本語が上手ですね」

　わずかに弛し緩かんした空気の中で翔しよう子こがそう言うと、ケリー院長は鼻を鳴らす。

「昔のカーネリアンじゃ、貴族からも支援を引き出すために基礎教養として勇者ヒデオの故郷の言葉が必要になることが多かったんだよ。ガズにゃ喋しやべれる人間は多くないがね。ところで見たとこ、あんたもニホンから来たのかい？　まさかあんたも、マドカ・スギウラの娘とか言い出さないだろうね？」

「あ、いえ、私は……」

　翔しよう子こは首を横に振ったそのとき、康やす雄おに一瞬の迷いが生じる。

　ここにきて、突然マドカ・スギウラの名が飛び出してきた。

　それが、母の名であると、今ここで明かすべきか。ヒデオの息子、というだけでケリー院長が子供達の未来を唐突に託してくるほどだ。

　もしこれで勇者と賢者の子だと知られたら、もう康やす雄おは日本に帰れなくなってしまうのではないだろうか。

　その一瞬の迷いが、結果的には吉とでた。

「×××××？」

　突然、男性の声がかけられたのだ。

　康やす雄おがはっと顔を上げてそちらを向き、翔しよう子こは思わず康やす雄おの背後に隠れる。

　年の頃は二十代前半か。康やす雄おより頭一つ高い背と、頑健な体つき、穏やかな面差し。

　整った制服の腰には、康やす雄おが見たことの無いものではあるが、はっきり『武ぶ機き』と分かる外観の剣のようなものが吊つり下さげられていた。

　ガズ共和国の、魔ま導どう機き士しだ。

「××カタリナ!!」

　魔ま導どう機き士しの男はカタリナのことを知っているようで、ぱっと顔を明るくしてカタリナに駆け寄る。

　カタリナも笑顔を浮かべて青年魔ま導どう機き士しの差し出す手を握り、何事か挨拶を返していた。

　康やす雄おは一応、翔しよう子こをさりげなく背後に庇かばいながら、カタリナに小声で尋ねた。

「こちらの人は……」

「ああ。彼はゲールデイト駐留騎士団の魔ま導どう機き士し、フィーグライド曹長よ」

「おや、今はニホン語の時間ですか？」
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　カタリナがヤスオに青年魔ま導どう機き士しを紹介すると、フィーグライドと呼ばれた魔ま導どう機き士しもさっと日本語を話し始める。

「丁度良かったわフィーグライド曹長。後で、本部の詰所に寄ろうと思っていたの。あなた、今日は本部にいるのかしら」

「カタリナさんが自分を指名してくださるのなら、中佐も自分をずっと本部に張りつけておくと思いますよ。何か大事なご用ですか」

　フィーグライドはカタリナに対して、随分と丁寧な物腰で対応している。

　もちろんカタリナの方が年長なのだから不自然ではないのだが、彼が言う『中佐』が上役か、本部とやらの責任者なのだとしたら、カタリナは康やす雄おが思っている以上に影響力が強い人物なのかもしれない。

「実はあなたを通して騎士団本部にお願いしたいことがあるんだけど、ちょっと重要な問題だから細かい話は後で本部でするわ。これから市場に行くんだけど、そこでの用事を済ませた後……そうね、お昼過ぎに伺うわ」

「承知いたしました。お待ちしております。それで……」

　フィーグライドはそこで、カタリナの後ろにいる、フードを目ま深ぶかに被かぶった翔しよう子こと康やす雄おをちらりと見る。

「ああ。この二人？」

　カタリナはさも今気づいたという風に、二人を振り返る。

「実はね、とあるやんごとなき方のお身内でね、ちょっとお忍びでゲールデイトを案内しているのよ。後で本部に伺ったときに紹介するわ。ね、二人とも、それでいいわね？」

「……はい」

「……す、すいません」

　顔を合わせているのにすぐに挨拶できないという失礼で居たたまれない康やす雄おと翔しよう子こだったが、康やす雄おも翔しよう子こも、街中で一魔ま導どう機き士しに顔をまじまじ見られて良い立場に無い。

　フィーグライドは二人のそんな様子を特に気にした様子も無く、姿勢をただし、ガズ共和国のものと思おぼしき敬礼をし、

「ゲールデイト駐留騎士隊所属、フィーグライド・ルビーズです。お見知りおきください」

　どこまでも爽やかで誠実に自己紹介した。

　おかげで二人は益ます々ます居たたまれなくなってしまい、とりあえず日本人の習性として、

「「よろしくお願いします……」」

　と声を揃そろえ、深くお辞儀をしたのだった。

「で、お偉い魔ま導どう機き士し様が、こんな吹ふき溜だまりになんの用だい」

　そこに、ケリー院長がタイミングを見計らって会話に入ってくる。

　相変わらずの言葉選びだが、そこに隠しようの無い喜びが混じっているのは、明らかであった。

　フィーグライドも慣れた様子で懐ふところから小さな袋を取り出し、ケリー院長に向かって放り投げた。

　受け取るケリー院長の手元で、重めの金属音が小さく響く。

「弟妹達が、腹減らしてちゃいけないと思いましてね」

　フィーグライドはそう言って、肩を竦すくめ、

「この母はケチで通ってますから、小遣いやっとかないとろくにメシも食わないんですよ。実はついこの間、念願の少尉官に昇進しまして、給金にかなり余裕が出たんです」

　最初の毅き然ぜんとした様子から一転、軽薄さをにじませる口調でそう言う。

「あら、それはおめでとう！」

　カタリナがケリー院長とフィーグライドを交互に見てくすりと笑い、康やす雄おと翔しよう子こも、これが二人の間では定番となったやりとりであること、更にある事実を理解する。

「フィーグライドさんは、蛍の家のご出身なんですか？」

「あんた何聞いてたんだい。ここは飯は食わせても、ガキの面倒を見るところじゃ……」

　翔しよう子この問いをケリー院長が遮ろうとするが、フィーグライドがさらにそこに被かぶせる。

「ええ、自分は特に賢いからと、母は熱心に騎士団に入る上での教養を授けてくれました。ニホン語も、その一環ですね」

「……」

「まぁ、自分がそう思ってるだけです。母は認めません」

「相変わらずなのね」

　またカタリナが笑い、ケリー院長は苦虫を嚙かみつぶしたような顔になる。

「これ以上用が無いならさっさと帰りな!!」

「はいはい、分かりました。それではカタリナさんも、お二人も、昼過ぎのお越しをお待ちしていますよ」

　フィーグライドは苦笑しながらケリー院長と三人に会え釈しやくをして背を向けると、軍人らしい姿勢の良さで路地の向こうへと去っていった。

「全く口の減りゃしない！　第一カタリナ！　あんたそもそも一体何しに来たんだい！」

「今言ったでしょ。やんごとなきこの子達の観光案内の途中で立ち寄っただけよ」

「ふん。またこの子らの絵でも描いて一ひと儲もうけしようってハラかい！」

「それもいいわね。高く売れたら、蛍の家に寄付してもいいわよ」

「そういうのをニホンじゃ『虎とタヌキとカバさんよ』とか言うんだろう！」

「「ぶっ」」

「何がおかしいんだい!!」

「「す、すいません……」」

　余りと言えばあんまりな間違いに、康やす雄おと翔しよう子こは揃そろって吹き出し、ケリー院長の怒りを買ってしまい、すぐに平謝り。

「あら？」

　そんなことをしていたら、いつの間にか子供達がケリー院長の傍そばまで来て、好奇心半分、恐れ半分に康やす雄お達を見つめていた。

「こ、こんにちは～……」

　翔しよう子こは目の炎を見とがめられないように注意しながら軽くかがんで手を振ってみるが、子供達は反応しない。

「え、ええっと、この子達は日本語は……」

「自分の国の文字だって満足に読めないガキどもが、異世界の言葉なんざ話せるわけないだろう」

「そ、そうですよね。えーと、お、お姉ちゃん達、怪しい人じゃないよー……なーんて」

「「「…………」」」

「は、はは……怪しい、よね」

　あやすような声を出してみても、返ってくるのは無表情と疑念の視線だけ。

　翔しよう子こも康やす雄おから手を離している以上、瞳のシィの炎をしっかり隠さざるを得ず、まったく目を合わせられないのだから仕方ないが……。

「ガキどもの関心を引きたきゃ食うものでも持っておいで」

「食べるもの……うーん、持ってるお菓子もお弁当もとてもみんなに行きわたるほど無いし、かといって今私達無一文だし……」

　子供達の冷淡な反応に対し翔しよう子こは真剣に悩んでいる。

「仕方が無いよ。この子達にしてみれば俺達はよく分からないよそ者だ。院長と話してる姿を見てるから、悪人ではないくらいにしか思われてないと思う」

　康やす雄おが慰めるようにそう言うと、ケリー院長も首肯する。

「その通りだね。それに、ガキだと思ってなめてかかると痛い目見るよ。私はこいつらが街で何をしてるか、知りもしないからね」

「この期に及んでそれはないと思いたいですけどね」

　親を亡なくしたストリートチルドレンが口に糊のりをしようと思えば、日々の行動の選択肢は限られる。

　中には、スリなどの犯罪に手を染めている子もいるのかもしれない。

　だがゲールデイトの治安は悪くないようだし、さすがにこの期に及んで康やす雄お達に何かするとは……。

「それが甘いってんだよ。これ！」

　そう思ったとたん、ケリー院長は集まった子供達の輪から少し外れた所にいた男の子の襟首を、乱暴に引っ張った。

「あ、ちょ、ちょっと」

　ケリー院長の行動に驚く康やす雄おだが、

「ポケットに入ってるもん、見せな！」

　その少年は、シャツは井戸水で洗濯していたのに、煤すすだらけのズボンを穿はいたままだった。

　よく見ると擦り切れたポケットに何か四角いものが入っていて、ケリー院長は抵抗する少年から強引に中のものを取り上げる。

「あっ!?」

　それを見て、康やす雄おは目を剝むいた。

　ケリー院長が少年から奪ったのは、なんと康やす雄おのスリムフォンではないか。

「あらあら。もしかしてさっきのお昼の合図のときかしら」

　カタリナがそう言って、康やす雄おも思い出す。

　そういえば、蛍の家から鐘の音が鳴ると同時に、大勢の子供達が自分達の足元を通過していった。

　まさかあのとき、すり取られていたというのだろうか。

「ふん、なんだいこりゃあ。妙な板きれだが、ニホンの不思議な道具だったりするのかい」

　少年は自分の釣ちよう果かを奪われたのが不満なのか、ケリー院長に何事かを喚わめいているが、ケリー院長は襟を摑つかんでいた手を離して少年の頭に一発拳げん骨こつをお見舞いすると、スリムフォンを康やす雄おに放って返した。

「今回だけだ。次は油断しても助けないよ」

「す、すいません……」

「そんな板っきれ盗んだせいであんたにこの街救ってもらえなくなったら、目も当てられないからね」

　そういえば、ケリー院長の中では康やす雄おは英ひで雄おと同じく異世界から来た救世主候補ということになっているのだった。

「俺に……そんなつもりも、そんな力も無いですけど……でも……」

　恨みがましい目でこちらを見てくる少年と、手元のスリムフォンを見て康やす雄おは歯は嚙がみする。

　そして、足を前に出すと、スリムフォンをすり取った少年の前に膝をついた。

「……？」

　怪け訝げんな顔で康やす雄おを警戒する少年に、康やす雄おはスリムフォンを近づける。

　その途端、

「!?」

　スリムフォンから唐突に音楽が流れ出し、少年も他の子供達も、カタリナもケリー院長も目を剝むいて仰のけ反ぞった。

「い、今のは何？　オルゴールの音には聞こえなかったけど……？」

　驚きよう愕がくするカタリナに、

「そういう道具なんです」

　康やす雄おは簡潔にそう告げ、今度は翔しよう子こを手招きした。

　そして、驚く面々を後しり目めに翔しよう子こに画面を見せると、翔しよう子こは少し驚いて康やす雄おを見、やがて、

「が、頑張ってみる。久しぶりだけど、見ながらならなんとか。んんっ」

　翔しよう子こは心なし顔を赤らめながらも、康やす雄おの意図を汲くんで、スリムフォンに表示された再生ボタンに触れる。

　すると、康やす雄おのスリムフォンに入っている『故ふる郷さと』の曲が、柔らかい音を周囲に響かせた。

　康やす雄おのスリムフォンには、つぶれてしまった合唱部時代にダウンロードした唱歌や練習曲が多く録音されていた。

　かつては日本の原風景を歌った曲として親しまれていたが、さすがに今時、歌詞の字じ面づら通りに『ウサギを追い、小こ鮒ぶなを釣る』幼少期を過ごす人間は滅多にいないだろう。

　現代はむしろ、個々人の幼少期を思い起こす心の原風景の象徴的な意味を持つのだろうと康やす雄おは考えていた。

　翔しよう子こが主旋律を、康やす雄おがそれを支えるようにベースラインを歌い、ゆったりとした歌詞を歌い上げる。

　一番に、幼き日に遊んだ思い出を歌い、二番に親と友人らに想おもいを馳はせ、三番に錦を飾る故郷こそ最も美しい錦であったと歌い上げる。

　蛍の家の子供達は、決して恵まれた環境にはないかもしれない。

　だが、彼らを慈いつくしみ愛する大人達は確かにいて、フィーグライドのように立身出世して後進を思う者達が現れる。

『故郷』の歌は、蛍の家で過ごす子供達にぴったりの曲だと康やす雄おは考えた。

　ゆったりとした旋律が終わる頃には、不思議な道具から流れるメロディと、翔しよう子こと康やす雄おの混声合唱に、子供達の瞳にかすかだが好奇心の光が灯ともった。

「×××！」

「えっ？」

　康やす雄おの前で、康やす雄おと翔しよう子ことスリムフォンの三点間で視線を往復させていた小さな女の子が、康やす雄おの外がい套とうを引っ張って、何事かを叫んだ。

「×××！」「×××！」「×××!!」

「な、なんだ？」

　すると他の子供達も次々に同じ単語を発し始め、康やす雄おは狼狽うろたえる。

「もう一度、って言ってるわ」

「もう一度？　同じ歌でいいのかな」

「同じでもいいとは思うけど、もし他にもあるのなら、もっと喜ばれると思うわよ」

　カタリナがそう言うので、康やす雄おは翔しよう子この手からスリムフォンを受け取ると、翔しよう子こが歌えそうなものを難しい顔で探し始める。

「歌詞カードあるのでお願いね」

「うーん、そう言われても……あ」

　ネットに繫つながらないので、翔しよう子このスリムフォンではうろ覚えの歌詞を確認することはできない。

　とはいえ康やす雄おも、スリムフォンには曲しか入っていないものばかりなので困惑していたが、

「これ覚えてる？　中学のときの合唱コンの課題曲」

「ああこれ。うん、他のに比べればまだ大丈夫だと思う」

　今度は打って変わってリズミカルな音が流れ始め、子供達もケリー院長もカタリナもまた目を丸くする中、康やす雄おと翔しよう子こは足で軽くリズムを取り、旋律を口ずさみ始める。

　海を見たいと願う怪物が人間のキャラバンと一緒に旅をする物語を歌った明るいバラード。

　その軽快なリズムはゲールデイトの子供達の心も浮き立たせるようで、足でリズムを取る二人に合わせて何人かの子供達が飛び跳ね始めた。

　やがて、最初に康やす雄おのスリムフォンをすり取った少年も我慢できずにその輪に混ざり、子供達は聞いたことの無い異国の言葉で歌われる曲に、それぞれ勝手に歌かも絶叫かも分からない音を乗せ始めた。

「日頃パンをくれてやったって礼の一つも満足に言わないくせに、可か愛わいげのないクソガキどもだよ」

　ケリー院長は面白くもなさそうに鼻を鳴らすが、その目はずっと子供達とその輪の中心にいる康やす雄おに向けられていた。

「あなたの愛に慣れてしまったのよ。大きくなったら、フィーグライドみたいに思い出すわ」

「それはそれで腹立たしいね」

　カタリナも、不思議な力で音楽を奏かなで、歌い踊る少年と少女を目を細めて見る。

「不思議ね」

「あん？」

「彼、ほとんど魔力なんか持ってないの。あの顔してなければ、ヒデオの息子だなんて誰も信じないわ」

「まぁ、私だって言うほど信じちゃいない」

「でも……ああして自然に、自分の持つ力で子供達を笑顔にしてる。あれは、やはり血筋なのかしらね」

「育ちがいいだけのことなんじゃないのかい。まぁ、それはそれで今の世の中稀け有うな才能なのかもしれないがね。それよりも私は、あっちの小娘の方が気になるよ」

「……やっぱり気づいた？」

「これだけ間近で話してりゃね。小僧に近寄るたびについたり消えたり、余計に目立つ」

「注意するわ。子供達は、大丈夫かしら」

「ガキどもは見たこと無いから、見えちまってもあれがなんなのか分からないんだろ」

「このことは……」

「騒ぎ立てるならとっくに騒ぎ立ててるよ。何か事情があるんだろ。面倒事に関わろうと思うほど、こっちは若かないよ」

「……ありがとう、助かるわ」

　二人の瞳は、翔しよう子こが目ま深ぶかに被かぶったフードに向けられている。

　どれだけフードで瞳を隠そうとも、子供達の角度からは一目瞭然だろう。

　黒い炎を瞳に宿す少女。

　子供達は知らないから、怯おびえないだけなのだ。

「どうすんだい。あんなのフィーグライドのとこに連れてったら、即刻逮捕されても文句は言えないよ」

「もちろん事情はきちんと話すわ」

「それは構わないがね、実は私んとこにも、シィについての情報を集めて共和国議会に上申してそれと引き換えに支援を引き出すから、どんな情報でも寄越せなんて鉱山長通達が久しぶりに来たんだ。あんた達が思ってるほど、あの小娘は安全じゃないよ。シィに対する恐怖は時を追うごとに具体的になっていくんだ。いつどこであの小娘を見とがめた奴やつが後ろから刺してくるか分からない」

「……心しておくわ」

　ケリー院長はつまらなそうに肩を竦すくめると、康やす雄お達を取り囲んで更に何か歌え聞かせろとせがむ子供達の輪に歩み寄り、強引に二人から引っぺがす作業へとかかる。

「ほら、これ以上お前達が余計なこと言うと、銭ぜにを請求されちまう！　あんたらも芸人なら芸人らしく、タダで芸を披露するようなマネはよしな！」

「げ、芸人!?」

「妙なからくりで音楽流して歌を歌って踊りを踊る。これが芸人でなくてなんなんだい。あっ！　こら！　今蹴ったの誰だい!!」

　お楽しみを邪魔するケリー院長に子供達は口々に悪態を吐くが、ケリー院長は意に介さず二人を……というより、翔しよう子こを睨にらんだ。

「あんた達、そうでなくたってあんまり目立っていいことはないんだろう。騒ぎを聞きつけて妙な奴やつに通報されたら、ロクなことにならないよ！」

　ケリー院長が左目を指さすのを見て、翔しよう子こも康やす雄おもはっとする。

　ケリー院長は、気づいていて、気づいた上で、子供達のために翔しよう子こを信じた。

　翔しよう子こが、人間であるということを。

「……すいません。不注意でした」

　翔しよう子こが素直にそう言い、改めてフードを深く被かぶり直す。

「あんた達、今はカタリナの世話になってる身だろ。あいつに面倒かけるようなことをするんじゃないよ。それから」

　ケリー院長は鼻をすすると、足元にまとわりつく子供を細腕で抱え上げた。

「次はこの子らに見せられる顔になっておいでな。そうすりゃ茶くらいは出してやる」

「は、はいっ!!」

　翔しよう子こが少し涙のにじむ声でそう言い、康やす雄おもケリー院長に頭を下げる。

　頃合いを見計らって近づいてきたカタリナが二人の肩に手を置くと、それに促されるように康やす雄おと翔しよう子こは蛍の家を後にする。

　改めてカタリナの荷物を背負った康やす雄おがふと背後を振り向くと、ケリー院長の足元で固まっている子供達が、康やす雄おと翔しよう子こに向かって大きく手を振り、何事かを叫んでいる。

「また来てね、って言ってるわ」

　カタリナの通訳に、思わず目頭が熱くなってしまった康やす雄おと翔しよう子こは、一層フードを深く被かぶり直してから、それでもしっかり子供達とケリー院長に手を振り、蛍の家を後にしたのだった。







　　幕間　３




「開門塔ゲートタワーってお金かかるんだよね？」

「国の年間予算の三パーセント分だと聞いたことがある」

「お父さんと翔しよう子こさんはともかく、お兄ちゃんなんかどうせ観光気分なんだし、国の予算をそんなに使ってまで行かせる必要あったのかなぁ。そりゃ翔しよう子こさんが心強いってのは、分かるよ？　でも、国の予算使うんだから、そういう甘えたこと言っていいのかなって。国民の税金でしょ？　迷惑じゃん」

「国民の税金？」

「え？　違うの？　ディアナさんが前にそう言ってたけど」

「ああ、それは言い方の問題かな。確かに開門塔ゲートタワーを動かすために必要な金額は国家予算の三パーセントとほぼ同額だ。だが、別に毎度毎度国が金を出してるわけではないぞ」

「えっ？」

「仮にレスティリアの年間予算を百兆円としようか。その三パーセントと言えば三兆円だな？　その三兆円は誰が出したって『国家予算の三パーセント分』と表現できるだろう？」

「ん？」

「今回のヤスオ達の転移にかかる経費は全部クローネ家が出しているはずだ。つまり、ディアネイズの母上、エリジーナ閣下個人資産からな」

「はあっ!?　個人資産から、三兆!?」

「まあ三兆は例えで、貨幣価値も全然違うし、多分日本のイメージよりは安上が……」

「帰ってきたらお兄ちゃんと翔しよう子こさん、ちょっとお説教だわ」

「え」

「ただでさえ向こうで楽しい思いして、美お味いしいもん食べて、それが全部人の奢おごりでなんてそんなとんでもない贅ぜい沢たく、妹は許しません！」

「いやぁ、別にいい思いばかりでもないと思うが」

「私の方が魔ま導どうの才能あるのにいい!!」

「ああ……羨ましかったのか」

「羨ましいよ！　私だって行ってみたかったよ！　だって安全が保証されてる異世界旅行とかどんなことがあったって最終的に絶対楽しいに決まってるじゃん！　なんでお兄ちゃんがディアナさんや翔しよう子こさんとデートしてるのに私は学校行かなきゃいけないのよもおおおお！」

「ははは……」







　　四章　新たなる脅威




　少し低い壁で囲まれたその区画は、ゲールデイト中央市場と呼ばれていた。

　壁の所々には衛兵の立つ門があり、カタリナはそこで衛兵に貨幣を手渡し、代わりに木の札のようなものを受け取っていた。

「ヤスオ、ちょっと私の袋、持ってて」

「あ、はい。市場に入場するのに、お金がかかるんですか？」

「ええ。私はゲールデイトの市民じゃないから、この市場で物の売り買いをするのに税金がかかるのよ。この木札は税を払いましたって証明で、これを持っていれば逆に市民にかけられる税金は中で払わなくていいの」

「消費税みたいなものかな？」

「かもね。外国人が免税されるのと似たような感じなのかも。ヤス君、私、片方持とうか？」

「ショウコ、待って」

　康やす雄おが大きな袋を三つも抱えている状況をみかねた翔しよう子こが一袋手伝おうとすると、カタリナと衛兵が鋭い目で翔しよう子こを見ていた。

「あなたがそれを持つと、余計にお金がかかるわ。悪いけど、ここから先もヤスオ一人で持ってね」

「え？　あ、はい……」

　市場への門をくぐる間、衛兵はずっと三人の後ろ姿を追っていた。

　翔しよう子こはまさかシィの炎を見とがめられたのかと思ったが、カタリナが小さく安あん堵どのため息を吐くのを見て、そうではないのだと理解した。

「売り買いするための荷物を持っているのは一人だけ、だから税金も一人分だけ、そういうルールがあるのよ」

「ええ？」

「もしショウコが袋を持ってしまったら、商売をする人間が二人になる。そしたら税金が一気に四倍になるのよ。そういう決まりなの」

「な、なんですかそのルール。なんの意味が……」

「これが最も効率のいい徴税方法なの。ゲールデイトの市民じゃない私が市場に入るのに税金を払わなければいけないのがどういう意味を持つか、あなた達なら分かると思うけど」

　そう問われて、康やす雄おと翔しよう子こは顔を見合わせる。

　税はお上に取られるものとして忌避し、その使われ方や効果についてはうるさく言いつつ詳しく知ろうとしないのは日本人の悪癖の一つだが、高校三年生の社会科科目として現代社会を学ぶ康やす雄おは、真剣に考えてみる。

　そしてさしてかからず、結論にたどり着いた。

「この、半分要塞化してる街の、域内商業保護のためか。さっきのは市場の入場料じゃなくて、最少額の関税なんだ」

「ああ、そういうことか」

　もしゲールデイトの外から市場の内側の商品と競合する競争力の高い産品が持ち込まれたときに備え、持ち込まれる商品の量に応じて関税をかけているのだ。

　そうすれば商売を許された市場で市内の商品と価格差が起こりにくくなる。

　二人の人間が商品を運んでいると税金の額が跳ね上がるということは、恐らく馬車や荷車などを用いた場合も専用の計算があるのだろう。

　市外から競争力の高い産品を大量に流入させないための措置としての関税。

　だが全く弾いてしまうとそれはそれで衰退するので、一人が担かつげる量の商品だけを売り買いするような小規模の商売は、逆に安く通して市場に歓迎するのだ。

　実際、行商人やカタリナのような商売を職業としないような人々が営む商売もゲールデイトの市民生活を支える重要な産業であり、その数は極めて多い。

　一人あたりの徴税額を安くする分、数で賄う。

　もちろん大規模に商品を持ち込む者からは、しっかりと大きく税金を取る。

　康やす雄おの独り言を聞きながら、翔しよう子こもこの理解に到達するが、そうなると分からないことが一つある。

「でもそれなら、どうして市壁で輸送品に対して税金かけないのかな。通行税、そんなに高い感じじゃなかったよね」

「大国に挟まれた交通の要衝だからかな。あと、共和制ってのも結構大きな理由な気がする。あとは多分、議会勢力の変化に合わせて徴税方式がころころ変わってるんだと思う」

「ご名答よ」

　カタリナは感心したように、康やす雄おの推測を肯定した。

　通常、交通の要衝は関所で靴くつ紐ひもから馬車の釘くぎ一本に至るまでしっかりと財産を計算し、通行税を取ることで栄えるものだが、魔王コール戦役で疲弊したガズ共和国には、レスティリアとバスケルガルデに対抗できるほどの軍事力が存在しなかった。

　また、いざとなればどちらかの国に救援をしてもらう必要が出るかもしれない都合上、あまり厳しく税金を取り立てると、両国から政治的圧力をかけられる可能性がある。

　そうでなくても、シィの脅威によって経済活動が縮小する傾向にある中、一律に市壁で全ての税金を徴収するやり方はスマートとは言えない。

　特にゲールデイトのように城壁を大規模に改修しない限り都市面積の拡大が望めない城塞都市では、そのバランスは極めてシビアだ。

　締めつけすぎれば物資不足を招いたり、闇市場の勃興にも繫つながりかねない。

　域内産業の保護、国内の治安維持、隣国や周辺都市とのバランスなどを勘案し、今後もこの徴税モデルは臨機応変に変化してゆくのだろう。

「実際、もっとしっかり税金を徴収して、その分市場をもっと開放して産業や商品を輸入して、国内の経済状況を立て直すべきだって意見もあるわ。今、それで共和国の議会も各城塞都市も全然収拾がつかないの。あちらを立てればこちらが立たずって感じでね」

「蛍の家のこともそうだけど、なんだか日本のニュースで聞くような話ばっかだね。剣と魔法の世界でも、税金からは逃れられないんだ」

　康やす雄おと翔しよう子こは別にアンテ・ランデに定住する予定は微み塵じんも無いが、大人の世界の現実は異世界でも過酷なのだということを、また一つ、改めて思い知らされた気分だった。

　税金といえば、地球の中世都市では水利に大きな税金がかかっているはずで、土地の中に井戸を持つあの蛍の家は、税金でも苦しい思いをしていることは想像に難かたくない。

　それでもあの土地建物を手放さないのは、水を引く管が一つでもあれば、子供達を清潔に保つ苦労が一つ減るのと、カタリナやフィーグライドらの支援に助けられているからだろう。

「まぁ、一個人がここで文句を言ってても始まらないわ。さっさと身軽になって、少し早いけどお昼にしましょう」

　カタリナは二人を元気づけるようにそう言うと、また先頭に立って歩き出した。

　市場の端の倉庫のような商店にたどり着くと、カタリナは康やす雄おに袋を下ろさせ、中年の商店主に手渡す。

　豆のお茶をずだ袋で三つ売った代金の多寡は二人には分らなかったが、カタリナの顔はそこそこ満足そうだった。

　そのとき市場中にのどかな鐘の音が響き渡り、それがちょうど正午を告げる音なのだとカタリナが教えてくれた。

「でも、何か変な音ですね」

　翔しよう子こがきょときょとと周囲を見回す。

「鐘っていうより、学校のチャイムっぽい感じがする」

　言われると、どこかの鐘楼から直接聞こえてくるというよりも、学校の校内にスピーカーを通して流れるチャイムのように聞こえなくもない。

　電子的な、というより、この場合は魔ま導どう的、なのだろうか。

「ああ、それは多分、あれのせいね」

　カタリナが指さす先には先端に丸いものがついた電柱のような柱があった。

「あの先端の丸いところから鐘の音が聞こえるのよ。さっきの徴税の問題にも関係してくるんだけど、この町はかなり時間厳守で動いてるの。でも建物が密集してて普通の鐘楼からじゃ全然音が届かないから、ああやって魔ま導どう技術で音を伝達してるのよ」

　そう聞くと、動力源が魔ま導どうというだけで、まさしく学校のチャイムと同類のものだ。

「あとは、夕方にも一度大きく鳴るわよ。その音が鳴った後は市場は閉まるし、特定の業種を除けば営業を終了しなきゃいけない決まりがあって、あとは特別な許可が無い限りは市壁の出入りも制限されたりするわね」

　もしくは夕方五時に鳴る、子供の帰宅を促す町内放送かもしれない。

　こうして見ると、動力源が魔力であることを除けば、アンテ・ランデは全土でそれなりに科学的技術の発展による恩恵が広がっているのだろう。

　比較的発展した都市や地域にはエスカレーターがあると以前ディアナも言っていたし、思えば八ミリフィルムを録画録音する技術も存在するのだ。

　そう考えると日本とアンテ・ランデの技術的な世代ギャップは康やす雄おが想像しているよりもずっと少ないのかもしれない。

　いや、魔法や魔ま導どうがそこそこ一般化していることを考えれば、既に日本が抜かれている部分もあるだろう。

「こうして考えると、ディアナさんやハリーヤさんがそうかからずに日本の生活に馴な染じんでるのも、何か分かる気がするね」

　カタリナに聞こえないように翔しよう子こがそう言い、康やす雄おも全く同感であった。

「さて、そろそろお昼にしましょうか。あっちの広場に自由に使えるベンチがあるからそこに陣取って、何か買ってきましょう」

「あ、待ってください」

　上機嫌なカタリナが言うのを、翔しよう子こが止める。

「今日中に食べちゃわないといけないお弁当があるんで、私は大丈夫です」

「オベントー？」

「ええ、こっちに来る前に……え、えーと、彼と食べようと思ってたお昼ご飯で……」

　忘れかけていたが、二人は恋人で、異世界に来る前はデートに行く設定だったのだ。

　もともと保存のことは全く考えていない献立なので、そろそろ食べてしまいたいと翔しよう子こは考えていた。

「へぇ、それってニホンの料理ってこと!?　本物!?」

　カタリナは目を輝かせて翔しよう子この荷物を見る。

「アンテ・ランデにもワショクはあるのよ」

　翔しよう子こはもちろん、康やす雄おも初めて聞く話だった。

「本当ですか!?」

「ええ。勇者ヒデオと同じく異世界から来た大賢者、マドカ・スギウラが作ったとされる料理よ。それが世界中に伝わっているの」

「ぶっ」

　康やす雄おは思わず吹き出してしまう。

　そういえば、何かの折に母が作った料理がレスティリア騎士団で受け継がれ、今も愛されているということは聞いたことがあった。

　ヒデオ、マドカ、エリジーナ、アレクセイの旅の食事は母が一手に引き受けていたことも。

　だが、それが『和食』と銘打たれて世界に広がっているとは予想外にも程があった。

　こんなことを知らせたら、母は責任感に押しつぶされてふさぎ込んでしまうかもしれない。

　そして、先ほど言えなかったことは、今この瞬間にきちんと言わなければならない。

「あの、カタリナさん、さっきも気になったんですけど、マドカ・スギウラって……」

「え？　ああ、あなたのお父様の仲間で、一緒に魔王コールを……」

「俺の母親の名前です」

「え」

「え？」

　何な故ぜか、カタリナの顔がはっきりと強こわ張ばる。

　いや、強こわ張ばるというより、歪ゆがむ、と言った方が良いかもしれない。

　理知的で怜れい悧りなイメージのカタリナが、どういう訳か眉根を寄せ、鼻に皺しわを作り、口を歪ゆがませているのを見て、康やす雄おは何か失策を打ったかと慄くが、

「ああ……まぁ……それはそうか」

　顔を歪ゆがませていた怨念のようなものが、ため息とともにするすると抜け、カタリナはがっくりと肩を落とす。

「そう、そうよね、そりゃあそうよね、ふふふ……」

「か、カタリナさん？」

「なんでもないわ……」

　どう見てもなんでもなくないのだが、カタリナの空気にはそれ以上問い詰めることを許さぬ心の防壁のようなものが見て取れた。

　勇者ヒデオと虹の大賢者マドカが結婚していたという事実にもっと激げき甚じんな反応を予想していただけに意外ではあったが、カタリナが単純に特に意に介さない性格だったというだけかもしれない。

　ともあれごく自然かつ平和的に母の存在をアピールできたからこれは良しとしよう。

「はぁ……それより、うん、昼食に集中しましょう。はぁ……」

　全然集中できていないカタリナに翔しよう子こもやや戸惑いを隠せないが、それでもカタリナの前に弁当箱を差し出し、蓋を開ける。

「ショウコ、良かったら、本物の和食を味見させてもらえないかしら。代わりと言ってはなんだけど、この市場でも指折りの美お味いしい物をごちそうするから」

「いいですよ。まぁその、ちゃんとした和食では全然ないんですけども」

　広げられた翔しよう子この弁当は、一日以上経たってしまっているため、箱の中に水滴が溜たまり、かなり萎しぼんでいた。

　それでも自分で食べるためのものにしてはしっかりと彩いろどり、栄養バランス、更には開門塔ゲートタワーの内部で食べることを考えて作られたものだと料理をしない康やす雄おでも分かる。

　二段重ねの上の段はおかずの段。

　鳥のカラアゲ、プチトマトに冷凍食品と思われる焼しゆう売まいが一つ。

　この時点で大分和食ではないのだが、そこはさすがに居酒屋さぶろうやの一人娘。

　冷めて時間が経たっても焼目が美しい厚焼き玉子に、ニンジンとごぼうとレンコンとこんにゃくのきんぴら。濃いめの出だ汁しで煮たと思われる大根に、がんもどき。

　それらが混然一体となったお弁当特有の香りがかすかに漂う。

「へぇ、これが日本の料理！」

「下の段はおにぎりです。これが稲荷いなり寿ず司しです」

「お米を握り固めたものね。これはこちらにもあるわ。イナリズシっていうのは？」

「甘く煮た油揚げの袋にお米を詰めた料理です。この茶色のが油揚げです。これは間違いなく和食なので、良かったらどうぞ。お箸、使いますか？」

　ディアナとハリーヤがそうだったように、カタリナも翔しよう子こに手渡された割り箸を自然に使って小ぶりな稲荷いなり寿ず司しを一口で食べる。

「……ん、おいしい。このアブラアゲ、甘くて美お味いしいわね。家庭で作れるものなの？」

「できなくはないですけど、難しいと思います。こちらに、大豆って豆、ありますか？」

「ダイズ……聞いたことないわ。ニホン語の名前よね？」

「はい。さっき売ったお茶の豆より少し大きい豆で、日本では調味料の原材料としてもメジャーです。これも、同じ豆から作られる調味料で作ったスープの素なんですよ」

　言いながら翔しよう子こが取り出したのは、レトルト味み噌そ汁しるのパックだった。

　味み噌そそのものはアルミパッケージされているため中身が見えないが、翔しよう子こが指さす味み噌そ汁しるの写真を見て、カタリナは何度も油揚げと味み噌そ汁しるの写真の間で視線を往復させた。

　熱湯を用意できないので味み噌そ汁しるパックはしまい直しつつ、翔しよう子こは解説を続ける。

「その大豆を絞ってできた豆乳と、海水から作った塩から取れるにがりを混ぜてできる白くてぷるぷるしてるものを、温度の違う油で何度も揚げるとできるんです」

「塩は分かるけどニガリが分からないわね。汁気が強い豆はあるけど、それが大豆と同じか分からないし、調味料の原材料って話も聞いたこと無い。油もそのためだけに買いおくこともできないし、私には作れなさそう。残念だわ」

　さすがに油揚げや豆腐の作り方が受験勉強で得た知識とは思えないから、これもさぶろうやならではのものなのだろう。

　その後もカタリナはいくつかのおすそ分けを翔しよう子こからもらい、かなり満足した模様だ。

　そして、

「こんな料理上手な子が恋人だなんて、運がいいわね」

「あ、いや、まぁ」

　自分で押し通した設定だが、やはり人に振られるとどうしても照れくささが先に立つ。

「まだまだですよ、私なんか」

　そこで翔しよう子こが、本物を知るが故の本気の謙遜をする。

「いや……十分美お味いしいと思うけどね」

　思わず素直な感想を口にしてしまい、翔しよう子こからは何な故ぜか赤い顔で睨にらまれ、カタリナからは生暖かい視線を送られる。

「……っ！　き、君って人は……」

「あらあら」

「え？」

「もー……」

「え？　え？」

　狼狽うろたえながらもなんとなく自分がまた失言を放ったのと、カタリナにからかわれるようなことを言ってしまったのだと理解した。

　康やす雄おはカタリナに買ってもらった、見たことの無い野菜が沢山挟まったサンドウィッチを頰ばりながら、それ以上の発言は控えるべく下を向いた。

　対照的に、上機嫌で翔しよう子この厚焼き玉子を頰張るカタリナは、ふと上を向いて呟つぶやいた。

「あーあ……私も、あのとき一緒に行っていれば、何か変わったのかな」

「なんの話ですか？」

「……なんでもないわ。ヤスオ、きっとあなたには嫌な話よ」

「はぁ……よく分からないですけど……でも、こっちの野菜も、美お味いしいですよ。ドレッシングが独特というか、意外にも醬しよう油ゆ味に似てると言うか」

「あ、それ思った」

　的外れな返事だとは分かっていたが、カタリナがきっと、康やす雄おには及びもつかない過去のことを思っていることはなんとなく分かった。

　話題を変えようとしている康やす雄おと翔しよう子この気持ちを理解したのか、カタリナは小さく頷うなずくと、悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えむ。

「ショーユ……か。それもマドカが残したものだって言ったら、どうする？」

「はあっ!?　これも!?」

　こんな街中の軽食の材料に至るまで両親の生活スタイルが浸透しているのかと驚きよう愕がくする康やす雄おだが、カタリナはすぐに口を手に当てて笑い出した。

「冗談よ。そんな素直に信じちゃうなんて」

　からかわれた、と気づいた康やす雄おは顔を顰しかめるが、見ると翔しよう子こもカタリナと同じように笑っていた。

　そうやって笑う二人を見ると、まぁ、これくらいのことは流してしまえる気がする。

「まったくもう」

　それでもささやかな矜きよう持じのために抵抗の証あかしだけ残した康やす雄おは、やや乱暴にサンドウィッチを平らげた。

「さて、食べ終わった後は、フィーグライド少尉のところにお邪魔しなきゃね。二人とも、もうお腹なかはいっぱいになった？」

　空気を切り替えるように、カタリナがぱちんと手を合わせる。

「むしろあなた達にとって大変なのはこれからだから、しっかり食べて力をつけて……」

　そのときだった。

　市場の方から、かすかな悲鳴が聞こえた。

　三人が顔を上げると同時に、何かが破壊される音が断続的に響いてくる。

「荷物を片付けて！」

　カタリナの声色に鋭さが混じり、康やす雄おも翔しよう子こも素直にその指示に従う。

　そうしている間にも悲鳴は徐々に大きくなり、そして、

「あっ!!」

　視界の端で、露店の一角が爆発したように弾はじけ空に舞い上がった。

　商品と思おぼしき果物や野菜、それらを運んだ籠や木箱、果ては露店の柱などがあちこちで空に吹き飛ばされ、飛んできた林りん檎ごに似た果実が康やす雄おの足元に落下し無残につぶれる。

「い、一体何が……！」

「ヤス君、あれ！」

　突然翔しよう子こが空を指さす。

　何かと思うと、市場を囲む壁の上に、突然軽装鎧よろいで武装した者達が五人現れ、悲鳴の元へと向かい飛ひ翔しようしていった。

　その超人的な挙動とフィーグライドと同じ兵装。

「魔ま導どう機き士し！」

　ガズ共和国の魔ま導どう機き士し隊だ。

　同時に衛兵の姿をした者が大勢市場になだれ込んできて、周囲にいるものに市場からの退去を促している。

　狼狽うろたえる康やす雄お達の目の前に、答えは突然現れた。

　人々の避難を促していた衛兵の前に、唐突に黒い炎の逆巻く柱が出現したのだ。

「シィ!!」

「こんな人が多い所で!?」

　康やす雄おと翔しよう子こが叫び、カタリナははっと、魔ま導どう機き士し達が現れた壁をふり仰ぐ。

「なるほど、だからこんなに早く……！　二人とも逃げるわよ。ショウコが見つかったら、殺されてしまうかもしれないわ！」

「えっ!?」

　殺されると名指しされた翔しよう子こが目を剝むくが、康やす雄おははっとする。

　カタリナの不安は、決して大げさなものではない。

　人の世界にまつろわず、人々の心臓を貫き奪うシィは徹頭徹尾人類の敵だ。

　そんなシィの炎を左目に宿す翔しよう子こが事情を知らない魔ま導どう機き士しに見つかったら、どんな目に遭うか分かったものではない。

「本部を目指すのは後回しにした方がいいわね。シィが出たならフィーグライド少尉も現場に出てる可能性が高いわ。いきなり訪ねていったらショウコの身が危ないかもしれない」

　カタリナの後に続いて、徐々に広がる混乱に先んじて市場区画から逃げ出そうとするが、

「カタリナさん！　前っ！」

　周囲を警戒しながら走っていたカタリナの真正面に、突如黒い柱が地面から立ち上がった。

　康やす雄おの警告にカタリナが正面を向いたとき、そのシィは既に長剣と思おぼしき黒い武器を、カタリナ目がけて振りかぶっていた。

　一瞬の後の惨劇に康やす雄おは思わず目を閉じそうになるが、

「目を閉じないで！　戦場で目を閉じたら死ぬわよ！」

　カタリナの檄げきに、康やす雄おは危ういところで目を見開く。

　シィが振りかぶった剣は、光を帯びたカタリナの掌てのひらによって軌道を逸そらされ、空を切って地面に叩たたきつけられる。

「人の秩序を打ち砕け、古いにしえの生命!!」

　バランスを崩したシィの体を、カタリナの詠唱とともに煉れん瓦がで舗装された地面から噴き出した杭くいが貫く。

「逃げるわよ！」

「こ、これこのままにしてくんですか!?」

「今の私の魔法じゃ倒せない！　魔ま導どう機き士しに任せるのよ！」

　康やす雄おと翔しよう子こに反論を許さぬ迫力で駆け出すカタリナ。二人も後を追うしかない。

「ど、どこに逃げるんですか!?」

「はあ、はあっ……あ、あんなに早く魔ま導どう機き士し達がやってきたところを見ると、正直安全な場所があるかどうか、分からないわ」

「あんなに早くって、どういうことですか？」

「悲鳴が起こってから魔ま導どう機き士しが来るまでが早すぎるから……多分、街中のあちこちでシィが出てるんじゃないかしら」

「街中であちこち……ヤス君！　蛍の家の子供達が!!」

「……あっ！」

「マズいよ！　もしあそこにシィが現れたら、お婆ばあちゃん一人じゃ守りきれない！」

「……くそっ」

　康やす雄おは、既に足が震えている。

　カタリナの対シィ戦闘力は、本人の自己申告を信じるなら、康やす雄おより少し強い程度でしかない。

　森の狼おおかみを蹴散らした翔しよう子こと翔しよう子こ＝シィの謎の力に期待するか。

　いや、それも『翔しよう子この力』とカウントするには分からないことが多すぎるし、それこそ魔ま導どう機き士しに敵対されてしまう可能性が高い。

　かといって、相手に触れられる距離でようやく掌てのひらから小さな雷が出る程度の自分に何ができるというのだろう。

　圧倒的な戦闘力を持つディアナも、ハリーヤも、父も母もいない。

　行けば自分が、翔しよう子こが殺されるかもしれない。

　自分が行って、もしシィに出会っても、できることなんか何も無い。

　それでも。

「畜生っ!!」

　康やす雄おと翔しよう子ことともに調子っぱずれな歌を歌っていたあの子供達が今この瞬間シィに襲われているかもしれないと思うと、逃げる気には、絶対になれない。

　康やす雄おはほんの数十分前に後にしてきた道を、物も言わず駆け戻る。

「っ！」

　翔しよう子こもそれに続き、

「ちょ、ちょっと二人とも!!」

　カタリナも慌てて従う。

　康やす雄おは走りながら、自分を落ち着かせ奮い立たせるために、敢あえて希望的な観測をし続けた。

　康やす雄おが一度に見たことのあるシィは六体。

　ハリーヤが所ところ沢ざわ市内に放ったのが約三十体。

　まるで自分がこの街にいるときを狙いすましたかのように現れたシィだが、この広いゲールデイトで、あの奥まった人ひと気けの無い路地にある蛍の家に、シィが現れるわけがない。

　きっとそうなる前に、あのフィーグライドという魔ま導どう機き士しが駆けつけてくれている。

　自分達の心配は杞き憂ゆうだ。

「お婆ばあちゃんっ!!」

　だが、そんな康やす雄おの楽観を、翔しよう子この悲鳴が切り裂いた。

「ふざけろよ……」

　三人が息を切らしながら蛍の家の中庭に飛び込んだのと、

「…………!!」

　子供達を背後に庇かばったケリー院長が、長剣を構えたシィに袈け裟さ斬ぎりにされるのとが、ほぼ同時に起こったのだった。

「く……っ!!」

　カタリナが地面に手をつき、その掌てのひらから放たれた魔力が石畳を突き破りながらケリー院長を切り裂いたシィに迫る。

　だが、あまりに距離がありすぎた。

　土の杭くいが迫るのをシィは軽々と跳躍して回避し、蛍の家の屋根の上に悠然と構える。

　装備といい、動きといい、どう考えても極めて戦闘能力に優れた死者が元になっているのは間違いない。

「カタリナさん！　なんとかあいつの注意を!!」

　康やす雄おは、長剣のシィとの距離を慎重に測りながら、切られたケリー院長の下へと駆け出す。

「ヤスオ！　ま、待ちなさい!!　もうっ！　何を!!」

　シィは不用意に近づく康やす雄おをその赤い目で見据えるが、ぎりぎりのところでカタリナが発射した小さな火球が注意を引いた。

「ヤスオ！　何してるの！　もう彼女はダメよ！　早く逃げ……」

「大丈夫です！　ヤス君ならお婆ばあちゃんを助けられるかもしれない！　カタリナさん！　そのままあいつの注意を引いててください！」

「えっ？　ショウコ、あなたまで何を……ちょっと待ちなさい！　こらっ!!」

　言うが早いが翔しよう子こも、カタリナの制止を振りきり康やす雄おを追って中庭に突入する。

　翔しよう子この目的は分かっている。

　ケリー院長に庇かばわれたまま中庭の隅で固まって怯おびえている子供達を、なんとか路地の方に逃がそうとしているのだ。

　だが、いくらなんでも無茶だ。

　カタリナの魔法の腕はおよそ戦闘特化型のシィを抑えられるものではない。

　土の杭くいも火球も、全盛期とは比べ物にならないほど貧弱で、シィが一度無害と判断してしまえば、あのシィはカタリナを無視して康やす雄お達を襲うだろう。

「それだけは……させないっ!!」

　カタリナはもう決して若くない体にむち打ち、必死に屋根の上のシィに火球を投げ続ける。

　だが、ものの五、六発も打った頃にはシィはカタリナを脅威とみなさなくなったようだ。

　七発目の火球を当たるに任せ、シィははっきりと足元の康やす雄おに狙いを定める。

「ヤスオ！　ショウコ！　逃げなさい！　もうこれ以上は!!」

「待ってください！　もう少しなんです！」

「何がもう少しなの！　いいから逃げなさい！　殺されてしまう！」

　カタリナはほとんど悲鳴を上げていた。

　だが康やす雄おは頑としてケリー院長の下から動かず、代わりに聞こえてきたのは翔しよう子この声。

「ヤス君！　あとどれくらい!?」

「体感二分弱!!」

「一分なら頑張れる！」

「……ごめん！」

「何かあったら責任取ってよね!!」

「ちょっと！　あなた達一体何……!!」

　混乱するカタリナの耳に、翔しよう子この優しい声が届いた。

「みんな、怖くないからね。私と、あのお兄ちゃんと、カタリナさんが守るから」

　子供達に決して通じるはずの無い日本語。

　だが、不思議と子供達に動揺は無い。

　そして。

「おおおおおおらああああああっ!!」

　次の瞬間、カタリナは信じがたいものを見た。

　爆音と同時に、中庭から屋根に向かって跳躍する影があった。

　風圧でめくれたフードの下の両目、そして手首、足首、腰に黒い炎を吹き上がらせた翔しよう子こが、弾丸のように長剣を構えたシィへと肉薄する。

「ショウコ!?」

　あれは翔しよう子こだ。

　そしてカタリナはあることに気づいた。

　翔しよう子この纏まとう黒い炎の形状に、見覚えがある。

「あれはバスケルガルデの……『破軍』のオリオン？」

「よくもお婆ばあちゃんをおおおおおおっ!!」

　跳躍の勢いのままに振りかぶられる右足。

　行動は超人的だが、戦闘特化型のシィにとってはあまりに単調すぎる動きだ。

　やられてしまう。カタリナが息を吞のんだとき。

「……！」

　何な故ぜか、剣を振りかぶったシィの動きが止まる。

　迫る翔しよう子こに赤い死の目を向けたまま凝固したその脇腹に、翔しよう子こは渾こん身しんの蹴りを叩たたき込こんだ。

　長剣のシィはその勢いに抗あらがえず、たまらず隣の建物の壁に叩たたきつけられる。

「こんなんでツブれたりしないんでしょ！　私が相手するよ！　かかってきなさい！」

　器用に屋根の上に着地した翔しよう子こは、壁にめり込んだシィを全力で挑発した。

　両目を覆う黒い炎の奥には、シィと同じ赤い瞳の光が燃え上がっていた。

　一体翔しよう子こに何が起こっているのか分からないカタリナだったが、更に驚くべきことが起こった。

「カタリナさん！　子供達をお願いします！　お婆ばあさんは俺が……」

「え……えっ!?」

　見ると、シィに斬られたはずのケリー院長が、呆ぼう然ぜんとした表情ながら自分の上体を起こしているではないか。

「ど、どういうことなの……!?」

　壁にめり込んだままもがくシィを警戒しながらようやく中庭に飛び込んだカタリナは、ケリー院長と康やす雄おと翔しよう子こと子供達を何度もぐるぐると見回し、　ケリー院長の方も自分の体と康やす雄おを何度も見比べている。

「あんた……こりゃあ、一体……」

　康やす雄おは二人の困惑に対し、短く言った。

「すいません、俺達、カタリナさんに噓うそついてました……帯たて刀わきさんっ!!」

「はーい!?」

「お婆ばあさんは大丈夫！　なんとかしてあと一撃入れられる!?」

　康やす雄おは、めり込んだ壁から抜け出そうなシィを指さし、翔しよう子こは軽く頭を搔かいた。

「それが仮にも恋人に注文することかね！　サイテー！」

　言うが早いが翔しよう子こは蛍の家の屋根を轟ごう音おんとともに蹴りつけ、自分が蹴り飛ばしたシィに再び迫った。

　そして赤い瞳と瞳を合わせ、小さく微ほほ笑えむ。

「コイビトがね、やれって言うんだ。だから、ごめんなさい」

　そしてその体を貫くほどの威力の拳を、胸のど真ん中に叩たたき込こむ。

「いい気持ちはしないね……」

　翔しよう子こは反撃を受けないよう、すぐさま身を翻ひるがえして康やす雄おの傍そばに降り立った。

　虫の息、というものがシィにあるのかどうかは分からないが、明らかに動きが鈍くなったシィを見上げ、康やす雄おは大きく息を吸う。

　そして、その口から迷うこと無く送りの歌を紡つむぎ始める。

「ヤスオ……その、その歌は……！」

　送りの歌が届いたシィの動きはぴたりと止まり、その体が細かい煤すすとなって溶け始める。

　同時に康やす雄おの隣に降り立った翔しよう子この黒い炎も、左目を除き煤すすのように散り始めた。

「……カタリナさん、ごめんなさい。私達、噓うそをついてました」

　炎が散ると同時に、少し顔色を青ざめさせて翔しよう子この息が荒くなる。

「カタリナさんが本当に私達の味方か分からなかったから……言い出せませんでした……私達、大体のことは知ってます。アンテ・ランデのことも、シィのこともシィが何をしたかも、魔法も、魔ま導どうも……」

「ショウコ……」

「元々私達は、私に宿ったシィの秘密を調べるために自分からアンテ・ランデに来たんです。本当は、この街の魔ま導どう機き士しに保護されるまで秘密にしておきたかったけど……」

「人の命には代えられない」

　ケリー院長を切った長剣のシィはもはや跡形も無く、康やす雄おは息を吐いてそう言った。

「俺はもう、何度もシィと戦ってます……いや、俺は戦ってないな。戦場にいただけだ。今みたいに人に戦わせて、俺自身ができることといったら、治癒魔法と送りの歌だけ。それでもこの子達を、守らなきゃって思った。俺には、できることがあるから」

　そう言うと康やす雄おは、ケリー院長とカタリナに向き直った。

「俺達は、シィを操る者に狙われています。もしかしたらこの襲撃は、俺達を狙ったものかもしれない……ただ、こんなに街のあちこちに現れるのも妙なんです。最初はお二人が俺達を狙う奴やつらと繫つながってるんじゃないかって疑ったりもしました。だから噓うそを吐いてた、すいません……でも、今となってはそんなことをする意味も無い」

　シィに斬られたケリー院長の傷は本物だった。

　カタリナがシィに関わっているのなら、康やす雄お達を逃がしたり手を貸すふりなどせず、ただシィがいる場所に残して姿を消せばいい。

　これが全て『敵』の策略だとしたら、もうどうあがいても康やす雄おと翔しよう子こに打てる手は無い。

　だから、これ以上疑っても意味は無い。

　ならば、目の前に起こっていることに対して、これまで生きてきた中で培つちかってきた正義を遂行するしかないではないか。

「お二人とも、ベアトリーチェ・ヘラー。もしくは、ウィリアム・バーレイグという名前に心当たりはありませんか」

　康やす雄おが、静かに問うと、ベアトリーチェの名にケリー院長とカタリナが顔を見合わせた。

「もしかして、ベアトリーチェってのは『鉱山長』のことかい」

「ご存知なんですか!?」

「知ってるも何も」

　カタリナが顔を顰しかめる。

「話したでしょ。カズ共和国の国粋的な独立派のことは。ベアトリーチェ・ヘラーは今、ガズ共和国のより明確な独立のために第三勢力として台頭してる『炭鉱のカーネリアン』全体の実質的リーダーよ」

「そいつが日本にシィをバラまいてるんです！」

　翔しよう子こが意気込み、ケリー院長とカタリナが益ます々ます困惑を深くする。

「ヒデオの息子とその友達が何も知らないなんてことは無いと思ってたけど……それにしても、あなた達は一体何をどこまで理解してるの？」

「少なくともアンテ・ランデで普通に生きている人よりは、色々知ってるはずですよ」

　康やす雄おは渋い顔で答えた。

「ついこの前だよ。何年ぶりかの『鉱山長通達』が来たのは」

　するとケリー院長が苦渋に満ちた顔で俯うつむく。

「ガズ共和国からの支援を引き出すために、シィにまつわる情報をなんでもいいから知らせろ……って……私は、だから、魔ま導どう通信で……」

「もしかして、私のことを……？」

　翔しよう子この問いに対するケリー院長の返答は、悔悟の呻うめきだけ。

　だが、それでも想像はできることだった。

　ハリーヤのことがあって康やす雄お達は『炭鉱のカーネリアン』という組織をざっくり悪の組織じみたものだと捉えていたが、実態はこうしてほとんどの構成員が何も事情を知らないのだ。

　こういった、クリーンな末端の組織から吸い上げた情報の中から、ベアトリーチェ・ヘラーは『閂かんぬき』の情報をどんな些さ細さいなことでも広く収拾しようとしていたのだ。

　この蛍の家のように、運営に困窮している構成員なら、将来的な支援のために特に深く考えることなく、求められた情報を伝達するだろう。

　ケリー院長にとって最も大事なのはこの蛍の家を頼って生きる子供達なのだから。

「……ごめんなさい。私達が、もっときちんと自分達のことを最初から話していれば」

「それは違うわ。あなた達のその警戒心は、正しいわ」

　だがカタリナが毅き然ぜんと首を振る。

「『ヒデオの息子』も『シィを宿した体』も、今のアンテ・ランデではどう爆発するか分からない。自覚無自覚に関わらず、自分が『知ってる』ことを隠そうとしたのは、間違っていない。まぁ私も彼女も、まさか『鉱山長』の名前が直接出てくるとは思わなかったけど……でもだとしたら、一応手配はしておいて良かったわ」

「え？」

「なんでもないわ。でも、そうするとあなた達は、私達よりもシィと戦った経験が多いことになるわね。この後、私達はどうしたらいいかしら」

「……！」

　康やす雄おは、この場にいる全員を見回してから、言う。

「自然発生にしろ、誰かが糸を引いているにしろ、シィがこれだけいたらこの町に絶対的に安全な場所なんてありません。あいつら平気で屋内に現れるし……ただ……そうだ」

　康やす雄おはあることを思いつき、はっとなる。

　そして思いついてから、本当にそんなことが可能だろうかと顔を顰しかめる。

「少しだけ、待ってください。ヤス君今もの凄すごく考えてるんで」

　余計なことを言わないでほしいと思いながらも、康やす雄おは今日見聞きしたゲールデイトの様々なことを思い出す。

「鐘の音だ」

「何か思いついたの？」

「あの、鐘の音を使えば、なんとかなるかもしれない。カタリナさん！　昼飯のときの鐘の音って、どこから放送されてるのか知りませんか？」

「市場で聞いたあれのこと？　それだったら騎士団と市議会が共同管理してる見張り塔で鳴らしてるって話だけど……市全体の運営や治安に関わることだから、普通の人に場所は告知されてないのよ。だから私も……」

　困惑するカタリナの答えに落胆する康やす雄おだったが、

「皆！　無事かっ!!」

　そこに、唐突に飛び込んできた男の声に、全員がびくりと顔を上げた。

　見ると蛍の家の屋根の上から顔面蒼そう白はくのフィーグライドが飛び降りてきて、ケリー院長や子供達が無事らしい様子を見て小さく息を吐いているのが見えた。

「良かった、全員なんともないか」

「カタリナと、この小僧と小娘が、間一髪のところで守ってくれたんだよ」

「そ、そうだったんですか……って！　その左目は！」

「っ!!」

「ま、待ってください！　彼女はシィでは……」

　翔しよう子この左目の炎を見てぎょっとするフィーグライドを康やす雄おは慌てて止めようとするが、それよりも先に、カタリナがフィーグライドと翔しよう子この間に割って入った。

「少尉、そんなことよりあなたにお願いしたいことがあるの」

「な、カタリナさんどういうことですか。その少女は、一体……」

「この子は異世界ニホンから来た私のお客さんよ。シィではない。あなた達が恐れる相手ではない。それより、今街中にシィが出現しているわね？　だからあなたも、ここが襲われているかもしれないと思って飛んできたんでしょ？」

「え、ええ、それは……待ってください!?　ニホンから!?　何が起こってるんです!?」

「それで、あなたに案内してほしい所があるの。彼……勇者ヒデオの息子、ヤスオ・ケンザキをね」

「……えっ？　はっ!?　勇者ヒデオの息子っ!?」

　フィーグライドは目を見開いて、はっと背後の少年を振り返る。

　一方の康やす雄おも、カタリナが何を言い出すのか分からず目を丸くしていた。




　　　※




「そろそろじゃありませんか、例の」

　その日、ガズ共和国とレスティリア王国の国境にある検問所駐在の方面軍に、一つの通達が回る。

　この日の警備管理を任されている方面軍の隊長は、検問所の建物の中で、退屈そうに書類を繰りながら声をかけてきた部下に答えた。

「王都からお偉いさんが一人、ガズ側に入るんだ。ゲールデイト行きだって聞いてる」

「ええ、でも、一人ってなんすか一人って。お偉いさん一人とか訳分かりませんよ。誰だか知りませんが、随伴の魔ま導どう機き士しくらいいるでしょうに」

「いやぁ、本当に一人らしい……ん？」

　そのとき検問所に、レスティリア側からの魔力飛行体接近を知らせる警報が鳴る。

「おい、まさか今時国境を飛行突破するバカがいるんですか!?」

「対空魔ま導どう兵！　迎撃配備に……おい待てあれは……！」

　検問所の建物の窓から望遠鏡で接近する魔ま導どう飛行体を探していた隊長が、あんぐりと口を開けた後、慌てて警報停止を呼びかけた。

「国境開門！　国境開門！」

「なんですって!?　空からの越境なんてガズ側が許さな……」

「許可されてるって!!」

「はあ!?」

　そうこうしている間に、

「来たぞおおおおおお!!」

　接近していたその魔ま導どう飛行体、猛スピードで空を飛びながら真まっ直すぐ向かってくる魔ま導どう機き士しは、律りち儀ぎに地上に設置された越境ゲートの上を通過してゆく。

　奇くしくもそれは国境警備隊に通達された「お偉いさんが通る時間」と一致しており、

「あれは……」

　魔ま導どう機き士しが飛び去った空から一枚の紙が、ひらひらと検問所に落ちてきた。

　隊長は、猛スピードで飛びながら自分が望遠鏡で見られていると分かって、まっすぐこれを掲げていた魔ま導どう機き士しを思い出し、苦笑する。

「……ったく……なんの冗談だよ……ええと……俺も初めて見るな。国王印の緊急特使の証明……通過したのは王国騎士団中央軍の、ええと名前は……ん」

　そのとき、国境線をまたいで少し先にあるガズ側の検問所の警報が風に乗ってかすかに聞こえてきた。

　きっと、向こうでも騒ぎになっているのだろう。

「こりゃあ、許可とか関係なく、文句言われるな」

　隊長はやれやれと肩を竦すくめると、魔ま導どう機き士しが飛び去った空を見上げた。

「こんな平和でいい天気の日に何を焦あせってんのかねぇ。お偉いさんのやることは、分からん」
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　フィーグライドが康やす雄おと翔しよう子ことカタリナを案内したその塔は、最初に康やす雄お達が登った展望塔とほとんど変わらない外観をしていた。

「ここ以外にもいくつか『鐘楼』の役割を果たす塔はあって、日によって使う場所を変えているんです」

　都市の時間を支配する設備ならば、それくらいの配慮はなされていて当然だろう。

「全部の場所に、放送設備みたいなものがあるんですか？」

「そうですね。機構魔ま導どう文法だけはそのまま、鐘だけ責任者が毎回動かしているんです」

　鐘の管理は行政が。移送には騎士団が責任を負っているらしい。

「しかし、本当にできるんですかそんなこと……」

　不安げなフィーグライドの問いに、それ以上に不安げな顔を隠せない康やす雄おが答える。

「できるかできないかじゃなく、やらなきゃいけないんです。もしこの事態を監視している人間がいたら、そいつはもしかしたら妨害を仕掛けてくるかもしれません。フィーグライドさんは、なんとかこの塔を守ってください」

「わ、分かりました……」

　冷や汗を流しつつも覚悟を決めた様子のフィーグライドの後ろについて塔を登りながら、康やす雄おこそ全く覚悟を決められずに呼吸が浅くなっていた。

「こちらです……」

　警備の衛兵を下がらせ、案内された奇妙な器械が沢山設置されたその部屋に入って更に、康やす雄おの不安は極限まで膨れ上がる。

　ここまでのことをやらせて、もし想定したように事が運ばなかったら単純に恥ずかしいし、フィーグライドも何かの責を負わされるかもしれない。

　便宜を図ったカタリナも、全くなんの責任も負わなくて済むことにはならないだろう。

「ヤス君！」

「うえっほっ!?　な、何を……」

　だが、そんな康やす雄おの心中を見透かしたかのように、背後から翔しよう子こがもの凄すごい力で背中を叩たたいてきて、康やす雄おは思わずむせてしまう。

「自信持って！　できるから!!」

　翔しよう子こは涙目になった康やす雄おの目を真まっ直すぐ見て、力強く言う。

「もしダメだったら、私が一緒に皆に謝ってあげるから！　気張って！　蛍の家の子供達が期待してるよ！」

「励ますかプレッシャーかけるか、どっちかにしてくれよ」

　康やす雄おは苦笑しながら、『放送室』を見回す。

　天井から釣り下がっているのは連なった、意外と小さい三つの鐘。

　その鐘を囲むように四方に蓄音機のスピーカーのようなラッパ状のものが向けられている。

　足元の床には、康やす雄おには意味の分からない魔法陣のようなものが刻印されていた。

　それがかつて見た武ぶ機きカストゥルの内部にあった機構魔ま導どう文法にそっくりで、恐らくこの部屋全体で、一つの武ぶ機きのような扱いなのだと察する。

　よく見ると鐘の方にも文字や図形が刻まれており、こちらもただ単に叩たたけば鳴る鐘、というわけではないようだ。

「いいじゃんいいじゃん。何か録音スタジオみたいでさ！」

「だから余計なこと言うなっての！」

「私達、外に出てた方がいい？」

「正直、何が起こるか分からない。どこにいてもいいけど、何かあったらすぐに行動できるように用意しておいてくれると助かる」

「分かった。任せて。まだちょっと余力あるから」

「……本当は、帯たて刀わきさんには戦ってほしくなかったんだけどな」

「今更」

　翔しよう子こは複雑そうに笑い、言った。

「使えるものは、なんでも使え。原因や事情の解明なんて後でいいんだから。とはいえ怖くないわけじゃないから、取ってもらう責任はずんずん積み上がっていくからね」

「……心しておく……はぁっ！」

　康やす雄おの覚悟は決まらないが、決まったと自分を誤魔化すために、ことさらに大きく息を吐き、大声で叫んだ。

「フィーグライドさん、お願いします！」

「承知しました……では……」

　康やす雄おの合図で、フィーグライドは壁のある一点に手を当て『放送室』の機構魔ま導どう文法を起動させる。

　同時に康やす雄おと鐘を囲む四つのラッパが、かすかに唸うなりを上げ始めた。

　フィーグライドが手を差し伸べ、既に事態は動き始めていることを告げる。

　康やす雄おは激しく鳴る心臓を必死で抑えつつ、一度だけ軽く咳せき払ばらいをし、そして口を開いた。







　康やす雄おの朗々たる『送りの歌』が、機構魔ま導どう文法と魔ま導どう設備を通じて、ゲールデイト市内の柱状スピーカーから町中に流れ始める。

　時を知らせるために街の隅々まで響き渡るように計算された位置に設置されているスピーカーは、室内にも、どんな細かい路地にも、或あるいは市壁の外にすら、送りの歌を染しみわたらせる。

「こ、これは……」

『放送室』を動かしていたフィーグライドが、驚きよう愕がくの声を上げる。

　康やす雄おの足元から光が伸び、その光が床の、壁の、そして吊つり下さげられた鐘の機構魔ま導どう文法に宿る。

　康やす雄おの歌に合わせ、三つの鐘が清さやかに震え始め、音を採取するラッパは、それをまた市内へと余さず運んでゆく。

「ショウコ！　あれを！」

　すると、放送室のドアの側から外窓を見ていたカタリナが叫び、翔しよう子こを窓まど際ぎわへと誘う。

　駆けつけた翔しよう子こも、すぐに何が起こったか察した。

　一見すると、まるで街のあちこちから火の手が上がっているようにも見える。

　だが目をこらしてよく見ると、それはシィが送られるときに発生する煤すすのようなものだと分かった。

　ほんのわずかの間に町中から立ち上る煤すすの柱の数は十、二十と絶え間なく増え続ける。

　もちろんそれだけの数のシィが出現していた、ということではあるのだが、それ以上にカタリナはその光景に驚きよう愕がくを禁じ得なかった。

　聖王神教会の上級司祭でも、一人が一度に送れる数は三体程度だと言われている。

　だが、いくら巨大な機構魔ま導どう文法の力を借りているとはいえ、一人の送りの歌が十も二十もシィを送った、などという話は聞いたことが無かった。

「カタリナさん、あれ！」

　塔から十数メートル離れた建物の屋根の上で、シィが奇妙な格好で倒れている。

　体から黒い炎が立ち上っているので分かりにくいが、全身が痙けい攣れんしているようにも見える。

　そうこうしている間にどこからか魔ま導どう機き士しが現れ、動かないシィに対してとどめを刺した。

　とどめを刺されたシィはその瞬間から煤すすとなって溶け始め、魔ま導どう機き士しは不思議そうな顔をしながらも、康やす雄おの送りの歌に一瞬だけ耳を澄ませてから、また別のシィを探して飛び去っていった。

「シィの動きを止めているってこと？」

「間違いないと思います。ヤス君、日本でも同じことしてましたから」

「こ、これだけのことをして、どうして彼は平気でいられるの!?　並みの魔力じゃこうはいかないわよ!?」

「本人も分からないみたいです。ヤス君に魔法を教えてた魔ま導どう機き士しの人も、不思議がってたみたいですよ」

「血の為なせる業……かしら」

「違うと思いますよ。こう言ったら悪いですけど、ヤス君のおじさんもおばさんも、普通の人ですし」

「それはニホンでの話でしょう？　ヒデオもマドカも……」

「それでも関係ありません。ヤス君はヤス君です。第一、ヤス君はおじさんおばさんが得意なこと、てんで駄目なんですよ。きっと関係ないと思います」

「でもそれじゃあ、このとんでもない状況の説明が……」

「さっきも言ったじゃないですか。理由や事情なんて後でいいんですよ。ただどうしてもカタリナさんが納得できないって言うんなら、それっぽい理由を私は知ってます」

「なんなの？」

　翔しよう子こは歌声が響きわたる放送室をちらりと振り向いて、嬉うれしそうに言った。

「ヤス君が優しくて、歌が好きで、ちゃんと努力してきた。それだけだと思います」

「っ……」

　カタリナは一瞬だけ鼻白んでから、一度だけ放送室を振り向いて、嘆息する。

「確認しておきたいんだけど、あなた達が恋人同士だって話は……」

「噓うそですよ。まぁ、私が返事待ちしてるんですけどね」

「……ヒドイ男ね」

「本当ですよ」

　そのとき、塔の窓から見えていた煤すすの柱がほとんど見えなくなっていることに二人とも気づいた。

　市内に出現したシィが全て倒され、かつ送られきったのだろうか。

「知らせた方がいいかしらね」

「そうですね。なんだかんだ、体に負担はかかってそうだし……」

　二人が外の様子を康やす雄おとフィーグライドに伝えるために、窓に背を向けた次の瞬間だった。

「え」

「あら？」

　突然、塔の中が真っ暗になったのだ。

　まるで何かが陽を遮ったかのように。

　そして振り向いたとき、翔しよう子ことカタリナは、信じがたいものを見た。

　轟ごう音おんとともに、窓いっぱいに広がる、昏くらい赤。

　それがなんなのかを一瞬で理解するのは不可能だった。

　ただ、翔しよう子こもカタリナも、有りえないものが今自分達の目の前にあることだけは分かった。

　この計画を実行する前、確かに康やす雄おは言っていた。

　ベアトリーチェ・ヘラーに連なる者がガズ共和国の中枢に食い込んでいるとしたら、この放送設備を使った送りの歌配信で街中のシィを止めている者の居場所を容易に突き止めるだろう。

　もしかしたら、送りの歌を妨害するために刺客を放ってくるかもしれない。

　だからフィーグライドも翔しよう子こもカタリナも、油断なく戦闘に備えてくれと。

　だが。

　こんなものが現れるだなんて、誰にも、予想できるはずがない。

「フィーグライドさんっ!!　ヤス君をっ!!」

　翔しよう子この悲鳴と、放送室のある展望塔が半ばから巨大な力でへし折られたのは、ほとんど同時だった。
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　カタリナを抱えて窓から飛び出せたのは、奇跡以外の何物でもない。

　アンテ・ランデで最初に降り立ったあの森からずっと、翔しよう子この危機を救った黒いシィの炎。

　瞳、手首、足首、腰のまわりで燃え上がりながら翔しよう子こに超人的な力を授けているが、特に格闘技経験も戦闘経験も無い翔しよう子こが、超人的な膂りよ力りよくや体力を授かったところで、このような動きができるはずがない。

「あ、あれは……何……！」

　翔しよう子こはカタリナを抱えたまま、茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　あまりにも、それは巨大すぎたのだ。

　放送室のある展望塔と変わらぬ体長。

　それを更に凌りよう駕がする、長さを測る気すら失わせる長大な槍やり。

　都市を踏みしめ、瓦が礫れきに変えた四つの足。

　およそ翔しよう子この知るどんな生き物とも共通点の見いだせないそれもまた、死者から生まれるシィなのか。

　シィなのだとしたら、元々、どういう生物だったのだ。

　五十メートルはあろうかという塔を槍やりの一振りでへし折り、街の一区画をその足で踏みつぶす黒い炎。

　ケンタウロス型の怪獣としか呼べないそのサイズはもはや、決して人の身で抗あらがいうる存在ではない。

「ヤス君！　フィーグライドさんっ！」

　翔しよう子こは悲鳴に近い声を上げるが、周囲の瓦が礫れきが崩れる音で、元々塔のあった場所まで全く届かない。

　このシィも、人間型のシィと同じく地面を突き破って現れたのだとしたら、それだけのことで一体どれだけの被害が地上に及んだのだろう。

「そ、そうだ、ほ、蛍の家は……！」

　慌てる翔しよう子こに抱えられたまま、カタリナが呻うめく。

「ぎりぎり、あいつの足元からは外れた地区よ……でも、あんな巨体相手じゃ、街区一つ二つ離れてるくらいじゃ、なんの意味も無いわ……信じられない、あいつは……」

「あれがなんなのか知ってるんですか!?」

「あいつとヒデオ達の戦いの末に、ヒデオ聖剣川は生まれたのよ」

　ここではその間の抜けた名も、空気を和らげる役には立たなかった。

「悪魔将軍バーロール。魔王コール戦役で、最も多く人間を殺した悪魔の一人……ああ……世界が恐れていたことが、こんなときに現実になるなんて……」

　シィが現れて以降、世界中で観察されていたシィはほとんど人型であったが、一部に動物型がいるとの情報が共有されていた。

　トルジェーソ出身の軍人達の証言からシィが死者と同じ力や特徴を持つとの見解が共有されるようになって以降、いつか魔王コール戦役の悪魔がシィとして蘇よみがえるのではないかという懸け念ねんは、確かにあった。

　だがこの悪魔バーロール＝シィの姿は、一例目としてはあまりにも脅威的すぎる。

　一時間も勝手に暴れさせておけば、ゲールデイト全域が完全に平らにされてしまうだろう。

　そしてどのような戦いがあったにしろ、勇者ヒデオと在りし日のバーロールが戦った結果としてヒデオ聖剣川が生まれたのだとしたら、それは周囲に恐るべき被害をもたらす激戦であったはずだ。

　全盛期の勇者ヒデオをしてそこまで苦戦する相手を、例えシィとはいえどうやって倒しうるのか。

「これは……ダメ、かも……」

　出現のタイミングを考えれば、こいつも康やす雄おの送りの歌を聞いていたはずなのだ。

　だが、翔しよう子この目からはバーロール＝シィのどこにも、送りの歌による影響は見られない。

　人間型のシィとは比べ物にならないほどに、送りの歌や聖性に属する者への耐久力があるのだろうか。

　いずれにしろ、今の翔しよう子こが毛筋ほども抵抗の意思を持って良い相手ではない。

　だが。

「……ぁ」

　それはどれほど悪辣な神のいたずらか、はたまた必然なのか。

　翔しよう子ことバーロール＝シィの、目が合った。

　偶然や勘違いではない。

　バーロール＝シィの人の身長よりも大きな赤い瞳が、真まっ直すぐ翔しよう子こを見ている。

　そして、悪魔はその巨大な槍やりを真まっ直すぐ翔しよう子こに向けて振りかぶった。

　酷ひどくゆっくりした動作だ。だが、決して逃げられない。

　シィの炎が顕現してなお、翔しよう子こは恐怖に足がすくみ動けなくなってしまう。

　叫ぶ暇も無いまま槍やりが動き出し、翔しよう子この視界を闇に染めて繰り出される。

「……？」

　が。

「うわっ……？」

　破壊も衝撃も死も起こらず、体を煽あおる強風が瓦が礫れきから出た砂すな埃ぼこりを周囲に舞い立たせた。

「し、ショウコ……」

　カタリナの声に思わず閉じていた目を開けると、

「ひっ！」

　目の前にビルほども幅のある黒い槍やりの穂先が空中で停止していて、その向こう側のバーロール＝シィとまた目が合ってしまった。

　何があったのかは分からない。

　分からないが、その直感は翔しよう子こ自身のものか、或あるいは内に潜むシィのものか。

　これは偶然でもなんでもないということは、分かった。

　蛍の家の長剣を持ったシィも、同じだった。

　シィは、何な故ぜか翔しよう子このことを攻撃できない。

「仲間扱いはやめてくれないかな！」

　他に考えようがない。

　ケリー院長はもちろん、ゲールデイトで多くの人間が今もシィに襲われている。

　そんな中で、自分一人が攻撃すらされない理由は、普通に想像しても一つしかない。

　翔しよう子こが正体も意味も分からない『閂かんぬき』だからだ。

「でもこれ、使える！」

「ショウコ？」

　翔しよう子こはカタリナを地面に下ろすと、拳を握って宣言する。

「カタリナさん、カタリナさんは、とにかく蛍の家の人達を避難させてください。私は、ヤス君を助けに行きます！」

「待って!?　何を言っているの！　この状況でこいつの目の前に飛び出しても、できることはないわ!!」

「あるよ！　見たでしょ！　シィは私を攻撃できない!!　あんなデカいのが私に遠慮してんだよ！　これ使わなきゃ噓うそだ！」

「で、でも……」

「あいつの足元に行って、足動かしたら私踏んじゃうよーってちょこまかしてれば、これ以上動かれなくて済むし、私がいる所をあいつは攻撃してこない！　敵の目の前で、ヤス君を余裕かまして助けられるんだよ！」

　翔しよう子こは叫びながら、両足首の黒い炎が一回り大きくなるのを感じる。

「使えるものはなんでも使うよ！　それがシィでもね！」

「待って、待ちなさい！」

「待たない！　もう時間が……」

「そうじゃないわ！　シィに攻撃されなくても崩れる瓦が礫れきや火事の火は危険よ！　やるなら」

　カタリナは半分諦めたように、懐ふところに手を突っ込んだ。

「やれる限りの準備をしてから行きなさい!!」




　　　※




「う……」

「目覚め、ましたか……うう……良かった」

「あ……フィーグライド、さん？」

　霞かすむ視界の中で、フィーグライドの声だけが聞こえ、康やす雄おは軋きしむ体を必死で起こす。

　やがて粉ふん塵じんの少し向こう側の瓦が礫れきの陰でぐったりと横たわるフィーグライドを発見するが、康やす雄おもすぐに駆け寄ることができなかった。

　立ち上がろうとした右足に激痛が走り、悲鳴と共に崩れ落ちてしまう。

「な、何が……」

「塔が……崩れました……なんとか、お助け、したかったのですが……しくじり……ました」

「フィーグライドさ……」

　康やす雄おは右足が何な故ぜ痛んでいるのかも分からないままフィーグライドの声がする方に目を剝むけて、愕がく然ぜんとする。

　フィーグライドの腹を、血に濡ぬれた木材が貫いている。

　爆散した瓦が礫れきに貫かれたのか、それとも他に理由があるのか分からないが、全身血まみれのフィーグライドにもはや動く力が無いのは明白だ。

「ま、待ってください！　今、治療を……！」

　だが康やす雄おには、治癒魔法の力がある。

　血さえ足りていれば、なんとか命を繫つなげるはずだ。

　そう思うのだが。

「ぐが……く、くそっ!!」

　見ると、自分の右足首が絶対にありえない方向に曲がっている。

　それを視認した途端に、意識を失いかねないほどの激痛を唐突に自覚した。

　これではフィーグライドに治癒を施すどころではない。

　自分を治癒しなければ、高低差のある瓦が礫れきの向こうにいるフィーグライドのところにたどり着くことすらできない。

　だがここで、康やす雄おは更にあることに気づいた。

　周囲が異様に暗い。

　昼の太陽が、何かに遮られている。

　激痛を叫ぶ右足から目を逸そらすように空を見て、康やす雄おの息が止まった。

「な……」

　怪獣。

　最初に脳裏によぎった単語がそれだった。

　こんな巨大なものが、有機的な動きをしている。

　それだけで、康やす雄おの全身が恐怖に支配される。

　ありえない。

　こんなモノが、存在するはずがない。

　しかもこの黒い炎は。あの赤い瞳は。

　こいつはシィなのか？

「こいつが……塔を、砕いたようです……はは……冗談じゃねぇ……こんな化け物、どうやって……」

　フィーグライドの声には、もはや生命力が宿っていなかった。

　彼もまた、絶望しているのだ。

　自分達を見下ろすこの巨大なシィが気まぐれに一歩踏み出せば、その瞬間自分達はひねりつぶされて死ぬだろう。

　それなのに、二人ともこの場から逃げることすらできない。

　そして今、更に康やす雄おとフィーグライドの視界を闇で閉ざすものが現れた。

「槍やり……か？」

　巨大なシィの足元にいる康やす雄おにはすぐには分からなかったが、こいつは武器を持っている。

　その武器のあまりの長大さに、康やす雄おは直感的に気づいた。

　あのヒデオ聖剣川を本当に作ったのは、こいつだ。

「……バッカじゃねぇの」

　この期に及んで浮かんだ下らない推理に、ついおかしくなって笑ってしまう。

　そんな康やす雄おと、フィーグライドを覆い隠すように、巨体が足を上げた。

　だが二人は一歩も動くことができず、もがくばかり。

　死の恐怖を目の前にしてなお、あまりに非現実的な光景に感覚がマヒしてしまったのか、康やす雄おは所ところ沢ざわでシィやウィリアムの手にかかりそうになったときほどの恐怖を覚えなかった。

　ここでは父の聖剣召喚も使えず、誰も二人を助けには来ない。

「バッカじゃねぇの」

　最後にそう呟つぶやいた一言が、康やす雄おの最さい期ごの言葉となる。




「我は……開かれし地の大地を潤す者なり」




　はずであった。




「伸びよ蘖ひこばえ！　薫れ雪解け！　醒さめよ厳冬に眠る生命！　水の聖弓ポーモーナ！　我が声に応え顕現せよ!!」




　衝撃は無く、ただ光だけが空を横切った。

　目を灼やく光に思わず瞼まぶたを閉じ、すぐに開けたとき、

「うわっぶ!!」

　霧きり雨さめのような水が顔にかかり、康やす雄おは思わず呻うめく。

　それと同時に巨大なものが地面に落下する音がして、目の前に迫る巨体が瓦が礫れきの上で大きく傾かしいだのだ。

「な……」

　覚悟を決めていたはずのフィーグライドですら呆ぼう然ぜんとなり、二人は空を見上げる。

　巨体が傾いたことで顔を見せた太陽の中から、黒い点が康やす雄おの元へと急降下してくる。

　それは、巨大なシィと比べればあまりに小さく、だが確かな生命力を感じさせる音とともにその場に現れた。

　死に支配された瓦が礫れきの街に輝く金色の髪。

　その両手には、目にするだけで恐るべき生命力と魔力を感じずにはいられない神こう々ごうしさを放つ弓。

　何より、この数ヶ月で耳に馴な染じんだ、その凜りんとした声。

「お待たせしてしまい申し訳ありません!!」

　陽光に煌きらめく髪飾りの花を見上げ、康やす雄おは、信じられないという顔で、その名を呼んだ。

「ディアナ……？」

「はいっ!!」

[image: ]

　ディアナだ。

　康やす雄おが見慣れた、レスティリア魔ま導どう機き士し兵装を纏まとった、ディアネイズ・クローネがそこにいた。

　だがその手にあるのは、レスティリア騎士団の制式武ぶ機きのカストゥルとポルックスではない。

　康やす雄おが見たことの無い、花と木をそのまま弓矢にしたような、武器。

「遂ついにこの日が来てしまったのですね。悪魔将軍バーロール……魔王コール軍の悪魔が、シィとして現れる日が！」

「ディアナ……一体……どうして」

「話は後です。ヤスオ、私が時間を稼ぎます。足を治して、そちらのガズの魔ま導どう機き士しを、助けてあげてください」

「む、無茶だ。あんなの、とても一人じゃ……」

　いくらディアナが超人的な力を持っているといっても、あくまで康やす雄おに比べればの話だ。

　フィーグライドはもちろん、ガズの魔ま導どう機き士しがこの状況で全く攻撃を仕掛けられない相手に一人で立ち向かって、どうにかなるとは到底思えない。

　だが、ディアナの目に迷いは無かった。

「やらなければならないんです。私だって……私だって英えい雄ゆうの娘なんだから!!」

「ディアナ!!　うわっ!!」

　ディアナが矢をつがえないまま弓を引き絞り、轟ごう音おんとともに跳躍する。

　眼前には、振りかぶられた巨大な槍やり。

「はああああああああああああっ[image: ]」

　次の瞬間、地上にいる康やす雄おが威圧されるほどの気合いとともに何も無いはずの弓から、恐るべき魔力が放射され、今まさに振り抜かれようとした槍やりに直撃し、巨体ごと押し返した。

「まだまだっ!!」

　弾はじかれて大きく開いたバーロール＝シィの肩に、ディアナは連続して光の矢を叩たたき込こむ。

　バーロール＝シィは吐き気すら催す唸うなり声とともにディアナを威嚇するが、打ち込まれる矢の力に抗あらがえないのか、槍やりをそれ以上振るうことができない。

　だが、シィの本領とは生き物の心臓を奪うその力だ。

　ディアナの身長を軽々凌りよう駕がする直径の赤く禍まが々まがしい瞳から、空中で飛ひ翔しようの慣性に囚とらわれているディアナに向けて真まっ直すぐ赤い光が放たれる。

「ディアナっ!!」

　かつてその力を恐るべき敵から向けられた康やす雄おは叫ぶが、およそ回避は不可能なタイミングと思われた。

　だが、奇跡は更なる力の介入を招く。

「これ以上暴れんなあああああ!!」

　ディアナとバーロール＝シィの間に割り込むように、恐ろしく巨大な弾丸が飛ひ翔しようしてきた。

　赤い光からディアナを庇かばうように飛び込んできたのは、鱗うろこ龍りゆうと、その背にしがみつく翔しよう子こだった。

「ショウコ!?　危ないっ!!」

　ディアナが翔しよう子こに気づいたときには、もう赤い光が目の前に迫っていた。

　これではもろとも赤い光に飲まれてしまうとディアナの背筋が凍るが、

『…………！』

　バーロール＝シィは咆ほう哮こうとともに巨大な瞳を閉じ赤い光は、鱗うろこ龍りゆうと翔しよう子こに触れる寸前で空中に霧散した。

「ディアナさんシィは私のこと攻撃できないから気にしないで何かやるなら今のうちに！」

　飛来した慣性のままディアナの前を通り過ぎていく鱗うろこ龍りゆうの背から、翔しよう子こが一息で叫ぶ。

　鱗うろこ龍りゆうの背中に翔しよう子こ以外に誰かもう一人乗っていたような気もするが、さすがにそのことを確認している時間は無い。

　今この瞬間、瞳を閉じ、槍やりを中ちゆう途と半はん端ぱに掲げたこの状態を見逃すことなどありえないのだ。

　翔しよう子こが命がけで作ったこの隙を、ディアナは的確に貫く。

　空中で身を翻ひるがえし、なんとか体勢を立て直そうとするバーロール＝シィの緩慢な動きの前で、ディアナは弓にありったけの魔力を注つぎ込こみ、

「吹き飛べっ!!」

　傾かしいだバーロール＝シィの胸のど真ん中に叩たたき込こんだ。

「ぐっ!!」

　その轟ごう音おんと爆風に軽く煽あおられて康やす雄おは呻うめくが、次に目を開けた瞬間目に飛び込んできたものは、バーロール＝シィそのもの以上に信じがたい光景だった。

「えええっ!?」

　展望塔すら凌りよう駕がする巨体が空中に吹き飛ばされていた。

　ディアナの放った光の矢の衝撃で、あの巨体が浮き上がって吹き飛ばされ、遙はるか市壁の外の平野まで飛んでゆく。

「ヤスオ！　早く、治療を!!」

「あ、ああ……！」

　呆ぼう然ぜんと見上げる康やす雄おにそう言い残すと、ディアナは吹き飛ばしたシィを追って飛んでいってしまう。

　康やす雄おが見たことの無い力で、絶望の象徴たる巨大なシィを軽々と市壁の外まで吹き飛ばすとは、顔を合せなかったこのわずか二日弱の間に一体ディアナに何があったのだろう。

「痛っ!!」

　疑問を抱くと同時に、唐突に自分がまだ生きているという実感が全身を支配し、折れた足が激痛を訴え始める。

「くっそ……腹ぶち抜かれるのとは、全然痛みの質が、違う。がああああ！」

　なんとか足の向きを直して治癒魔法をかけ、ものの一分もしないうちに、なんとか足首が元通りになる。

「うぷ……」

　送りの歌や治癒魔法を立て続けに使い過ぎて、さすがに魔力が尽きかけ眩暈めまいが起こる。

　だが、すぐ傍そばでフィーグライドが死にかけているのだ。

　この場で起こったことを大勢と共有するには、ガズ共和国の魔ま導どう機き士しである彼の存在が必要不可欠だ。

　何より、彼のことを心配しているであろう蛍の家のケリー院長と子供達のためにも、絶対にここで死なせるわけにはいかない。

「い、生きてますか」

「……なんとか……ヤスオ、今のは……」

「ああ、今のは……おっ」

　思いがけずまだ顔色は悪くないフィーグライドの問いに答えようとしたとき、遙はるか遠くから鈍い轟ごう音おんが聞こえてくる。

　思わずそちらを見ると、丁度巨大なシィの左腕がもげてヒデオ聖剣川のほとりに落ちるところだった。

「はは……俺も、驚いてます。何が起こったのか、正直よく分かってません……でも、きっとあれは」

　風の聖剣ルタバーガ、炎の聖せい杖じようマーロウを呼び出す文言と同じ、あの詠唱。

「彼女は……もしかしたら現代アンテ・ランデに立つべき、本当の勇者なのかも、しれません。ただ……実際のところ……」

　剣聖アレクセイ・クローネと、大魔ま導どう士エリジーナ・ラダガストの娘、ディアネイズ。

　血と、才能というのであれば、剣けん崎ざき康やす雄おなどとは比べ物にならないサラブレッド。

　理由も事情も分からないが、彼女はきっと、聖剣に並ぶ力を授かったのだ。

「俺なんかが言えることじゃないかもしれないけど、ちょっと、心配になります」







　地面間ま際ぎわで急制動をかけるも間に合わず、ディアナの前を横切った勢いを保ちながら着地した鱗うろこ龍りゆうは瓦が礫れきの街をごろごろと転がっていく。

「きゃああっ！」

「うわっちちち!!」

　放り出されたカタリナが、シィの炎を纏まとった翔しよう子こに空中で受け止められて、背後で鱗うろこ龍りゆうが何かを派手に破壊する音を聞きながらもなんとか無傷で地面に着地することができた。

「し、し、死ぬかと思ったあああ！」

「こ、こ、こっちの台詞せりふよそれはっ!!」

　二人は地面にへたり込みつつ喚わめき合った。

「カタリナさん！　ヤス君とフィーグライドさん、生きてたよ！　早く戻ろう！」

「ちょっと待ちなさい！　あの状況の鱗うろこ龍りゆうを放っておく気!?」

　見ると気の毒に、鱗うろこ龍りゆうが崩れた瓦が礫れきに背中から突っ込んでもがいている。

　大きな怪け我がこそ無いようだが、すぐさま空に取って返すというわけにはいかなそうだ。

「それに、あのシィはもう町から出てるわ！　焦あせっても私達には彼らを治療する手段が無い。あの魔ま導どう機き士しのおかげで、すぐに殺されるような危機からは脱してるはずよ！　ショウコ！　あなたも万全じゃないんだから、落ち着きなさい！」

　カタリナの[image: 叱]しつ咤たで、翔しよう子こははやる心をなんとか落ち着かせようと一度だけ深呼吸する。

　その瞬間、遠い場所に巨大な質量が落下する振動が響いて、翔しよう子こは音の方向に向く。

　見るとバーロール＝シィは、森の際まで吹き飛ばされているではないか。

「ディアナさん凄すごい……でも、どうやってここが分かったんだろう……」

　翔しよう子こはディアナの戦闘能力を直接知っているわけではないが、康やす雄おやハリーヤの話を聞く限りでは、平均よりは圧倒的に優秀だが、それでも極端に突出した戦闘能力を持っているわけではなかったはずだ。

　そしてアンテ・ランデの軍事事情に疎うとい翔しよう子こでも、バーロール＝シィを市壁の外まで吹き飛ばすことが普通の力では不可能であることは理解できる。

　何より、康やす雄おのいる場所にピンポイントで現れたことが解げせない。

　その翔しよう子この疑問は、すぐ傍かたわらから答えがもたらされた。

「あなた達が私を警戒していたように、私もあなた達が引き寄せるものに怯おびえてたのよ。ヤスオがヒデオの息子だって分かった後は特にね。だから、昨夜の時点で連絡を取ったのよ」

「連絡……って、あっ！」

　翔しよう子こは、蛍の家の前でカタリナがどこかに連絡を取った、という旨むねのことを言っていたことを思い出した。

「『ヒデオにそっくりな男の子を拾ったけど、あなた方、関係あるのかしら』って聞いたときの彼女の慌てっぷりったらなかったわ。これでもね、絵描きとしては名が通ってるし、救世の英ひで雄お達との付き合いは、そこそこ長くてね」

　カタリナは、バーロール＝シィを貫く光を指さし、言った。

「あの光は、水の聖弓ポーモーナ。大魔ま導どう士エリジーナ・ラダガストが魔王コールと戦ったときに使った弓よ。でも、使っていたのは遠目に見てもエリーゼじゃなかったけど……」

「エリジーナって人の娘さんだよ。ディアナさんは」

「……なるほど、そういうこと。やっぱりあなた達の手引きは、レスティリアがしてたのね」

「……あっ」

「今更慌てたように隠さなくていいわ。何かトラブルがあって、お忍びで来るはずのあなた達だけガズ共和国に落ちたんでしょ。察するところ、あのエリーゼの娘さんがあなた達をアンテ・ランデに呼び込んだ。そうじゃない？」

「……そ、それは……」

「まぁその辺りは、あの子がバーロールのシィを倒せたら聞くことにしましょ。今はここから避難するわよ。ショウコ、一応周囲を見回して頂戴。あなたのことを勘違いした魔ま導どう機き士しや、送られなかったシィがまだいるかもしれない」

　そのとき、翔しよう子ことカタリナの背後から、動物の鳴き声が聞こえた。

　瓦が礫れきからはい出した鱗うろこ龍りゆうが、何やら文句を言いたそうに二人を見下ろしている。

　カタリナは懐ふところから取り出した笛を小刻みに鳴らして機嫌を取りながら、翔しよう子こに言った。

「やっぱりこの子、すぐには飛べないわ。ここなら蛍の家のすぐ近くだから、ケリー院長達を魔ま導どう機き士しに保護してもらえる場所まで送り届けましょう。その後、ヤスオとフィーグライド少尉を探しに行くわ。ヤスオの、治癒の能力を信頼しましょう。いいわね」

「……はい、分かりました」

　本音を言えば、今すぐ康やす雄おを助けに行きたい。

　だが、確かに蛍の家の面々を放っておくわけにもいかない。

「もうちょっと、慣らしておきたいしね」

　シィの炎による力の底上げはまだ続いており、使えば使うだけ持続時間が延びているのを実感する。

　まだ街中に人型のシィが現れるかもしれないと思うと、今はこの力をどこまで使えるのか試してみたい。

「あー……私もすっかり染まっちゃってるなぁ」

　自分はここまで好戦的な性格だっただろうか。

　人間の命がかかった非常事態にも関わらず、妙におかしくなってしまった翔しよう子こはつい、くすりと笑ってしまうのだった。







「帯たて刀わきさんとカタリナさん、無事なのかな。もの凄すごい勢いで飛んでいったけど」

「どうでしょう……自分は、鱗うろこ龍りゆうがあんな速度で飛べるとは知りませんでしたから、あまり確かなことは……」

　腹を貫く材木を引き抜き、溢あふれる血を押さえながら康やす雄おはなんとかフィーグライドを治療する。

　さすがに鍛えられた魔ま導どう機き士しは体力があるのか、手から感じられるフィーグライドの生命力は、もう彼が危険な領域から脱したことを表していた。

「そろそろ、いっすか……もう、吐きそう……」

「あっ！」

　フィーグライドが危機を脱したと判断した途端に、康やす雄おの全身を恐ろしい倦けん怠たい感が襲う。

　崩れそうになる康やす雄おに、フィーグライドは慌てて手を差し伸べて支えた。

「……ありがとうございます。勇者ヒデオのご子息に命を助けられた……自分の生涯の誇りとなります……」

「はは、それなら崩れる塔の中から俺を助けてくれたのが、フィーグライドさんじゃないすか。むしろ、誇るならそっちを誇ってください……」

「いいえ。結局自分は、あのシィの脅威からヤスオを逃がすことができませんでした。大勢、犠牲も出たでしょう……魔ま導どう機き士しとして、不ふ甲が斐いないばかりです」

　康やす雄おが、そんなことはない、と軽はずみに言えるはずもなく、フィーグライドもまたそれを望んではいないだろう。

「それに、実際にヤスオを救ったのは……」

　フィーグライドは、康やす雄おに肩を貸しながら立ち上がり、市壁の彼方かなたの光を見た。

「あの、美しい魔ま導どう機き士しです」

「あの、フィーグライドさん……」

「フィーグとお呼びください」

「……フィーグさん。俺を彼女の所に……ディアナの所に、連れていってもらえませんか。戦いは……きっともう、終わりますから」




　　　※




　母エリジーナから譲り受けた水の聖弓ポーモーナは、ディアナの魔力を通常の武ぶ機きの何倍もの発力で顕現させ、ただ巨大なだけのシィの全身を、次々に削り取っていく。

　だが、それでも消費される魔力量にディアナの体が徐々についていかなくなり始める。

「私は……まだまだ弱い！」

　ディアナは、この二日間のことを思いながら、ポーモーナの光の矢を放つ。

「心も、体も、魔ま導どうも!!」

　それは、ほとんど八つ当たりであった。

「魔ま導どう機き士しとしても、一人の人としても……これでは……大切な人を、守れないっ!!」

　ディアナが光の矢を放つたびに、バーロール＝シィの体や炎が次々吹き飛び、遂ついにはその長大な槍やりが地面に落下し、消滅する。

「私が……私達が強くならなければ……アンテ・ランデは……」

　ディアナの凄絶な瞳が、バーロール＝シィの巨大な赤い瞳を真まっ直すぐに見据えた。

「ヤスオの故郷を守れないっ!!」

　地上に生まれた流星がバーロール＝シィの頭部を貫き、その巨体を遂ついに完全に平野へと横たわらせる。

「はあっ……はあっ……はあっ……」

　荒い息を吐きながらゆっくりとバーロール＝シィの傍かたわらに降り立ったディアナは、忌いま々いましげに巨大なシィの骸なきがらを睨にらみつけた。

「死してなお……人々に仇あだを為なさねば気が済まないお前達は……どこから来たの……？」

『グ……ゴアアア……』

　悪魔将軍であったシィの巨大な口から零こぼれるのは、異臭と呻うめき声だけ。

「く……」

　死の臭いに思わず顔を顰しかめるディアナだったが、徐々に光を失う赤い瞳を見て、悲しげに顔を歪ゆがめた。

「どうして、誰がこんな……」

　伝聞でしか知らない、滅びたはずの旧ふるい時代の悪魔であっても、死してなお新たな死を望むはずがない。

　一体シィとはなんなのか。

　何な故ぜ、こうも命にむごい仕打ちをするのか。

　誰が。

「その問いに答えるには、それなりに時間がいるね」

「っ!?」

　まさに、一瞬。

　バーロール＝シィも、空も、大地も、川も、森も、都市も、何もかもが色を失いただ白と黒になる。

　バーロール＝シィの顔と、自分との間に振って湧いたようなその男を見るなり、ディアナは怒気に顔を歪ゆがめ、ポーモーナを構え直した。

「おっと！　それは勘弁してくれ。双子の刃は痛くもかゆくもないが、ポーモーナは普通に痛い」

　煤すすけたシャツ、サスペンダーとズボン、黒いキャスケット帽。

　そして手に持ったカンテラ。

「ウィリアム・バーレイグ…………！」

　シィの炎の奥に禍まが々まがしい赤い左目を持つ、死の体現とも呼べる男の名をディアナは呼ぶ。

「あなたの目的は、一体なんなのですか！　ヤスオやノドカを襲ったと思えば、ショウコにシィを取り憑つかせたり……このゲールデイトの騒ぎも、あなたの仕業なのですか！」

「ふむ、信じてはもらえないだろうけど、今回のことと、ショウコ・タテワキの件で僕に責任は無いと明言しておくよ。君達にとっての悪者は、ベアトリーチェ・ヘラーさ。ハリーヤ・ヴェレッガーを唆そそのかした、あいつだよ」

「……ベアトリーチェ・ヘラー……」

　未いまだその姿も知らぬ者の底知れぬ悪意を感じ、ディアナは思わず身震いする。

「今回ゲールデイトを襲ったシィの中には、多分いたんじゃないかな。例のシニストラとかいう武ぶ機きを持ってた、元レスティリアの魔ま導どう機き士しも……わあっ!?」

　ディアナは警告なしに、ポーモーナの光の矢を放った。

　ウィリアムは驚いてそれを回避し、わざとらしく胸に手を当てる。

「怖いことをしないでくれよ。それは当たったら痛いって言ったろ」

「あなたをこの場で殺して世界の平和が保たれるのなら、私は躊躇ためらわずにそうします！」

「綺き麗れいな顔して、言うことはいっぱしの軍人だ。ま、そうでなければね。クローネとラダガストの系譜。授けられたばかりのポーモーナをそこまで使いこなせるんだ。君達、別にケンザキ家の助けなんか、いらないんじゃないか？」

「……最初から、そうあるべきでした。でも、今はもう遅い。それに……きっとあなたは、我々が勇者ヒデオに助けを求めても求めなくても、きっとケンザキ家の皆さんに危害を加えたでしょう」

「ん、まぁ正解……うおっ！」

　顔のすぐわきを横切った光の矢に、ウィリアムはわざとらしく悲鳴を上げてから、ディアナを見た。

「……次は、当てます。シィについて、知っていることとあなたの目的を話しなさい」

「別に当てられても痛いだけだから、当てたいなら当ててくれてもいいんだけど……まぁ、いいや。そんなに言うなら一つだけ。ショウコ・タテワキに関係のあることだ」

「……？」

「僕も『閂かんぬき』なんだ」

「え？」

「でも、ベアトリーチェ・ヘラーは僕を捕えることができない。だから僕以外の『閂かんぬき』を探している。僕自身はそこまで気にしてないけど、君達の倫理観で言えば、彼女の手に『閂かんぬき』が渡るのは、君達にとってあまりいい事じゃないだろうね」

「『閂かんぬき』とはなんなのですか！　あなたがそうだというなら、まさかあなたは人間なのですか!?」

「まさかって言い方は酷ひどいが、一応違うよ。でも、実は彼女は若干の勘違いをしていてね。『閂かんぬき』の素体は生きてる人間でなくていい。『見える目』を持てるかどうかが重要なんだ」

　そう言ってウィリアムは、カンテラを持った手で己の左目を指さす。

「ショウコ・タテワキは僕が見たところ、本当にごく普通の日本人だ。ただ、きっとあのシィと相性がすこぶる良かったのが不運だったんだろうね。彼女が『閂かんぬき』候補になったのは本当に単なる偶然。彼女に取り憑ついたシィが何か特別仕様のシィってことでもない。だがどんなにレアな偶然だろうと、捕捉した『閂かんぬき』をおめおめと放置するようなことを彼女はしないだろう。せいぜい気をつけたまえよ。日本でこのバーロールのような強力なシィが解き放たれたら、それこそ目も当てられないだろうからね」

「……っ……」

　犠牲者の命の価値は、アンテ・ランデも日本も変わりない。

　だが、日本で、もっといえば地球で、こんな巨大なシィが現れたらどうなるか。

　ただ、倒せばいいという問題ではない。

　その後の世界のありようが、きっと変わってしまう。

　康やす雄おと翔しよう子この住む、あの平和な街が、国が、変わってしまう。

「……絶対に、そんなことはさせない!!」

「させないって僕に言われてもね。まぁ僕にとってはどこで誰が死のうがどうでもいいが、ベアトリーチェに好き勝手されるのは嫌だし、ケンザキ家にもできれば最終的には僕に協力してほしいところだから、今日のところは失礼するよ。あまり長居をすると、本当に殺されてしまいそうだ」

「待ちなさい！　あなたの目的がまだ……！」

「僕の目的なんか聞いてどうする。ポーモーナを持ってる君なら確かに前よりは僕の仲間にしたいところだけど、絶対嫌だろ？」

　挑発したいのか宥なだめたいのか分からないウィリアムの口調に苛いら立だちつつ、ディアナはウィリアムの放った言葉の違和感に少しだけ眉を顰しかめた。

「仲間？　仲間と言いましたか」

「ヤスオ・ケンザキや、ノドカ・ケンザキもできれば仲間にしたいとは思ってるよ。ヤスオは、凄すごいよ。そりゃあ戦闘ではものの役には立たないだろうけど、放送設備を使ってゲールデイト中のシィを一人で浄化しちゃうんだもの。あれで普通の魔ま導どう機き士し程度に戦えれば、言うことないんだけどね」

　ウィリアムは苦笑して肩を竦すくめるとキャスケット帽を被かぶり直して、真っ黒な空を見上げる。

「おっと、少し長居をしすぎたかな。今度こそ本当に帰るよ。ヤスオと、エリジーナ・ラダガストによろしく伝えてくれ」

　ディアナの返事は、光の矢であった。

「やれやれ、綺き麗れいな顔して、怖いお嬢さんだ」

　ウィリアムは回避することも無く、光の矢をその身に受ける。

　バーロール＝シィを粉々に打ち砕いたポーモーナの光の矢は、ウィリアムをもまた煤すすのように砕いた。

　いや、砕いたように見えただけだ。

　ディアナは思わず身構える。

　煤すすが渦を巻き、まるで意志を持った巨大な蛇のようにモノクロの空間でうねり、ディアナに迫った。

「っ!!　このっ!!」

　迫る煤すすに向かって光の矢を連続で放つが、霞かすみを穿うがつが如ごとくなんの手応えも無い。

「あ……!!」

　そして、最初の煤すすがディアナに触れた。

「う……ああああ!!」

　冷たい、それなのに、熱い。

　およそこの世の不快な感触を全て詰め込んだような感触が煤すすの一粒一粒から伝わり、ディアナの体をすり抜ける。

　その圧力にディアナは立っていることができず、不様に地に着きへたり込んでしまった。

『ポーモーナの使い手よ……勇者ヒデオの行方を知りたくば、命の境界を探すがいい』

　ディアナは体を貫く不快な煤すすが発する音を聞いた。

『聖弓ポーモーナ、聖せい杖じようマーロウ、聖剣ルタバーガ……救世の英えい雄ゆう達の聖具は全て……に繫つながる』

「な、何を……何に、繫つながる、と」

『　だ』

　その音を、ディアナは理解できなかった。

　いや、本能が理解を拒んだ。

「くぁっ……!!」

　永遠と思われる一瞬の後、体にまとわりついた煤すすは消え、同時に白と黒の空間も崩壊する。

　後にはディアナとバーロール＝シィの戦いの爪痕だけが深く残るゲールデイトの平野が残るだけだった。

「ディアナ!!　無事か!!」

「……ヤスオ」

　唐突に背後から呼びかけられ、ディアナはへたり込んだまま茫ぼう洋ようとした顔で振り向く。

　そこにはガズ共和国の魔ま導どう機き士しに付き添われた康やす雄おが立っていて、ディアナを心配そうに見つめていた。

「もしかして、今ここに、ウィリアムがいたんじゃないか？」

「見えて、いたんですか」

「ああ。所ところ沢ざわのあの黒い空間と同じものがあって、ディアナの姿がどこにも見えなかったから、もしかして捕まってるのかと思って……何か、されたのか？」

　ディアナの様子がおかしいことに気づいた康やす雄おが気遣わしげにそう言うが、ディアナは首を横に振ると、まだあの不快な感触の残る足を[image: 叱]しつ咤たし、なんとか立ち上がった。

「大丈夫です……少し長話をしましたが、危害は加えられませんでした。もう……去ったようです」

「そ、そうか……」

　ディアナは一瞬だけ周囲に煤すすが残っているのではないかと警戒して、ふと気づいた。

「バーロールの……あの巨大なシィがどこにも見えませんが、もしかして、ヤスオが送ってくださったのですか？」

「いいや、そうしようと思ったんだけど、ビクともしなかった。というか、ウィリアムの結界と、ディアナのことが気になって、それどころじゃなかったってのもあって……」

「我々の目の前で普通のシィと同じく、大地に飲み込まれ、消えました。あれが魔王コール戦役で暴れ回ったバーロールのシィなのだとしたら、いつかまた戦わなければならないのかと思うと、背筋が凍ります」

「そう……でしたか」

　康やす雄おの傍かたわらに立つガズ共和国の魔ま導どう機き士しがそう告げ、ディアナは少し俯うつむいた。

「そ、それにしても、凄すごかったよ。あんなでっけえのぶちのめして……その、こっちでディアナが戦うの初めて見たけど、こっちで戦う方がやりやすいとかあったりするのか？」

　そんなディアナの様子を気遣ってか、康やす雄おが少しやり過ぎなほどに明るく声を作って、そう言った。

　ディアナは俯うつむいたまま微ほほ笑えんで、首を横に振る。

「いいえ。色々あったんです。このわずか二日の間に……色々……この聖弓ポーモーナは、母の持つ英えい雄ゆうの聖具を、今回だけ特別に借り受けたものです。母は立場上、簡単にはガズには来られなかったので……ですが」

　ディアナは顔を上げ、真まっ直すぐ康やす雄おを見た。

「カタリナ・ヨーステルン様からヤスオらしき方を保護したとレスティリアに連絡があったとき、いてもたってもいられなかったのです。ガズ共和国は炭鉱のカーネリアンの組織力が特に強い国でした。もし、万が一ヤスオとショウコの身に何かあったらと思ったら……私……」

　ディアナの瞳が涙で濡ぬれているのを見て、康やす雄おは慌てる。

「あ、いや、なんか、こっちも色々あったよ。心配かけたかもしれないけど、俺も帯たて刀わきさんもそのカタリナさんのおかげでピンピンしてるし、フィーグライドさんのおかげで死なずに済んだし、ほら、きっと行きの開門塔ゲートタワーで親おや父じが光ったあれ、きっとあれが何か悪かったんだろ？　ディアナのせいとかレスティリアのせいとかそんなんじゃ全然ないから、お……」

　言い募る康やす雄おの言葉が遮られ、視界に金色の髪と、花の髪飾りが揺れた。

「良った……本当に……本当にヤスオなんですね……無事なんですね……良かった……良かったあああ……」

「おわっ!?」

「……おやおや」

　目にもとまらぬ速さで正面から飛びつかれ、魔力を失い体力も失っている康やす雄おはそのまま後ろに倒れてしまう。

　草地のことなのでフィーグライドも特に助けたりはせず、ディアナは康やす雄おの上に折り重なったまま泣き出してしまった。

「ごめんなさい！　遅くなってごめんなさい！　私、私……！」

「で、ディアナ！　ぐ、苦し……」

「本当に、心配しました。怖かったんです！　私のせいで、ヤスオにもしものことがあったらって思ったら、怖くて……！」

「だ、だからディアナのせいじゃなくて親おや父じのせいだろ……！　ちょ、ちょっとお願いだから、は、恥ずかしいから離れて……」

「ヤスオ[image: ～][image: ～]……うぇえええ」

「私は少し外しましょうか」

「ふぃ、フィーグさんそれは逆に恥ずかし……」

　ディアナを抱きしめ返すのも憚はばかられるし、自分を心配して泣き出してしまう女子を宥なだめるなどという芸当は康やす雄おには到底不可能だし、苦笑してその場を去ろうとするフィーグに助けを求めるように手を伸ばしたとき、康やす雄おはそれを目にしてしまう。

　空から、妙に丸い生き物が羽ばたきながら降りてくる。

　あれは間違いなく、カタリナが操る鱗うろこ龍りゆうだ。

　どうして鱗うろこ龍りゆうがここに向かって降りてくるのか。

　答えは一つしかない。

「でぃ、ディアナ！　お願いだから落ち着いて！　俺無事だから！　このままだと無事じゃなくなっちゃうから……」

　しかし康やす雄おの懇願もむなしく、鱗うろこ龍りゆうは思いのほかなめらかな動きで、地上に降り立ってしまう。

　そして数秒後、

「……何してんの……二人とも……」

　シィの黒い炎越しに冷たく見下ろしてくる翔しよう子この赤い瞳とばっちり目が合ってしまい、康やす雄おは、

「もう……駄目かもしれない」

　魔力の枯こ渇かつも相まって、観念したように脱力してしまったのだった。







　　幕間　４




「あー……本当に一週間で帰ってくるんだろうなあいつ」

「ノドカ……随分とヤサぐれて……」

「私が学校と塾とで頑張ってる間に、お兄ちゃんが人のお金で、しかも両手に花でお気楽極楽な異世界旅行を楽しんでると思うと恨みつらみが止まらない」

「両手に花……うーん、まぁ否定はしないが、だからと言ってヤスオに何かできるとも思えんし、そこまでお気楽でもないとは思うぞ」

「それは分かってるけど、でも普通に考えてみてもらえません？」

「ん？」

「行く前には翔しよう子こさんちの両親に挨拶したんでしょ？　向こうじゃ当然、ディアナさんのお母さんと面会するんですよね」

「そのはずだ」

「それってもう完全に親公認ってことですよね。親公認ってことですよね!?　あのダメなお兄ちゃんが。あのダメなお兄ちゃんがっ!!」

「親公認？　公認ってなんだ。なんで繰り返した」

「ディアナさんも翔しよう子こさんも、お兄ちゃんと大きな秘密を共有する、世界で三人だけの仲間でしょう!?」

「私とノドカとマドカとヒデオ。エリジーナ閣下と、あとタテワキのご両親で合わせて十人いるが」

「そんな状況で普通だったらどっちかとはフラグ立ちません!?　ディアナさんはそもそもお兄ちゃんにゲロ甘だし、翔しよう子こさんもなーんかお兄ちゃんには変に心許してるというか」

「あー……まー……」

「しかもあのお兄ちゃんのことだからきっと全部のフラグをきれ───にヘシ折って帰ってくるんですよ！　あーもうムカつく！　こんなことなら私が勇者に立候補すればよ良かった！」

「まぁ……ヤスオ……帰ってきたら、頑張れ」







　　続章




　翔しよう子こが機嫌を直すのに、半日かかった。

　誤解というほどの誤解ではなかったのだが、無事を心配した康やす雄おがディアナと地面に転がって抱き合ってい（るように見え）れば、翔しよう子この立場ではへそを曲げても仕方が無い。

　ゲールデイト市内から完全にシィが排除されたと確認された後も、全く摑つかめない被害の全容や、緊急特使として国境を突破したディアナのゲールデイト騎士団とのやりとり、蛍の家の面々の安否確認などで大いに時間を取られた。

　結局バーロール＝シィ消失の現場に居合わせた全員が改めて一同に会することができたのは、その日の深夜のことだった。

「その……本当にごめんなさい。私、ヤスオが無事だったことに感極まってしまって、決してあの、下心があったわけでは……」

「もういいって！　あんまり謝られるとこっちが恥ずかしいから!!」

　比較的被害の少なかった街区にある宿に部屋を取り、康やす雄お、翔しよう子こ、ディアナ、カタリナ、そしてフィーグライドが膝を突き合わせているのだが、先ほどからディアナの謝罪が止まらず逆に翔しよう子こがカタリナのにやにや笑いに追い詰められている。

「ヤスオが羨ましいですね。自分もあやかりたいものです」

「フィーグさんも穏やかな笑顔でそういうこと言わないでくださいっ!!」

　実直な性格から来る素直な感想なのが、余計にタチが悪い。

「とにかくっ!!　そういうことで、私とヤス君は開門塔ゲートタワーから落ちた後は、森でカタリナさんに助けられて今ここにいるの！　ディアナさんの方は、結局何がどうなってたの!!」

「わ、私は一人だけ、通常通りレスティリアの開門塔ゲートタワー出口に流れ着きました。ヤスオもショウコもヒデオもいなかったので、母を含め全員が大混乱でした」

　なんと康やす雄おと翔しよう子こだけでなく、英ひで雄おも開門塔ゲートタワーから弾はじき出だされたと言うのだ。

　理由は様々察せられたが、父の居所は、ディアナがレスティリアに帰り着いてものの数十分で判明したらしい。

「母がこのポーモーナを使って、ヒデオの大体の位置を割り出していたんです。ポーモーナとルタバーガ、それにマドカのマーロウは、アンテ・ランデの森羅万象を司つかさどり、それぞれに呼応し合う神器ですから……ただ、問題があって……」

　これは康やす雄おも、ディアナに抱き伏せられた後、翔しよう子この冷たい視線を潜くぐり抜ぬけてからすぐに聞かされたことなのだが、なんと父は、未いまだにディアナやエリジーナと合流していないのだという。

「おいそれと移動できない場所にいらっしゃるのです。ヒデオの存在はヤスオ以上に危険を招く要素をはらんでいますから、それこそフィーグライド少尉のような特別なケースでもなければ、国内ですら迂う闊かつに人に協力を仰げなくて……」

「正直、私もまだまだ若輩の身の上ですので、緊張はしております。それ以上に今自分は伝説の瞬間をその目で見ているのかと思うと、胸が奮い立ちます」

　ディアナより年上のはずのフィーグライドだが、階級差と実力差を意識してか、元からディアナの部下であったかのように、ディアナをきらきらした目で見つめている。

「大魔ま導どう士エリジーナ・ラダガスト様のお名前に誓って、決して不用意に秘密を外に漏らさないと約束いたします！」

「は、はい。よろしくお願いしますね……」

　真まっ直すぐで妙に圧力の強いフィーグライドのノリに、ディアナは少し引き気味だ。

「しかし事情を伺っていると、複雑なものもあります。自分は炭鉱のカーネリアンが無ければ幼い頃に命を落としていたでしょうから……そのカーネリアンの鉱山長が、世界を脅おびやかすシィの脅威に関わっているかもしれないというのは、俄にわかには信じられません」

「ですが事実です。今回のバーロール＝シィも、蛍の家のケリー院長の情報を受けて発生させられたものと推察されます。ベアトリーチェ・ヘラーはレスティリアの魔ま導どう機き士しであったシィを選んで率いる力を持っていることはほぼ確定していましたが、今回の事態はそれすら吹き飛ばす大事件です。このまま放置するわけにはいきません」

　悪魔将軍バーロールは、ヒデオ聖剣川のエピソードと相まって世界的に名が知られている。

　今日、ゲールデイトにいた人間全ての口に戸を立てることはできない。

　早晩世界に、悪魔シィが現れたという事実は喧けん伝でんされ、世界は益ます々ます暗あん澹たんとした雰囲気に包まれることだろう。

「まぁ、それはこれから考えることだけど、その前に、どうして親おや父じは合流できないんだ？」

「それが……どうやらヒデオは、バスケルガルデ領内に墜落したようなのです」

「バスケルガルデに？」

「はい。しかもかなり奥まった地域らしく、飛ぼうが何をしようが間違いなくバスケルガルデ側に存在を捕捉されてしまうから、動くに動けないと……そして、ヤスオがニホンでやっていたようにヒデオを呼べなかった理由も、恐らくそこに関係があります」

「それはもしかして、聖剣ルタバーガの出自のこと？」

　カタリナの問いに、ディアナは首肯する。

「元々ヒデオの聖剣ルタバーガは、バスケルガルデ連邦で発見されたものなのです。連邦の遙はるか北の山脈にひっそりと沈む、古代の民の神殿。ヒデオの墜落現場も、その辺りなのです。これが偶然だとは、ちょっと思えません……」

「……なるほどな……そのポーモーナやマーロウも、同じ場所にあったのか？」

「いいえ。それぞれ別の場所の、古代の民の神殿に安置されていたと……」

　古代の民、という言葉だけ聞けば、悠久の歴史とロマンを感じさせる。

　だが康やす雄おは母の聖せい杖じようマーロウの『完全な姿』を思い浮かべ、あんな魔法熟女スタイルで使い手に戦闘をさせる古代の民には、あまりロマンを感じたくなかった。

「ヒデオの無事が確認された一方で、ヤスオとショウコの行方は全く分からず、私達は完全にパニックでした。もし二人に何かあったら、タテワキのご両親にも、マドカやノドカにも顔向けできませんし、何より私が心配で心配で、いてもたってもいられなくて……」

「それでヤスオの無事が分かって、安心と不安だった気持ちがないまぜになって、思わず抱きついてしまったと」

「……はい……すみません……」

「カタリナさんっ!!」

　明らかに状況を面白がっている不良熟女カタリナに、ディアナは一回り小さくなり、翔しよう子こは顔を真っ赤にして怒鳴り、康やす雄おはただただ沈黙を保っていた。

「で、でも、母の所にカタリナ様から魔ま導どう通信が入ったときには本当に驚きました。ガズに住まわれていたことは聞いていたのですが、国境を越えた通信魔ま導どう機器をお持ちだとは……」

「それは知らなくても仕方ないわ。元々三十年前に旅の途中でヒデオやエリーゼに出会って以降、エリーゼとは定期的に連絡を取り合ってたのよ。絵が一枚国宝に選ばれたからって、その名誉だけじゃ食べ続けられないし……一人旅を続けていた実績を買われて……まぁ、色々仕事をもらったりしてたわ」

「もしやと思いますが、それは……」

　フィーグライドが不安そうに尋ねると、カタリナは首を横に振った。

「信じてもらえないかもしれないけど、レスティリア国内のことだけよ。私はトルジェーソの生まれだけど育ちはガズだし、定住を受け入れてくれたことにも感謝してる。ガズの情報をエリーゼに流したことは誓ってないわ。それこそエリーゼなら、私みたいな目立つ人間よりよっぽど優秀な配下を何人も抱えてるでしょ。私は逆に、目立つからこそできることで、エリーゼの足元を支えてたの。まぁだから」

　カタリナは、康やす雄おと翔しよう子こを順番に見た。

「あなた達は必死だったんでしょうけど、何か隠してるんだろうなとか、噓うそ吐いてるんだろうってことは最初から分かってたわ」

「……プロの前で、随分恥ずかしいことさせられてたんですね」

「言ったでしょ。怪しまれようが何しようが、肝心な情報さえ摑つかまれなければいいの。あなた達のあの警戒心は、素しろ人うとにしては上出来よ」

　慰めるようにそう言うと、カタリナはディアナとフィーグライドを見た。

「私は本当につい最近、レスティリア国内の炭鉱のカーネリアンの様子を探るように頼まれてたの。トルジェーソ出身の私にとっては朝飯前の仕事よ。実際、ケリーの蛍の家を含め、私が調べた範囲での全てのカーネリアン関係の団体は、従来通りの慈善団体のままだった。ただ、確かに変な違和感は漂っていたけどね」

　その氷山の一角が、蛍の家のケリー院長が受け取っていた『鉱山長通達』だったのだろう。

「ディアナちゃんの言う、そのウィリアム・バーレイグとやらが言い残していったことがなんなのかは分からないけど、どう考えても放置してたらロクな結果になりそうにない。レスティリアにも、ニホンにも、このガズ共和国にもね。あなたやエリーゼはこれからどうしようって考えてるの？」

「正直、判断しかねております。ヤスオとショウコの安全はとりあえず確保できましたが、バーロールのことを考えると、今ヤスオとショウコだけを日本に送り返しても、それで安全とは限りませんし……」

「大局的な方針が決められないなら、目先のやるべきことを、やるしかないんじゃない？」

「と、仰おつしやいますと？」

「そのウィリアムについては、調べようがないわけでしょ？　ディアナちゃんが話した感じでは、今すぐ積極的に何かしてくる感じでもない。なら、あなた達がやるべきことは、三つに絞られるんじゃないかしら」

　多いとも少ないとも取れるが、康やす雄おが首を傾かしげると、カタリナは指を立てて行った。

「一つ、ヒデオとの合流。二つ、ショウコとシィの関係性の解明。三つ、ベアトリーチェ・ヘラーの排除。この中から難易度や優先順位を考えて動けばいいんじゃないかしら」

「カタリナさん、排除って……」

「状況証拠は、ベアトリーチェ・ヘラーが世界人類に仇あだ為なす悪人だと言っているわ。シィを操っている時点で、人類にいい影響を及ぼす存在であるはずがないし、実際に大勢犠牲者が出てる。どういう形にしろ、排除以外の選択肢は無いわ。ただ……」

「証拠と、追い詰める手段が無い」

　フィーグライドの言葉に、カタリナが頷うなずく。

「そういうこと。今回の騒動も、ウィリアム・バーレイグっていう、ヤスオとディアナちゃんしか会ったことの無い妙な奴やつが言ってるからそうってだけで、客観的に提示できる証拠は一切無い。今ベアトリーチェ・ヘラーに手を出せば、それはテロとか暗殺になって人の世の中に大きなしこりを残す。だから、今すぐにベアトリーチェ・ヘラーを排除はできない。となれば」

　カタリナはぐるりと一座を見回した。

「バスケルガルデに行くしかないんじゃないかしら。ヒデオと、ショウコのために」

「私のためですか？」

　突然自分の名前がアンテ・ランデの国と結びつけられて、翔しよう子こは目を瞬まばたかせる。

「ええ。これはかなり自信があるんだけど、ショウコの中にいるそのシィ、元はバスケルガルデの人じゃないかと思うの」

「何な故ぜそんなことが分かるのですか!?」

　ディアナが勢い込むと、カタリナは自分の手首を指さす。

「ディアナちゃんは見てないかもしれないけど、ショウコ、凄すごかったのよ。剣を持ったシィを相手に、格闘で勝っちゃったんだから」

「えっ!?」

　ディアナは驚いて翔しよう子こを見、翔しよう子こも特に否定はしなかった。

「うーん……まぁ、こっちに来てからのことなんだけどね、どういう訳かピンチのとき、都合よくシィの力が働いてくれるのよ。こう、今は左目だけのこの炎が右目からも出てきて、あと手首と腰と足首にも輪っかみたいのが出てきてね、こう体に力がばりばりーって……」

「手首足首、それに腰……」

「それって、もしや」

　翔しよう子この解説に、ディアナとフィーグライドが同時に声を上げた。

「「バスケルガルデの『破軍』のオリオン!?」」

「そういうこと」

　カタリナが満足げに頷うなずき、

「俺と帯たて刀わきさんにも分かるように説明してくれ」

　と康やす雄おが解説を求める。

「実際に見てみないとはっきりしたことは言えませんが、ショウコの仰おつしやることが本当なら、そのシィの炎の形は、バスケルガルデ連邦が開発した最も古い武ぶ機きの一つである『破軍』のオリオンという武ぶ機きに酷似しているんです」

　ディアナがそう言い、フィーグライドも同意する。

「自分は一度、現物を見たことがあります。古い武ぶ機きなので今では現場で使う人はいないそうですが、バスケルガルデでは武ぶ機き開発の基礎を形作ったとして、誰もが知っています。現代のもののように魔力を光などの発力に変換するのではなく、使い手の運動能力を強化することに使うようでして」

「ああ、だから……」

　獣を空中高く吹き飛ばしたり、シィを建物の壁にめり込ませたりといった、アンテ・ランデに来てからの超人的な挙動は勿もち論ろんのこと、ハリーヤが所ところ沢ざわにやってきた当初、明らかに他のシィとは一線を画す運動能力を持っていたことも、この事実に由来するのだろう。

「ディアナちゃんは伝説の聖具であるポーモーナを使いこなせて、それがあればヒデオとは連絡が取れる。ヤスオとショウコは今すぐニホンに帰るわけにはいかない。ショウコのシィが形作る武ぶ機きの現物が、今もバスケルガルデにある。あと、ヒデオを召喚したこと自体はバスケルガルデにはバレたくないから、レスティリアから援軍を呼ぶのは得策じゃない……もう、決まりじゃない？」

「……ヤスオ、ショウコ……」

　カタリナの言葉を引き継ぐように、ディアナが二人に向き直る。

「……今度こそ、私がお二人を守ります……ですから、どうか……っ」

　ディアナが言葉を止めたのは、康やす雄おと翔しよう子こがそれぞれ掌てのひらを上げたからだ。

「いいよ、それ以上言わなくて」

「ディアナさんが悪いなんて思う必要、一つも無いから」

「ヤスオ……ショウコ？」

「だってうちの親おや父じのことだし」

「自分のことだし」

　康やす雄おと翔しよう子こは、あっけらかんと言い放った。

「一緒に行こう。バスケルガルデに。私も守られるばっかじゃないって今回のことで分かったし、むしろヤス君守って戦う場面ばっかだったし……人間相手だと、ちょっと自信は無いけど」

「俺は今回ますます自分が戦闘の役に立たないって分かったけど、その分致命傷でもなければ相当な傷も治せるってことも分かった。前よりは、戦いの前後で役に立てると思う。もう、骨折してるディアナを一人で戦わせるようなことは、しないから」

「ヤスオ……ショウコっ……！」

「良ければ、自分もお供させてください。クローネ少佐ほどではありませんが、これでも腕に覚えはあります。並みのシィや魔ま導どう機き士し相手に、遅れは取りません！」

「フィーグライド少尉……でも、よろしいのですか？　ゲールデイトでのお勤めは」

　フィーグライドが、腰の剣をアピールするようにそう言い、ディアナが涙ぐみながら尋ねると、

「アンテ・ランデの魔ま導どう機き士しならば、この状況でついていかないという選択肢はありません。クローネ少佐なら、分かっていただけるでしょう？」

「……そうですね。私も、きっとそうすると思います」

　騎士団の最前線で活躍するディアナやフィーグライドら魔王コール戦役後生まれの世代は、軍人としての矜きよう持じを持ちつつも、誰もが勇者ヒデオの冒険譚たんへの憧れを胸に抱いている。

　ディアナがそうだったように、フィーグライドもまた、勇者に憧れた少年の一人だったのだ。

「それに、自分は炭鉱のカーネリアンに恩があります。母と、母の信じたカーネリアンが間違ったことをしているのなら、自分にはそれを正す義務がある。この街で暮らすあの子供達を守るためにも、自分は戦いたいと思います」

「話はまとまったようね」

　カタリナが満足そうに頷うなずくと、懐ふところから取り出した銀色の笛を康やす雄おに差し出した。

「私は足手まといになるから一緒には行けないけど、私の鱗うろこ龍りゆうを連れていきなさい。餌がちょっと面倒だけど、四人くらいなら軽々乗せて飛べるから、バスケルガルデ領内に入っても、きっと役に立つわ」

「……ありがとうございます！」

　魔力を使わずに空を飛べる鱗うろこ龍りゆうがいれば、道行きがぐっと楽になることは間違いない。

　アンテ・ランデやってきてから、恐ろしく濃密な二日間だった。

　だが、この濃密さは、まだまだ深く、濃くなってゆくようだ。

「これ、本当に一週間で帰れるのかな」

「私はヤス君とあの森に落ちた時点で期限通りに帰るのはとっくに諦めてたよ」

「タテワキのご両親との約束ですから、ショウコは絶対に期限通りにニホンにお送りいたします！」

「道中の皆さまの安全は、自分がしっかりと守ります！　安心してください！」

　翌日からの冒険を前に、不思議な高揚感に包まれる若者達を見ながら、カタリナは小さく微ほほ笑えみ、呟つぶやいた。

「あなた達も、こんな風に旅をしていたのかしらね……ヒデオ……」

　三十年前に過ぎ去った救世の英えい雄ゆう達の姿を重ねるように、絵描きは若者達の熱量をその目に焼きつけるのだった。





─　続く　─









　あとがき




　小中学校時代を給食で過ごした私にとって、『学食』そして『購買』という施設は、憧れと畏怖の対象でした。

　高校に入ったら購買でパンの奪い合いするのかなーとか、学食でおばちゃんに怒られながら大盛りとか注文しちゃうのかなーとか、益やく体たいの無い想像をしたものです。

　いざ高校に進学した私の目の前に繰り広げられた光景は、実に拍子抜けのものでした。

　メニューの注文は争いなど起きようのない食券制。

　人気のメニューは部活の朝練組によって売り切れ。

　購買などという施設は存在せず、パン売り場は学食内のパン屋さんのような扱いで、生徒達は皆街中のマクドナル○よりも整然と、そして粛しゆく々しゆくと整列しパンを購入。

　そして何よりがっくりきたのが、どれもこれも結構高い、ということでした。

　もちろん街中でふらりとお店に入って食べるよりは安いですが、しょうゆラーメンが４８０円。カレーが４００円というのは、アルバイトもしていない高校生が毎日食べるにはあまりに高い敷居でした。

　じゃあパンはどうなんだと言うと、何かと高校が舞台の物語では登場しがちな焼きそばパンがなんと脅威の２００円越え。

　しかもそれだけで腹を満たそうと思ったら最低三つは食べないとならないようなサイズ。

　とてもじゃありませんが、普通に考えて全校生徒が争奪戦をできるような価格設定ではなかったのです。

　もちろん私の母は、毎日５００円もかけてカレーだラーメンだのを食べることを許すはずもなく、三年間、学食で一品食べるよりもよほど品目の多い弁当を、ありがたくもほぼ毎日作ってもらっておりました。

　感謝。







　お久しぶりです、一番人気メニューのカツカレーを食えなかったことが、高校時代の唯一の心残りの和わヶが原はらです。

　結果的にですが、和わヶが原はらが食事の内容を自己決定するようになったのは、大学に入ってからのことでした。

　まともな料理を出来るようになったのは、それから更に遅く二十五過ぎてからでした。

　食事の内容の自己決定は、自立した大人になるために欠かせない一歩だと思います。

　何を、いつ、どこで、どのようにして食べるかを決めるには、相応の経済力、行動力、食への見識、保護者離れが必須です。

　逆に言えば、こうやって一度はあらゆる能力を駆使して食の独り立ちをしたからこそ、大人になったある瞬間、何もかもを人に依存してなお豊かであった頃の思い出として『おふくろの味』というものが、たまらなくありがたいものだと気付くのかもしれません。

　ところで多くの大人の心には何かしら『おふくろの味』的なものがあると思うのですが、一方で『親父の味』ってのはあんまり聞いたことありませんよね。

　ですが、今は父親も育児に参加するのが当たり前になりつつある時代。

　今の子供達が大きくなった頃には『子供の頃は親父がこんなものを作ってくれて』なんて郷きよう愁しゆうも生まれることでしょう。

　ちなみに私の忘れ得ぬ『親父の味』は、コーヒーを飲みながらＰＣに向かう私のキーボードの横にそっと差し出されたサンマの丸焼きです。

　午後十四時半。ＰＣデスクにコーヒーとサンマ。

　元から魚となると目の色が変わり暴走しがちな父でしたが、一体何を考えてあのタイミングでサンマを焼こうと思ったのか、未だに謎です。







　本書は、まだまだ自分の食事の内容は決められないけど、決められるようになるために無意識ながら成長しようとしている奴らのお話です。

　どこかの魔王達とは違って、まだまだ誰かに守られなければ明日の食事にありつけない彼らですが、次の巻でまた、ほんの少しだけ大人に近づいた彼らの姿を見ていただければ幸いです。

　それでは、また次の巻でお会いしましょう!!
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「和ヶ原聡司先生」係

「029先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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